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熊
沢
蕃
山
の
著
書
に
は
「
気
質
変
化
」「
気
質
を
変
化
す
る
」
と
い
う
語
が
し

ば
し
ば
見
え（

一
）、

そ
の
語
の
具
体
的
な
内
容
が
蕃
山
思
想
で
は
そ
の
「
工
夫
」
論（

二
）を

構
成
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

　
蕃
山
の
い
う
「
気
質
変
化
」
は
つ
ま
り
中
国
哲
学
に
い
う
「
変
化
気
質
」
で
あ

り
、
こ
れ
は
、
儒
教
で
は
常
人
が
聖
人
に
な
る
為
の
、
そ
の
可
能
性
及
び
具
体
的

な
実
践
方
法
を
示
す
理
論
に
お
け
る
最
も
重
要
な
用
語
で
あ
る
。
朱
子
に
あ
っ
て

は
、
人
間
の
臓
器
と
し
て
の
心
臓
の
空
間
に
「
精
英
の
気
」、
つ
ま
り
凝
固
し
て

も
実
体
を
持
つ
実
質
的
な
物
体
を
構
成
し
な
い
最
も
清
ら
か
な
気
が
集
ま
っ
て
い

る
が
、
常
人
の
そ
の
「
精
英
の
気
」
に
濁
り
が
付
着
し
て
い
て
、
そ
れ
故
に
、「
精

英
の
気
」
が
受
け
皿
と
し
て
受
け
止
め
た
天
よ
り
賦
与
さ
れ
た
「
仁
義
礼
智
」
の

理
が
そ
の
濁
り
に
蔽
わ
れ
て
そ
の
ま
ま
視
聴
言
動
に
現
れ
に
く
く
な
り
、
そ
こ
で

常
人
が
よ
く
理
に
背
く
言
動
を
行
う
の
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
、
そ
の
心
臓
に
集

ま
っ
て
い
る
気
が
透
き
通
っ
た
状
態
に
な
る
ま
で
に
「
精
英
の
気
」
に
付
着
し
て

い
る
濁
り
を
除
去
す
る
こ
と
が
即
ち
「
変
化
気
質
」
だ
と
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る（

三
）。

こ
れ
が
朱
子
の
「
変
化
気
質
」
と
い
う
語
に
つ
い
て
の
解
釈
で
あ
る
が
、
で
は
、

熊
沢
蕃
山
は
「
気
質
変
化
」「
気
質
を
変
化
す
る
」
に
対
し
て
如
何
に
解
釈
し
て

い
る
の
か
。
蕃
山
思
想
の
全
貌
を
捉
え
る
に
は
、
そ
の
内
容
解
明
が
ど
う
し
て
も

欠
か
せ
な
い
で
あ
ろ
う
。

　
本
稿
で
は
、
蕃
山
の
い
う
「
気
質
変
化
」
に
つ
い
て
朱
子
学
ま
た
は
陽
明
学
と

比
較
し
つ
つ
考
察
検
討
し
、
そ
の
内
容
を
で
き
る
だ
け
深
く
掘
り
下
げ
て
解
明
す

る
こ
と
を
試
み
る
。

　
　
　
二

　
先
ず
は
、
蕃
山
の
い
う
「
気
質
」
に
つ
い
て
考
察
す
る
。

「
天
地
万
物
み
な
太
虚
の
一
気
よ
り
生
じ
た
る
も
の
。」（『
集
義
和
書
』、『
全
集
』

第
一
冊
、
九
頁
）

「
太
虚
は
理
気
の
み
な
り
。
い
へ
ば
た
だ
一
気
な
り
。
理
は
気
の
徳
な
り
。
一
気

屈
伸
し
て
陰
陽
と
な
り
、
陰
陽
八
卦
と
な
り
、
八
卦
六
十
四
と
な
る
。」（『
集
義

和
書
』
巻
第
三
、『
全
書
』
第
一
冊
、
五
六
頁
）

と
あ
る
。
こ
こ
で
は
、
自
然
界
を
構
成
す
る
天
地
万
物
は
理
と
気
を
内
容
と
す
る

太
虚
よ
り
生
じ
た
も
の
で
あ
り
、
太
虚
の
一
つ
の
気
が
屈
伸
の
運
動
を
し
て
陰
と
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陽
の
二
つ
の
気
に
な
る
と
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、

「
一
気
太
極
ヲ
根
ト
シ
テ
不
息
、
故
ニ
陰
ト
ワ
カ
レ
陽
ト
ワ
カ
ル
。
是
太
極
両
儀

ヲ
生
ズ
ル
也
。」（『
繋
辞
上
伝
』、『
全
書
』
第
四
冊
、
四
三
九
頁
）

「
太
極
は
理
也
。
陰
陽
は
気
也
。
理
気
は
形
色
な
し
。」（『
易
経
小
解
』、『
全
集
』

第
四
冊
、
二
八
三
頁
）

と
も
い
う
。
こ
こ
で
は
、
太
極
が
陰
陽
を
生
じ
、
そ
の
太
極
は
一
気
で
あ
り
理
で

も
あ
る
と
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
蕃
山
に
あ
っ
て
は
、
気
の
根
源
は

太
虚
ま
た
は
太
極
で
あ
り
、
太
虚
ま
た
は
太
極
の
そ
の
一
気
が
屈
伸
の
運
動
ま
た

は
動
静
の
運
動
を
し
て
陰
陽
の
二
気
を
生
じ
た
と
考
え
ら
れ
て
い
た
の
で
あ
る（

四
）。

そ
し
て
、

「
夫
気
質
と
云
は
大
極
動
て
陽
を
生
じ
、
静
に
し
て
陰
を
生
じ
、
陰
陽
妙
合
し
て

五
行
を
生
じ
、陽
は
気
を
な
し
陰
は
形
を
な
し
て
、人
と
な
り
て
人
の
気
質
を
云
。」

（「
気
質
理
利
之
解
」、『
全
集
』
第
五
冊
、
一
○
七
頁
）

「
木
火
土
金
水
の
五
行
聚
て
物
と
な
れ
り
。」（『
孝
経
小
解
』、『
全
集
』
第
三
冊
、

三
○
頁
）

と
あ
る
よ
う
に
、
そ
の
陰
陽
の
二
気
が
結
合
し
て
「
木
火
土
金
水
」
の
「
五
行
」

を
作
り
、
更
に
そ
の
「
五
行
」
が
集
ま
る
こ
と
に
よ
っ
て
物
や
人
間
を
作
り
出
す

の
で
あ
り
、
人
間
に
お
い
て
は
そ
の
気
（
陽
）
と
形
体
（
陰
）
が
即
ち
人
の
「
気

質
」
で
あ
る
。

　「
木
火
土
金
水
」
の
「
五
行
」
に
つ
い
て
、
朱
子
に
お
い
て
は
、「
気
な
ら
ば
す

な
わ
ち
金
木
水
火
で
あ
る
」
と
は
言
う
も
の
の
、
基
本
的
に
は
「
気
が
集
っ
て
質

と
な
る
」、「
陰
陽
は
気
で
あ
り
、
こ
の
五
行
の
質
を
生
ず
る
」、「
五
行
と
言
え
ば
、

金
木
水
火
土
が
あ
る
」、「
気
は
自
ず
と
気
で
あ
り
、
質
は
自
ず
と
質
で
あ
る
。
混

同
し
て
言
っ
て
は
い
け
な
い
」
と
言
っ
て
「
気
」
と
「
質
」
の
両
者
を
峻
別
し
て

い
る
の
で
あ
る
が（

五
）、

蕃
山
に
お
い
て
は
、
そ
の
「
気
質
」
に
つ
い
て
、

「
気
質
と
云
は
五
行
な
り
。
わ
け
て
云
時
は
木
火
金
水
は
気
也
。
土
は
質
也
。
又

木
金
は
質
に
つ
き
、
水
火
は
気
に
つ
く
。
木
金
は
形
定
り
、
水
火
は
形
定
ら
ず
。

火
は
木
に
生
じ
て
形
を
あ
ら
は
し
、
風
に
し
た
が
ふ
て
う
ご
き
の
ぼ
る
。
水
は
金

に
生
じ
て
形
を
あ
ら
は
し
、
方
円
の
器
に
し
た
が
ふ
て
下
は
、
火
は
陽
気
の
形
、

水
は
陰
気
の
形
な
り
。
し
か
れ
共
其
形
終
に
き
は
ま
ら
ず
、
故
に
気
也
。
木
は
水

に
生
じ
て
形
き
は
ま
り
、
陰
気
の
形
也
。
金
は
土
に
生
じ
て
形
き
は
ま
り
て
、
陰

気
の
形
也
。
陰
気
の
形
は
質
也
。
然
共
木
は
動
き
金
は
変
、
故
に
共
に
気
也
。
土

は
火
に
生
じ
て
陽
の
形
と
い
ふ
べ
け
れ
ど
も
、
大
に
し
て
形
見
へ
ず
し
て
地
也
。

地
を
以
土
を
陰
と
し
、
質
と
す
。
水
火
木
金
各
一
気
に
生
ず
れ
ば
、
天
と
し
気
と

す
。
故
に
天
地
を
云
時
は
、。
天
は
気
、
地
は
質
也
。
人
に
云
時
は
水
火
木
金
を

気
と
し
、
土
を
質
と
す
。」（「
気
質
理
利
之
解
」、『
全
集
』
第
五
冊
、
一
○
七
頁
）

と
説
明
し
て
い
る
よ
う
に
、人
間
で
は
そ
の
「
水
火
木
金
」
を
気
と
し
、そ
の
「
土
」

を
質
と
し
て
、「
水
火
木
金
土
」
の
「
五
行
」
を
す
べ
て
質
と
す
る
考
え
方
に
は

従
わ
な
い
傾
向
が
見
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
し
か
し
、
実
際
、

「
五
行
は
質
地
に
具
て
気
天
に
行
。
質
を
以
い
へ
ば
、
水
火
木
金
土
也
。
天
地
生

成
の
序
也
。
気
を
以
い
へ
ば
、
水
火
木
金
土
也
。
春
夏
秋
冬
運
行
の
象
に
取
と
い

へ
り
。」（「
八
卦
之
図
」、『
全
集
』
第
四
冊
、
二
七
七
～
八
頁
）

「
風
雷
雨
露
は
地
の
水
火
土
石
の
化
す
る
處
也
。
五
行
と
も
に
質
は
地
に
あ
り
て
、

気
は
天
に
行
。
気
あ
れ
ば
質
あ
り
、質
あ
れ
ば
気
あ
り
。
気
質
相
は
な
れ
ず
。」（『
易

熊
沢
蕃
山
の
「
気
質
変
化
」

　
　孫

　路
易
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経
小
解
』、『
全
集
』
第
四
冊
、
三
二
七
頁
）

と
も
あ
り
、「
水
火
木
金
土
」
の
「
五
行
」
を
共
に
天
の
気
と
し
な
が
ら
ま
た
共

に
地
の
質
と
も
し
て
い
る
場
合
も
あ
る
。「
風
雷
雨
露
は
地
の
水
火
土
石
の
化
す

る
處
也
」
と
い
う
文
が
実
際
、
自
然
現
象
と
し
て
の
風
、
雷
、
雨
、
露
は
皆
「
五

行
」
の
現
れ
で
あ
る
と
い
う
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
日
月
星
辰
と
風
雷
雨
露
の
形

成
に
つ
い
て
蕃
山
は
次
の
如
く
説
明
し
て
い
る
。

「
陰
陽
ノ
気
ノ
軽
ク
清
ル
ハ
天
ト
ナ
リ
、
重
ク
濁
ル
ハ
地
ト
ナ
ル
。
…
。
天
ハ
虚

也
。
地
ハ
実
也
。
虚
中
ノ
実
像
ヲ
ナ
シ
、
実
中
ノ
実
形
ヲ
ナ
ス
。
象
ハ
日
月
星
辰

雲
気
ノ
類
是
也
。
形
ハ
水
火
土
石
万
物
是
ナ
リ
。」（『
繋
辞
上
伝
』、『
全
集
』
第

四
冊
、
三
九
五
～
六
頁
）

「
天
は
父
な
り
。
地
は
母
な
り
。
阴
阳
の
天
に
あ
る
を
、
四
象
と
い
へ
り
。
日
と

月
と
星
と
辰
と
な
り
。
辰
は
天
の
あ
を
く
見
ゆ
る
な
り
。
日
は
あ
つ
き
を
な
し
、

月
は
さ
む
き
を
な
し
、
星
は
ひ
る
を
な
し
、
辰
は
よ
る
を
な
せ
り
。
昼
夜
寒
暑
ま

じ
は
り
て
年
な
れ
り
。
そ
の
こ
と
た
か
う
し
て
大
な
れ
ば
、
父
の
道
な
り
。
剛
柔

の
地
に
あ
る
を
四
化
と
い
へ
り
。
火
と
石
と
水
と
土
と
な
り
。
火
の
気
風
と
な
り
、

石
の
気
い
か
づ
ち
と
な
り
、
水
の
気
雨
と
な
り
、
土
の
気
つ
ゆ
と
な
れ
り
。
天
の

ほ
ど
こ
し
を
う
け
て
物
を
や
し
な
い
そ
だ
つ
、
そ
の
こ
と
ひ
く
ふ
し
て
あ
つ
き
は

母
の
道
な
り
。」（「
大
和
西
銘
」、『
全
集
』
第
五
冊
、
一
一
七
頁
）

こ
こ
で
は
、「
日
月
星
辰
」
を
「
四
象
」
と
称
し
、「
風
雷
雨
露
」
を
「
水
火
土
石
」

の
「
四
化
」
か
ら
な
る
も
の
と
し
、
そ
の
「
四
象
」
と
「
四
化
」
が
天
地
を
構
成

し
て
い
る
と
観
念
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
だ
が
、こ
の
「
四
象
」
と
「
四
化
」
は
、

蕃
山
が
「
天
地
の
造
化
は
陰
陽
五
行
な
ら
ず
や
。
四
象
四
化
の
み
と
い
へ
る
は
何

ぞ
や
」
と
い
う
質
問
に
答
え
て
「
四
象
四
化
、
則
陰
陽
五
行
也
。
陰
陽
五
行
の
軽

く
清
る
は
気
也
。
の
ぼ
り
て
四
象
と
な
る
、
天
也
。
重
く
濁
る
は
質
也
。
く
だ
り

て
四
化
と
な
る
、
地
也
。」（『
孝
経
外
伝
或
問
』、『
全
集
』
第
三
冊
、
一
二
四
頁
）

と
述
べ
て
い
る
よ
う
に
、
即
ち
「
陰
陽
」
と
「
五
行
」
で
あ
る
。
故
に
、「
陰
陽
」

は
気
で
、「
五
行
」
は
質
、
と
い
う
朱
子
学
の
原
則
は
、
蕃
山
に
お
い
て
も
概
ね

受
け
継
が
れ
て
い
る
と
思
わ
れ
る
。

　
太
虚
或
は
太
極
よ
り
陰
陽
の
二
気
が
生
ず
る
が
、
生
じ
た
当
初
で
は
、「
天
地

未
分
ノ
時
ハ
一
陰
一
陽
イ
マ
ダ
形
象
ナ
シ
」（『
繋
辞
上
伝
』、『
全
集
』
第
四
冊
、

四
四
六
頁
）で
あ
る
。
陰
陽
の
気
の
、そ
の
軽
く
清
ら
か
な
気
は
日
月
星
辰
と
な
っ

て
天
の
気
を
形
成
し
、
そ
の
重
く
濁
っ
た
気
は
「
水
火
土
石
」
と
な
っ
て
地
の
質

を
形
成
す
る
の
で
あ
る
。「
天
は
気
、
地
は
質
也
」
と
規
定
さ
れ
て
い
る
が
、「
四

象
四
化
説
」
の
生
成
論（

六
）に

お
い
て
は
、
そ
の
質
は
必
ず
し
も
定
ま
っ
た
形
体
を
持

つ
固
体
の
み
を
意
味
す
る
概
念
で
は
な
い
。「
天
気
く
だ
り
、
地
気
の
ぼ
り
、
交

泰
し
て
春
を
な
す
。」（「
八
卦
之
図
」、『
全
集
』
第
四
冊
、
二
六
九
頁
）
と
も
あ

る
よ
う
に
、「
地
気
」（
つ
ま
り
地
の
気
）
と
い
う
表
現
を
用
い
る
場
合
も
あ
る
。

　
天
の
気
（
陰
陽
の
気
）
が
下
り
、
地
の
気
（
五
行
の
質
）
が
上
り
、
こ
の
両
者

が
交
わ
っ
て
そ
こ
で
万
物
を
生
成
成
長
す
る
の
で
あ
る
。
こ
れ
に
つ
い
て
の
叙
述

と
し
て
、

「
上
天
之
載
は
、
無
声
無
臭
と
い
へ
り
。
元
亨
利
貞
は
乾
の
條
理
也
。
其
躰
は
理

也
。
其
用
は
気
也
。
理
気
を
性
情
と
云
。
故
に
元
は
木
神
也
。
木
気
流
行
し
て
春

を
成
。
亨
は
火
神
也
。
火
気
流
行
し
て
夏
を
成
。
利
は
金
神
也
。
金
気
流
行
し
て

秋
を
な
す
。
貞
は
水
神
也
。
水
気
流
行
し
て
冬
を
な
す
。
天
は
理
気
合
同
し
て
は
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陽
の
二
つ
の
気
に
な
る
と
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、

「
一
気
太
極
ヲ
根
ト
シ
テ
不
息
、
故
ニ
陰
ト
ワ
カ
レ
陽
ト
ワ
カ
ル
。
是
太
極
両
儀

ヲ
生
ズ
ル
也
。」（『
繋
辞
上
伝
』、『
全
書
』
第
四
冊
、
四
三
九
頁
）

「
太
極
は
理
也
。
陰
陽
は
気
也
。
理
気
は
形
色
な
し
。」（『
易
経
小
解
』、『
全
集
』

第
四
冊
、
二
八
三
頁
）

と
も
い
う
。
こ
こ
で
は
、
太
極
が
陰
陽
を
生
じ
、
そ
の
太
極
は
一
気
で
あ
り
理
で

も
あ
る
と
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
蕃
山
に
あ
っ
て
は
、
気
の
根
源
は

太
虚
ま
た
は
太
極
で
あ
り
、
太
虚
ま
た
は
太
極
の
そ
の
一
気
が
屈
伸
の
運
動
ま
た

は
動
静
の
運
動
を
し
て
陰
陽
の
二
気
を
生
じ
た
と
考
え
ら
れ
て
い
た
の
で
あ
る（

四
）。

そ
し
て
、

「
夫
気
質
と
云
は
大
極
動
て
陽
を
生
じ
、
静
に
し
て
陰
を
生
じ
、
陰
陽
妙
合
し
て

五
行
を
生
じ
、陽
は
気
を
な
し
陰
は
形
を
な
し
て
、人
と
な
り
て
人
の
気
質
を
云
。」

（「
気
質
理
利
之
解
」、『
全
集
』
第
五
冊
、
一
○
七
頁
）

「
木
火
土
金
水
の
五
行
聚
て
物
と
な
れ
り
。」（『
孝
経
小
解
』、『
全
集
』
第
三
冊
、

三
○
頁
）

と
あ
る
よ
う
に
、
そ
の
陰
陽
の
二
気
が
結
合
し
て
「
木
火
土
金
水
」
の
「
五
行
」

を
作
り
、
更
に
そ
の
「
五
行
」
が
集
ま
る
こ
と
に
よ
っ
て
物
や
人
間
を
作
り
出
す

の
で
あ
り
、
人
間
に
お
い
て
は
そ
の
気
（
陽
）
と
形
体
（
陰
）
が
即
ち
人
の
「
気

質
」
で
あ
る
。

　「
木
火
土
金
水
」
の
「
五
行
」
に
つ
い
て
、
朱
子
に
お
い
て
は
、「
気
な
ら
ば
す

な
わ
ち
金
木
水
火
で
あ
る
」
と
は
言
う
も
の
の
、
基
本
的
に
は
「
気
が
集
っ
て
質

と
な
る
」、「
陰
陽
は
気
で
あ
り
、
こ
の
五
行
の
質
を
生
ず
る
」、「
五
行
と
言
え
ば
、

金
木
水
火
土
が
あ
る
」、「
気
は
自
ず
と
気
で
あ
り
、
質
は
自
ず
と
質
で
あ
る
。
混

同
し
て
言
っ
て
は
い
け
な
い
」
と
言
っ
て
「
気
」
と
「
質
」
の
両
者
を
峻
別
し
て

い
る
の
で
あ
る
が（

五
）、

蕃
山
に
お
い
て
は
、
そ
の
「
気
質
」
に
つ
い
て
、

「
気
質
と
云
は
五
行
な
り
。
わ
け
て
云
時
は
木
火
金
水
は
気
也
。
土
は
質
也
。
又

木
金
は
質
に
つ
き
、
水
火
は
気
に
つ
く
。
木
金
は
形
定
り
、
水
火
は
形
定
ら
ず
。

火
は
木
に
生
じ
て
形
を
あ
ら
は
し
、
風
に
し
た
が
ふ
て
う
ご
き
の
ぼ
る
。
水
は
金

に
生
じ
て
形
を
あ
ら
は
し
、
方
円
の
器
に
し
た
が
ふ
て
下
は
、
火
は
陽
気
の
形
、

水
は
陰
気
の
形
な
り
。
し
か
れ
共
其
形
終
に
き
は
ま
ら
ず
、
故
に
気
也
。
木
は
水

に
生
じ
て
形
き
は
ま
り
、
陰
気
の
形
也
。
金
は
土
に
生
じ
て
形
き
は
ま
り
て
、
陰

気
の
形
也
。
陰
気
の
形
は
質
也
。
然
共
木
は
動
き
金
は
変
、
故
に
共
に
気
也
。
土

は
火
に
生
じ
て
陽
の
形
と
い
ふ
べ
け
れ
ど
も
、
大
に
し
て
形
見
へ
ず
し
て
地
也
。

地
を
以
土
を
陰
と
し
、
質
と
す
。
水
火
木
金
各
一
気
に
生
ず
れ
ば
、
天
と
し
気
と

す
。
故
に
天
地
を
云
時
は
、。
天
は
気
、
地
は
質
也
。
人
に
云
時
は
水
火
木
金
を

気
と
し
、
土
を
質
と
す
。」（「
気
質
理
利
之
解
」、『
全
集
』
第
五
冊
、
一
○
七
頁
）

と
説
明
し
て
い
る
よ
う
に
、人
間
で
は
そ
の
「
水
火
木
金
」
を
気
と
し
、そ
の
「
土
」

を
質
と
し
て
、「
水
火
木
金
土
」
の
「
五
行
」
を
す
べ
て
質
と
す
る
考
え
方
に
は

従
わ
な
い
傾
向
が
見
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
し
か
し
、
実
際
、

「
五
行
は
質
地
に
具
て
気
天
に
行
。
質
を
以
い
へ
ば
、
水
火
木
金
土
也
。
天
地
生

成
の
序
也
。
気
を
以
い
へ
ば
、
水
火
木
金
土
也
。
春
夏
秋
冬
運
行
の
象
に
取
と
い

へ
り
。」（「
八
卦
之
図
」、『
全
集
』
第
四
冊
、
二
七
七
～
八
頁
）

「
風
雷
雨
露
は
地
の
水
火
土
石
の
化
す
る
處
也
。
五
行
と
も
に
質
は
地
に
あ
り
て
、

気
は
天
に
行
。
気
あ
れ
ば
質
あ
り
、質
あ
れ
ば
気
あ
り
。
気
質
相
は
な
れ
ず
。」（『
易

熊
沢
蕃
山
の
「
気
質
変
化
」

　
　孫

　路
易

（3）

経
小
解
』、『
全
集
』
第
四
冊
、
三
二
七
頁
）

と
も
あ
り
、「
水
火
木
金
土
」
の
「
五
行
」
を
共
に
天
の
気
と
し
な
が
ら
ま
た
共

に
地
の
質
と
も
し
て
い
る
場
合
も
あ
る
。「
風
雷
雨
露
は
地
の
水
火
土
石
の
化
す

る
處
也
」
と
い
う
文
が
実
際
、
自
然
現
象
と
し
て
の
風
、
雷
、
雨
、
露
は
皆
「
五

行
」
の
現
れ
で
あ
る
と
い
う
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
日
月
星
辰
と
風
雷
雨
露
の
形

成
に
つ
い
て
蕃
山
は
次
の
如
く
説
明
し
て
い
る
。

「
陰
陽
ノ
気
ノ
軽
ク
清
ル
ハ
天
ト
ナ
リ
、
重
ク
濁
ル
ハ
地
ト
ナ
ル
。
…
。
天
ハ
虚

也
。
地
ハ
実
也
。
虚
中
ノ
実
像
ヲ
ナ
シ
、
実
中
ノ
実
形
ヲ
ナ
ス
。
象
ハ
日
月
星
辰

雲
気
ノ
類
是
也
。
形
ハ
水
火
土
石
万
物
是
ナ
リ
。」（『
繋
辞
上
伝
』、『
全
集
』
第

四
冊
、
三
九
五
～
六
頁
）

「
天
は
父
な
り
。
地
は
母
な
り
。
阴
阳
の
天
に
あ
る
を
、
四
象
と
い
へ
り
。
日
と

月
と
星
と
辰
と
な
り
。
辰
は
天
の
あ
を
く
見
ゆ
る
な
り
。
日
は
あ
つ
き
を
な
し
、

月
は
さ
む
き
を
な
し
、
星
は
ひ
る
を
な
し
、
辰
は
よ
る
を
な
せ
り
。
昼
夜
寒
暑
ま

じ
は
り
て
年
な
れ
り
。
そ
の
こ
と
た
か
う
し
て
大
な
れ
ば
、
父
の
道
な
り
。
剛
柔

の
地
に
あ
る
を
四
化
と
い
へ
り
。
火
と
石
と
水
と
土
と
な
り
。
火
の
気
風
と
な
り
、

石
の
気
い
か
づ
ち
と
な
り
、
水
の
気
雨
と
な
り
、
土
の
気
つ
ゆ
と
な
れ
り
。
天
の

ほ
ど
こ
し
を
う
け
て
物
を
や
し
な
い
そ
だ
つ
、
そ
の
こ
と
ひ
く
ふ
し
て
あ
つ
き
は

母
の
道
な
り
。」（「
大
和
西
銘
」、『
全
集
』
第
五
冊
、
一
一
七
頁
）

こ
こ
で
は
、「
日
月
星
辰
」
を
「
四
象
」
と
称
し
、「
風
雷
雨
露
」
を
「
水
火
土
石
」

の
「
四
化
」
か
ら
な
る
も
の
と
し
、
そ
の
「
四
象
」
と
「
四
化
」
が
天
地
を
構
成

し
て
い
る
と
観
念
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
だ
が
、こ
の
「
四
象
」
と
「
四
化
」
は
、

蕃
山
が
「
天
地
の
造
化
は
陰
陽
五
行
な
ら
ず
や
。
四
象
四
化
の
み
と
い
へ
る
は
何

ぞ
や
」
と
い
う
質
問
に
答
え
て
「
四
象
四
化
、
則
陰
陽
五
行
也
。
陰
陽
五
行
の
軽

く
清
る
は
気
也
。
の
ぼ
り
て
四
象
と
な
る
、
天
也
。
重
く
濁
る
は
質
也
。
く
だ
り

て
四
化
と
な
る
、
地
也
。」（『
孝
経
外
伝
或
問
』、『
全
集
』
第
三
冊
、
一
二
四
頁
）

と
述
べ
て
い
る
よ
う
に
、
即
ち
「
陰
陽
」
と
「
五
行
」
で
あ
る
。
故
に
、「
陰
陽
」

は
気
で
、「
五
行
」
は
質
、
と
い
う
朱
子
学
の
原
則
は
、
蕃
山
に
お
い
て
も
概
ね

受
け
継
が
れ
て
い
る
と
思
わ
れ
る
。

　
太
虚
或
は
太
極
よ
り
陰
陽
の
二
気
が
生
ず
る
が
、
生
じ
た
当
初
で
は
、「
天
地

未
分
ノ
時
ハ
一
陰
一
陽
イ
マ
ダ
形
象
ナ
シ
」（『
繋
辞
上
伝
』、『
全
集
』
第
四
冊
、

四
四
六
頁
）で
あ
る
。
陰
陽
の
気
の
、そ
の
軽
く
清
ら
か
な
気
は
日
月
星
辰
と
な
っ

て
天
の
気
を
形
成
し
、
そ
の
重
く
濁
っ
た
気
は
「
水
火
土
石
」
と
な
っ
て
地
の
質

を
形
成
す
る
の
で
あ
る
。「
天
は
気
、
地
は
質
也
」
と
規
定
さ
れ
て
い
る
が
、「
四

象
四
化
説
」
の
生
成
論（

六
）に

お
い
て
は
、
そ
の
質
は
必
ず
し
も
定
ま
っ
た
形
体
を
持

つ
固
体
の
み
を
意
味
す
る
概
念
で
は
な
い
。「
天
気
く
だ
り
、
地
気
の
ぼ
り
、
交

泰
し
て
春
を
な
す
。」（「
八
卦
之
図
」、『
全
集
』
第
四
冊
、
二
六
九
頁
）
と
も
あ

る
よ
う
に
、「
地
気
」（
つ
ま
り
地
の
気
）
と
い
う
表
現
を
用
い
る
場
合
も
あ
る
。

　
天
の
気
（
陰
陽
の
気
）
が
下
り
、
地
の
気
（
五
行
の
質
）
が
上
り
、
こ
の
両
者

が
交
わ
っ
て
そ
こ
で
万
物
を
生
成
成
長
す
る
の
で
あ
る
。
こ
れ
に
つ
い
て
の
叙
述

と
し
て
、

「
上
天
之
載
は
、
無
声
無
臭
と
い
へ
り
。
元
亨
利
貞
は
乾
の
條
理
也
。
其
躰
は
理

也
。
其
用
は
気
也
。
理
気
を
性
情
と
云
。
故
に
元
は
木
神
也
。
木
気
流
行
し
て
春

を
成
。
亨
は
火
神
也
。
火
気
流
行
し
て
夏
を
成
。
利
は
金
神
也
。
金
気
流
行
し
て

秋
を
な
す
。
貞
は
水
神
也
。
水
気
流
行
し
て
冬
を
な
す
。
天
は
理
気
合
同
し
て
は
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な
れ
ず
。
故
に
日
月
の
運
行
、
四
時
の
気
節
た
が
は
ず
。
是
天
理
至
実
に
し
て
無

妄
な
れ
ば
也
。
乾
は
天
の
性
情
、
天
は
乾
の
形
躰
也
。」（『
易
経
小
解
』、『
全
集
』

第
四
冊
、
二
八
一
頁
）

「
元
理
感
ジ
木
気
流
行
シ
テ
万
物
生
ズ
ル
ヲ
春
ト
ス
。
亨
理
感
ジ
火
気
流
行
シ
テ

万
物
長
ズ
ル
ヲ
夏
ト
ス
。
利
理
感
ジ
金
気
流
行
シ
テ
万
物
収
マ
ル
ヲ
秋
ト
ス
。
貞

理
感
ジ
水
気
流
行
シ
テ
万
物
蔵
ル
ル
ヲ
冬
ト
ス
。
土
ハ
中
央
ニ
位
ニ
ス
。
土
気
の

神
ヲ
誠
ト
ス
。」（『
集
義
和
書
』「
心
法
図
解
」、『
全
集
』
第
一
冊
、
一
三
三
頁
）

「
万
物
気
を
天
に
う
け
て
質
を
地
に
生
ず
。
養
育
収
斂
を
以
て
五
穀
草
木
堅
実
し

て
、
衆
を
養
ふ
は
地
の
利
也
。」（『
易
経
小
解
』、『
全
集
』
第
四
冊
、
三
一
八
頁
）

な
ど
が
挙
げ
ら
れ
る
。
こ
こ
に
挙
げ
た
諸
例
を
併
せ
て
考
え
る
と
、
蕃
山
は
万
物

の
生
成
成
長
の
具
体
的
な
過
程
に
つ
い
て
ど
の
よ
う
に
考
え
て
い
た
の
か
が
判
る
。

つ
ま
り
、
天
の
、
元
亨
利
貞
の
理
と
陰
陽
の
気
が
そ
の
そ
れ
ぞ
れ
の
理
に
従
っ
て

の
気
の
流
動
で
春
夏
秋
冬
の
四
季
を
生
じ
巡
ら
せ（

七
）、

そ
の
四
季
の
循
環
と
地
の
質

か
ら
な
る
風
雷
雨
露
と
が
融
合
し
て
、
五
穀
や
草
木
の
生
成
成
長
を
促
し
、
五
穀

や
草
木
が
人
間
や
動
物
を
養
い
、
そ
こ
で
人
間
の
生
命
が
維
持
さ
れ
る
、
と
い
う

こ
と
で
あ
る
。
こ
れ
に
は
、「
気
質
」（
天
の
気
と
地
の
質
と
の
結
合
）
が
人
間
や

万
物
を
生
成
成
長
す
る
そ
の
様
相
を
呈
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

　
人
間
の
「
気
質
」
に
つ
い
て
は
、
上
述
で
は
、「
人
に
云
時
は
水
火
木
金
を
気

と
し
、
土
を
質
と
す
る
」、「
陽
は
気
を
な
し
陰
は
形
を
な
し
て
、
人
と
な
り
て
人

の
気
質
を
云
」
と
触
れ
て
い
る
が
、
よ
り
具
体
的
で
詳
細
な
記
述
も
蕃
山
の
著
作

に
見
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
次
章
で
は
、
人
間
の
「
気
質
」
に
視
点
を
移
し
て
考
究

を
進
め
る
。

　
　
　
三

　
人
間
身
体
の
形
成
に
つ
い
て
蕃
山
は
、

「
絪
縕
ハ
陰
陽
ノ
交
也
。
密
雲
雨
ヲ
ナ
ス
ゴ
ト
ク
、
陰
陽
ノ
気
交
密
ス
レ
バ
化
厚

シ
テ
凝
、
二
度
ニ
ヲ
ヒ
テ
天
ヲ
生
ジ
、
地
ヲ
生
ジ
、
万
物
ヲ
生
ズ
。
人
モ
初
ハ
天

地
ヲ
父
母
ト
シ
気
化
ニ
ヨ
ツ
テ
生
ズ
。
男
女
出
来
テ
後
ハ
精
ヲ
ア
ハ
セ
テ
万
物
化

生
ス
。
是
ヨ
リ
形
化
ス
ル
也
。」（『
繋
辞
上
伝
』、『
全
集
』
第
四
冊
、
四
七
三
頁
）

「
万
物
ハ
其
始
天
地
を
父
母
ト
シ
テ
気
化
ニ
ヨ
リ
テ
生
ズ
。
其
後
ハ
形
化
・
卵
化
・

変
化
・
気
化
の
四
ア
リ
。
形
化
ハ
父
母
ノ
形
ノ
如
ク
生
ル
人
ト
、
四
足
ノ
物
ナ
リ
。

卵
化
ハ
玉
子
ニ
テ
生
ル
。
鳥
魚
ノ
類
是
也
。
気
化
ハ
父
母
ナ
ク
テ
生
ズ
。
小
水
モ

久
ケ
レ
バ
魚
生
ジ
、
ア
ク
タ
ノ
中
ヨ
リ
小
虫
ノ
出
ル
類
也
。
太
古
ノ
気
化
ノ
名
残

ナ
リ
。
変
化
ハ
雀
海
水
ニ
入
テ
蛤
ト
ナ
リ
、
キ
リ
ウ
ジ
ノ
蝉
ニ
ナ
ル
類
也
。
此
変

化
一
ッ
ノ
跡
ヲ
見
テ
造
化
ノ
真
理
ヲ
不
知
、
故
ニ
輪
廻
ノ
説
出
来
タ
リ
。
変
化
ト

テ
モ
精
神
ノ
コ
リ
テ
他
生
ヲ
受
ル
ニ
ハ
非
ズ
。」（『
繋
辞
上
伝
』、『
全
集
』
第
四
冊
、

三
九
六
頁
）

「
天
地
を
父
母
と
し
気
化
に
よ
り
て
生
ず
、
男
女
あ
り
て
後
、
形
化
に
ゆ
づ
り
て

気
化
や
む
。」（『
易
経
小
解
』、『
全
集
』
第
四
冊
、
三
四
四
頁
）

な
ど
と
述
べ
て
い
る
。
人
間
は
、「
人
モ
初
ハ
天
地
ヲ
父
母
ト
シ
気
化
ニ
ヨ
ツ
テ

生
ズ
」、つ
ま
り
最
初
は
そ
の
天
地
の
気
を
受
け
て
形
成
さ
れ
る
の
で
あ
る
が
、「
男

女
あ
り
て
後
、
形
化
に
ゆ
づ
り
て
気
化
や
む
」、
つ
ま
り
男
と
女
が
形
成
さ
れ
て

後
に
は
父
母
の
形
を
受
け
継
い
で
生
ま
れ
る
の
で
あ
る（

八
）。

熊
沢
蕃
山
の
「
気
質
変
化
」

　
　孫

　路
易

（5）

　「
形
化
」
に
よ
っ
て
形
成
さ
れ
た
人
間
身
体
は
気
と
質
で
構
成
さ
れ
、
そ
の
気

は
水
火
木
金
で
あ
り
、
そ
の
質
は
土
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
て
い
る
が
、
実
際
、「
魂

魄
」
と
い
う
概
念
を
用
い
て
説
か
れ
る
こ
と
も
多
い
。
だ
が
、
蕃
山
の
い
う
「
魂

魄
」
も
、
朱
子
の
い
う
「
魂
魄（

九
）」

と
同
様
、
か
な
り
難
解
な
概
念
で
あ
る
。

「
或
問
死
生
説
。
云
、
精
ハ
魄
也
。
耳
目
ノ
精
ハ
魄
ト
ス
。
気
ハ
魂
也
。
口
鼻
ノ

嘘
吸
ヲ
魂
ト
ス
。
二
ノ
物
合
シ
テ
物
ト
ナ
ル
、
精
虚
シ
魄
降
ル
ト
キ
ハ
、
気
散
ジ

魂
游
シ
、
ユ
カ
ズ
と
云
ナ
シ
。
魄
ヲ
鬼
ト
シ
、
魂
ヲ
神
ト
ス
と
云
り
。
吾
人
死
生

ヲ
二
ニ
見
ル
故
ニ
惑
ヘ
リ
。
死
生
ハ
気
ノ
聚
散
也
。
陰
精
陽
気
聚
て
物
ト
ナ
ル
。

魂
游
シ
魄
降
ル
。
散
ジ
テ
変
ト
ナ
ス
。
一
片
ノ
浮
雲
太
虚
ヲ
過
ル
ガ
如
シ
。
太
虚

ハ
吾
人
ノ
本
体
也
。
精
気
ハ
無
ヨ
リ
有
ナ
リ
。
顕
テ
物
ト
ナ
ル
、
神
之
情
状
也
。

游
魂
ハ
有
ヨ
リ
無
ナ
リ
。
隠
レ
テ
変
ヲ
ナ
ス
、
鬼
ノ
情
状
也
。
魂
気
ハ
天
ニ
升
リ

魄
体
ハ
土
ニ
帰
ス
。
神
気
ハ
上
升
シ
鬼
魄
ハ
下
降
ス
。」（『
繋
辞
上
伝
』、『
全
集
』

第
四
冊
、
四
一
○
～
一
頁
）

と
あ
る
。
こ
こ
で
は
、「
魄
」
は
「
陰
」「
精
」「
鬼
」
で
、「
魂
」
は
「
陽
」「
気
」

「
神
」
で
あ
り
、「
精
」（
陰
）
と
「
気
」（
陽
）
が
結
合
し
て
人
が
生
ま
れ
、
人
が

死
ぬ
と
気
が
散
じ
、「
魂
」
は
天
に
上
昇
し
、「
魄
」
は
「
土
」
に
戻
る
と
さ
れ
て

い
る
。「
口
鼻
ノ
嘘
吸
ヲ
魂
ト
ス
」
る
の
で
あ
れ
ば
、「
魂
」「
気
」「
神
」
は
つ
ま

り
呼
吸
で
鼻
や
口
を
通
し
て
出
入
り
す
る
空
気
だ
と
理
解
で
き
る
か
ら
、「
魂
気

ハ
天
ニ
升
リ
魄
体
ハ
土
ニ
帰
ス
」
る
の
で
あ
れ
ば
、「
魄
体
ハ
土
ニ
帰
ス
」
は
一

般
に
、「
肉
体
は
土
地
に
戻
る
」
と
解
さ
れ
る
で
あ
ろ
う
。
実
際
、「
人
生
形
気
ア

リ
、
気
ハ
本
ヨ
リ
天
ト
一
体
ニ
シ
テ
ユ
カ
ズ
ト
云
コ
ト
ナ
シ
。
数
ア
リ
テ
游
散
ス

レ
バ
死
ス
。
死
ス
レ
バ
形
ハ
土
ニ
帰
ス
。
理
ノ
常
ナ
リ
」（『
繋
辞
上
伝
』、『
全
集
』

第
四
冊
、
四
六
二
頁
）
と
あ
り
、「
気
」
に
対
し
て
「
死
ス
レ
バ
形
ハ
土
ニ
帰
ス
」

を
言
う
場
合
の
、
こ
の
「
形
」
は
即
ち
肉
体
に
ほ
か
な
ら
な
い
し
、「
土
」
は
「
土

地
」
の
意
で
あ
ろ
う
と
思
わ
れ
る
が
、
し
か
し
前
文
に
い
う
「
耳
目
ノ
精
ハ
魄
ト

ス
」
の
「
精
」
は
明
ら
か
に
肉
体
の
一
部
と
し
て
の
耳
や
目
で
は
な
い
こ
と
か
ら

し
て
、「
精
」
は
実
際
の
と
こ
ろ
、「
質
」
で
は
な
く
、「
気
」
に
属
す
る
も
の
と

推
察
さ
れ
る
。
だ
か
ら
、
そ
の
文
に
い
う
「
陰
精
陽
気
聚
て
物
ト
ナ
ル
」
と
「
魄

体
ハ
土
ニ
帰
ス
」
の
「
精
」
と
「
魄
体
」
は
、
人
間
身
体
の
肉
体
に
属
す
る
も
の

で
は
な
い
こ
と
が
明
確
で
あ
る
。
ま
た
、蕃
山
に
お
い
て
は
、「
魄
体
ハ
土
ニ
帰
ス
」

の
「
土
」
も
必
ず
し
も
「
土
地
」
の
意
で
は
な
い
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

「
魂
は
気
の
霊
也
。
魄
は
血
の
霊
也
。
心
は
魂
魄
の
合
也
。
気
は
天
に
属
し
、
血

は
地
に
属
し
、
心
は
人
に
属
す
。
故
に
人
は
天
地
の
心
也
と
い
へ
り
。」（『
論
語

小
解
』、『
全
集
』
第
四
集
冊
、
二
三
○
頁
）

と
も
あ
り
、
こ
こ
に
い
う
「
血
は
地
に
属
し
」
の
「
地
」
は
、
前
述
の
「
四
象
四

化
、
則
陰
陽
五
行
也
。
陰
陽
五
行
の
軽
く
清
る
は
気
也
。
の
ぼ
り
て
四
象
と
な
る
、

天
也
。
重
く
濁
る
は
質
也
。
く
だ
り
て
四
化
と
な
る
、
地
也
」
と
い
う
叙
述
に
よ

れ
ば
、「
質
」
と
し
て
の
「
四
化
」
と
考
え
ら
れ
る
し
、
ま
た
、
上
述
の
「
火
の

気
風
と
な
り
、
石
の
気
い
か
づ
ち
と
な
り
、
水
の
気
雨
と
な
り
、
土
の
気
つ
ゆ
と

な
れ
り
」
と
い
う
記
述
に
よ
っ
て
「
風
雷
雨
露
」
は
即
ち
「
四
化
」
だ
と
理
解
す

れ
ば
、「
土
ニ
帰
ス
」「
地
に
属
し
」
も
必
ず
「
土
地
に
戻
る
」「
土
地
に
属
す
る
」

と
解
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
も
の
で
は
な
く
、「
四
化
に
戻
る
」「
四
化
に
属
す
る
」

の
意
に
解
し
て
も
よ
い
も
の
で
あ
る
。
た
だ
、「
魂
は
気
の
霊
也
。
魄
は
血
の
霊
也
。

心
は
魂
魄
の
合
也
」
と
い
う
文
に
い
う
「
魂
魄
」
は
「
心
」
で
あ
り
、上
述
の
「
精
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な
れ
ず
。
故
に
日
月
の
運
行
、
四
時
の
気
節
た
が
は
ず
。
是
天
理
至
実
に
し
て
無

妄
な
れ
ば
也
。
乾
は
天
の
性
情
、
天
は
乾
の
形
躰
也
。」（『
易
経
小
解
』、『
全
集
』

第
四
冊
、
二
八
一
頁
）

「
元
理
感
ジ
木
気
流
行
シ
テ
万
物
生
ズ
ル
ヲ
春
ト
ス
。
亨
理
感
ジ
火
気
流
行
シ
テ

万
物
長
ズ
ル
ヲ
夏
ト
ス
。
利
理
感
ジ
金
気
流
行
シ
テ
万
物
収
マ
ル
ヲ
秋
ト
ス
。
貞

理
感
ジ
水
気
流
行
シ
テ
万
物
蔵
ル
ル
ヲ
冬
ト
ス
。
土
ハ
中
央
ニ
位
ニ
ス
。
土
気
の

神
ヲ
誠
ト
ス
。」（『
集
義
和
書
』「
心
法
図
解
」、『
全
集
』
第
一
冊
、
一
三
三
頁
）

「
万
物
気
を
天
に
う
け
て
質
を
地
に
生
ず
。
養
育
収
斂
を
以
て
五
穀
草
木
堅
実
し

て
、
衆
を
養
ふ
は
地
の
利
也
。」（『
易
経
小
解
』、『
全
集
』
第
四
冊
、
三
一
八
頁
）

な
ど
が
挙
げ
ら
れ
る
。
こ
こ
に
挙
げ
た
諸
例
を
併
せ
て
考
え
る
と
、
蕃
山
は
万
物

の
生
成
成
長
の
具
体
的
な
過
程
に
つ
い
て
ど
の
よ
う
に
考
え
て
い
た
の
か
が
判
る
。

つ
ま
り
、
天
の
、
元
亨
利
貞
の
理
と
陰
陽
の
気
が
そ
の
そ
れ
ぞ
れ
の
理
に
従
っ
て

の
気
の
流
動
で
春
夏
秋
冬
の
四
季
を
生
じ
巡
ら
せ（

七
）、

そ
の
四
季
の
循
環
と
地
の
質

か
ら
な
る
風
雷
雨
露
と
が
融
合
し
て
、
五
穀
や
草
木
の
生
成
成
長
を
促
し
、
五
穀

や
草
木
が
人
間
や
動
物
を
養
い
、
そ
こ
で
人
間
の
生
命
が
維
持
さ
れ
る
、
と
い
う

こ
と
で
あ
る
。
こ
れ
に
は
、「
気
質
」（
天
の
気
と
地
の
質
と
の
結
合
）
が
人
間
や

万
物
を
生
成
成
長
す
る
そ
の
様
相
を
呈
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

　
人
間
の
「
気
質
」
に
つ
い
て
は
、
上
述
で
は
、「
人
に
云
時
は
水
火
木
金
を
気

と
し
、
土
を
質
と
す
る
」、「
陽
は
気
を
な
し
陰
は
形
を
な
し
て
、
人
と
な
り
て
人

の
気
質
を
云
」
と
触
れ
て
い
る
が
、
よ
り
具
体
的
で
詳
細
な
記
述
も
蕃
山
の
著
作

に
見
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
次
章
で
は
、
人
間
の
「
気
質
」
に
視
点
を
移
し
て
考
究

を
進
め
る
。

　
　
　
三

　
人
間
身
体
の
形
成
に
つ
い
て
蕃
山
は
、

「
絪
縕
ハ
陰
陽
ノ
交
也
。
密
雲
雨
ヲ
ナ
ス
ゴ
ト
ク
、
陰
陽
ノ
気
交
密
ス
レ
バ
化
厚

シ
テ
凝
、
二
度
ニ
ヲ
ヒ
テ
天
ヲ
生
ジ
、
地
ヲ
生
ジ
、
万
物
ヲ
生
ズ
。
人
モ
初
ハ
天

地
ヲ
父
母
ト
シ
気
化
ニ
ヨ
ツ
テ
生
ズ
。
男
女
出
来
テ
後
ハ
精
ヲ
ア
ハ
セ
テ
万
物
化

生
ス
。
是
ヨ
リ
形
化
ス
ル
也
。」（『
繋
辞
上
伝
』、『
全
集
』
第
四
冊
、
四
七
三
頁
）

「
万
物
ハ
其
始
天
地
を
父
母
ト
シ
テ
気
化
ニ
ヨ
リ
テ
生
ズ
。
其
後
ハ
形
化
・
卵
化
・

変
化
・
気
化
の
四
ア
リ
。
形
化
ハ
父
母
ノ
形
ノ
如
ク
生
ル
人
ト
、
四
足
ノ
物
ナ
リ
。

卵
化
ハ
玉
子
ニ
テ
生
ル
。
鳥
魚
ノ
類
是
也
。
気
化
ハ
父
母
ナ
ク
テ
生
ズ
。
小
水
モ

久
ケ
レ
バ
魚
生
ジ
、
ア
ク
タ
ノ
中
ヨ
リ
小
虫
ノ
出
ル
類
也
。
太
古
ノ
気
化
ノ
名
残

ナ
リ
。
変
化
ハ
雀
海
水
ニ
入
テ
蛤
ト
ナ
リ
、
キ
リ
ウ
ジ
ノ
蝉
ニ
ナ
ル
類
也
。
此
変

化
一
ッ
ノ
跡
ヲ
見
テ
造
化
ノ
真
理
ヲ
不
知
、
故
ニ
輪
廻
ノ
説
出
来
タ
リ
。
変
化
ト

テ
モ
精
神
ノ
コ
リ
テ
他
生
ヲ
受
ル
ニ
ハ
非
ズ
。」（『
繋
辞
上
伝
』、『
全
集
』
第
四
冊
、

三
九
六
頁
）

「
天
地
を
父
母
と
し
気
化
に
よ
り
て
生
ず
、
男
女
あ
り
て
後
、
形
化
に
ゆ
づ
り
て

気
化
や
む
。」（『
易
経
小
解
』、『
全
集
』
第
四
冊
、
三
四
四
頁
）

な
ど
と
述
べ
て
い
る
。
人
間
は
、「
人
モ
初
ハ
天
地
ヲ
父
母
ト
シ
気
化
ニ
ヨ
ツ
テ

生
ズ
」、つ
ま
り
最
初
は
そ
の
天
地
の
気
を
受
け
て
形
成
さ
れ
る
の
で
あ
る
が
、「
男

女
あ
り
て
後
、
形
化
に
ゆ
づ
り
て
気
化
や
む
」、
つ
ま
り
男
と
女
が
形
成
さ
れ
て

後
に
は
父
母
の
形
を
受
け
継
い
で
生
ま
れ
る
の
で
あ
る（

八
）。

熊
沢
蕃
山
の
「
気
質
変
化
」

　
　孫

　路
易

（5）

　「
形
化
」
に
よ
っ
て
形
成
さ
れ
た
人
間
身
体
は
気
と
質
で
構
成
さ
れ
、
そ
の
気

は
水
火
木
金
で
あ
り
、
そ
の
質
は
土
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
て
い
る
が
、
実
際
、「
魂

魄
」
と
い
う
概
念
を
用
い
て
説
か
れ
る
こ
と
も
多
い
。
だ
が
、
蕃
山
の
い
う
「
魂

魄
」
も
、
朱
子
の
い
う
「
魂
魄（

九
）」

と
同
様
、
か
な
り
難
解
な
概
念
で
あ
る
。

「
或
問
死
生
説
。
云
、
精
ハ
魄
也
。
耳
目
ノ
精
ハ
魄
ト
ス
。
気
ハ
魂
也
。
口
鼻
ノ

嘘
吸
ヲ
魂
ト
ス
。
二
ノ
物
合
シ
テ
物
ト
ナ
ル
、
精
虚
シ
魄
降
ル
ト
キ
ハ
、
気
散
ジ

魂
游
シ
、
ユ
カ
ズ
と
云
ナ
シ
。
魄
ヲ
鬼
ト
シ
、
魂
ヲ
神
ト
ス
と
云
り
。
吾
人
死
生

ヲ
二
ニ
見
ル
故
ニ
惑
ヘ
リ
。
死
生
ハ
気
ノ
聚
散
也
。
陰
精
陽
気
聚
て
物
ト
ナ
ル
。

魂
游
シ
魄
降
ル
。
散
ジ
テ
変
ト
ナ
ス
。
一
片
ノ
浮
雲
太
虚
ヲ
過
ル
ガ
如
シ
。
太
虚

ハ
吾
人
ノ
本
体
也
。
精
気
ハ
無
ヨ
リ
有
ナ
リ
。
顕
テ
物
ト
ナ
ル
、
神
之
情
状
也
。

游
魂
ハ
有
ヨ
リ
無
ナ
リ
。
隠
レ
テ
変
ヲ
ナ
ス
、
鬼
ノ
情
状
也
。
魂
気
ハ
天
ニ
升
リ

魄
体
ハ
土
ニ
帰
ス
。
神
気
ハ
上
升
シ
鬼
魄
ハ
下
降
ス
。」（『
繋
辞
上
伝
』、『
全
集
』

第
四
冊
、
四
一
○
～
一
頁
）

と
あ
る
。
こ
こ
で
は
、「
魄
」
は
「
陰
」「
精
」「
鬼
」
で
、「
魂
」
は
「
陽
」「
気
」

「
神
」
で
あ
り
、「
精
」（
陰
）
と
「
気
」（
陽
）
が
結
合
し
て
人
が
生
ま
れ
、
人
が

死
ぬ
と
気
が
散
じ
、「
魂
」
は
天
に
上
昇
し
、「
魄
」
は
「
土
」
に
戻
る
と
さ
れ
て

い
る
。「
口
鼻
ノ
嘘
吸
ヲ
魂
ト
ス
」
る
の
で
あ
れ
ば
、「
魂
」「
気
」「
神
」
は
つ
ま

り
呼
吸
で
鼻
や
口
を
通
し
て
出
入
り
す
る
空
気
だ
と
理
解
で
き
る
か
ら
、「
魂
気

ハ
天
ニ
升
リ
魄
体
ハ
土
ニ
帰
ス
」
る
の
で
あ
れ
ば
、「
魄
体
ハ
土
ニ
帰
ス
」
は
一

般
に
、「
肉
体
は
土
地
に
戻
る
」
と
解
さ
れ
る
で
あ
ろ
う
。
実
際
、「
人
生
形
気
ア

リ
、
気
ハ
本
ヨ
リ
天
ト
一
体
ニ
シ
テ
ユ
カ
ズ
ト
云
コ
ト
ナ
シ
。
数
ア
リ
テ
游
散
ス

レ
バ
死
ス
。
死
ス
レ
バ
形
ハ
土
ニ
帰
ス
。
理
ノ
常
ナ
リ
」（『
繋
辞
上
伝
』、『
全
集
』

第
四
冊
、
四
六
二
頁
）
と
あ
り
、「
気
」
に
対
し
て
「
死
ス
レ
バ
形
ハ
土
ニ
帰
ス
」

を
言
う
場
合
の
、
こ
の
「
形
」
は
即
ち
肉
体
に
ほ
か
な
ら
な
い
し
、「
土
」
は
「
土

地
」
の
意
で
あ
ろ
う
と
思
わ
れ
る
が
、
し
か
し
前
文
に
い
う
「
耳
目
ノ
精
ハ
魄
ト

ス
」
の
「
精
」
は
明
ら
か
に
肉
体
の
一
部
と
し
て
の
耳
や
目
で
は
な
い
こ
と
か
ら

し
て
、「
精
」
は
実
際
の
と
こ
ろ
、「
質
」
で
は
な
く
、「
気
」
に
属
す
る
も
の
と

推
察
さ
れ
る
。
だ
か
ら
、
そ
の
文
に
い
う
「
陰
精
陽
気
聚
て
物
ト
ナ
ル
」
と
「
魄

体
ハ
土
ニ
帰
ス
」
の
「
精
」
と
「
魄
体
」
は
、
人
間
身
体
の
肉
体
に
属
す
る
も
の

で
は
な
い
こ
と
が
明
確
で
あ
る
。
ま
た
、蕃
山
に
お
い
て
は
、「
魄
体
ハ
土
ニ
帰
ス
」

の
「
土
」
も
必
ず
し
も
「
土
地
」
の
意
で
は
な
い
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

「
魂
は
気
の
霊
也
。
魄
は
血
の
霊
也
。
心
は
魂
魄
の
合
也
。
気
は
天
に
属
し
、
血

は
地
に
属
し
、
心
は
人
に
属
す
。
故
に
人
は
天
地
の
心
也
と
い
へ
り
。」（『
論
語

小
解
』、『
全
集
』
第
四
集
冊
、
二
三
○
頁
）

と
も
あ
り
、
こ
こ
に
い
う
「
血
は
地
に
属
し
」
の
「
地
」
は
、
前
述
の
「
四
象
四

化
、
則
陰
陽
五
行
也
。
陰
陽
五
行
の
軽
く
清
る
は
気
也
。
の
ぼ
り
て
四
象
と
な
る
、

天
也
。
重
く
濁
る
は
質
也
。
く
だ
り
て
四
化
と
な
る
、
地
也
」
と
い
う
叙
述
に
よ

れ
ば
、「
質
」
と
し
て
の
「
四
化
」
と
考
え
ら
れ
る
し
、
ま
た
、
上
述
の
「
火
の

気
風
と
な
り
、
石
の
気
い
か
づ
ち
と
な
り
、
水
の
気
雨
と
な
り
、
土
の
気
つ
ゆ
と

な
れ
り
」
と
い
う
記
述
に
よ
っ
て
「
風
雷
雨
露
」
は
即
ち
「
四
化
」
だ
と
理
解
す

れ
ば
、「
土
ニ
帰
ス
」「
地
に
属
し
」
も
必
ず
「
土
地
に
戻
る
」「
土
地
に
属
す
る
」

と
解
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
も
の
で
は
な
く
、「
四
化
に
戻
る
」「
四
化
に
属
す
る
」

の
意
に
解
し
て
も
よ
い
も
の
で
あ
る
。
た
だ
、「
魂
は
気
の
霊
也
。
魄
は
血
の
霊
也
。

心
は
魂
魄
の
合
也
」
と
い
う
文
に
い
う
「
魂
魄
」
は
「
心
」
で
あ
り
、上
述
の
「
精
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ハ
魄
也
。
耳
目
ノ
精
ハ
魄
ト
ス
。
気
ハ
魂
也
。
口
鼻
ノ
嘘
吸
ヲ
魂
ト
ス
」
と
い
う

文
に
い
う
「
魂
魄
」
と
は
明
ら
か
に
意
味
が
異
な
る
の
で
あ
る
。
故
に
、
蕃
山
に

あ
っ
て
は
、
人
間
に
お
け
る
「
魂
魄
」
は
、「
魂
」
は
「
気
」
で
あ
り
鼻
や
口
に

出
入
り
す
る
空
気
を
意
味
し
、「
魄
」
は
「
質
」
で
あ
り
耳
や
目
に
宿
る
「
精
」

と
さ
れ
る
場
合
も
あ
れ
ば
、
ま
た
「
魂
」
も
「
魄
」
も
「
霊
」
的
な
存
在
と
さ
れ

る
場
合
も
あ
る
の
で
あ
る
。

　「
霊
」
的
存
在
と
し
て
の
「
魂
」
と
「
魄
」
が
結
合
し
て
「
心
」
と
な
る
。
こ

の
「
心
」
は
、

「
或
問
、
死
し
て
魂
気
は
天
に
帰
す
と
聞
と
き
は
、
人
の
精
神
天
に
行
て
住
す
る

處
あ
り
や
。
云
、
魂
気
は
今
も
天
と
ひ
と
つ
也
。
人
は
神
明
の
舎
と
い
ひ
て
、
し

ば
ら
く
の
旅
宿
の
ご
と
し
。
死
す
る
は
爪
の
落
る
が
ご
と
し
。
生
数
あ
り
、
数
尽

る
時
は
、
気
形
を
去
る
。
気
絶
す
る
を
死
と
云
。
数
不
尽
時
も
口
鼻
を
ふ
さ
ぎ
て
、

気
を
絶
時
は
死
す
。
耳
目
口
鼻
よ
り
天
地
の
気
一
体
流
行
し
て
不
已
、
天
は
空
也
。

我
気
も
空
也
。
空
は
二
な
し
、
不
行
し
て
帰
す
る
也
。
故
に
天
に
帰
す
と
云
は
、

空
に
帰
す
る
を
云
也
。
此
気
形
に
舎
時
は
色
体
の
用
を
な
せ
り
。
形
を
去
て
色
体

の
用
な
き
を
天
に
帰
す
る
と
云
也
。」（『
孝
経
外
伝
或
問
』、『
全
集
』
第
三
冊
、

一
七
五
頁
）

「
太
虚
天
地
の
理
、
生
々
不
息
な
る
は
我
本
躰
也
。
我
本
不
来
。
帰
る
べ
き
所
な

し
。
此
身
心
中
に
生
死
す
る
こ
と
、
太
空
に
雲
の
聚
散
す
る
が
ご
と
し
。
雲
の
聚

散
の
み
を
見
て
、
太
空
を
忘
れ
た
る
者
、
聚
を
生
と
し
、
散
を
死
と
し
て
、
死
後

を
う
た
が
ふ
者
也
。
太
空
我
常
躰
な
る
こ
と
を
知
た
る
者
は
聚
散
に
心
な
し
、
形

に
生
死
あ
り
て
、
心
に
生
死
な
し
。
何
の
不
審
も
な
き
事
也
。
雲
に
聚
散
あ
り
て
、

太
空
に
聚
散
な
き
が
ご
と
し
。」（『
論
語
小
解
』、『
全
集
』
第
四
冊
、
一
五
三
頁
）

「
形
死
す
と
い
へ
ど
も
、
神
は
天
地
の
気
に
合
し
て
不
亡
。」（『
孝
経
小
解
』、『
全

集
』
第
三
冊
、
五
六
頁
）

の
諸
例
を
併
せ
て
見
れ
ば
分
か
る
よ
う
に
、「
精
神
」「
神
」
と
も
称
さ
れ
る
も
の

で
あ
る
。
更
に
、「
精
神
」「
神
」
は
、

「
天
地
の
生
ず
る
所
、
人
を
貴
と
す
る
者
は
、
陰
陽
五
行
の
秀
気
に
し
て
、
五
行

の
神
霊
全
く
照
せ
り
、
是
を
明
徳
と
云
。
五
行
の
神
霊
は
仁
義
礼
智
信
也
。
明
徳

の
條
理
也
。」（『
孝
経
小
解
』、『
全
集
』
第
三
冊
、
二
七
頁
）

「
問
、
天
は
理
の
み
な
ら
ば
無
心
に
し
て
、
精
神
な
き
か
。
云
、
理
則
至
神
也
。

人
生
る
時
は
動
ざ
る
事
あ
た
は
ず
、
死
体
は
動
事
あ
た
は
ず
。
天
と
日
月
と
不
已
。

精
神
な
く
ば
何
を
以
て
不
已
の
行
あ
ら
ん
。」（『
孝
経
外
伝
或
問
』、『
全
集
』
第

三
冊
、
一
七
六
頁
）

の
二
文
が
明
瞭
に
示
し
て
い
る
よ
う
に
、
即
ち
「
神
霊
」
で
あ
り
「
理
」
で
あ
り

「
明
徳
」
で
あ
る
。
故
に
、
こ
の
「
神
霊
」「
理
」「
明
徳
」「
精
神
」「
神
」
と
も

称
さ
れ
る
「
心
」
は
実
際
、「
仁
義
礼
智
信
」
の
「
理
」
で
あ
っ
て
「
気
質
」
に

属
さ
な
い
も
の
で
あ
る
。

　
上
述
の
如
く
、鼻
や
口
を
出
入
り
す
る
空
気
と
耳
や
目
に
宿
る
「
精
」、及
び
「
五

行
」
か
ら
な
る
「
形
」
と
「
仁
義
礼
智
」
の
「
理
」
か
ら
な
る
「
心
」
が
人
間
の

身
体
を
構
成
し
て
い
る
の
で
あ
る
が
、

「
天
地
の
み
ち
み
て
る
阴
阳
五
行
の
気
は
わ
が
身
と
な
れ
り
。
そ
の
に
ご
り
て
お

も
き
は
か
た
ち
と
な
り
、
す
み
て
か
ろ
き
は
身
の
う
ち
に
み
ち
て
、
か
た
ち
の
は

た
ら
き
を
な
せ
り
。
か
た
ち
は
こ
り
て
か
よ
わ
ね
ど
も
、
気
は
へ
だ
て
な
け
れ
ば
、

熊
沢
蕃
山
の
「
気
質
変
化
」

　
　孫

　路
易

（7）

い
で
い
る
い
き
耳
目
の
霊
よ
り
か
よ
ひ
て
、
天
地
と
ひ
と
つ
な
り
。
そ
の
気
の
く

は
し
き
も
の
む
ね
の
う
ち
方
寸
の
む
な
し
き
中
に
あ
る
を
心
と
な
づ
け
り
。
此
心

に
天
よ
り
君
を
く
だ
し
て
一
身
の
主
と
し
た
ま
ふ
。
こ
れ
を
も
ろ
こ
し
の
ひ
ぢ
り

は
（
人
性
の
尊
号
な
れ
ば
）
明
徳
と
な
づ
け
た
ま
ひ
、
天
竺
の
し
や
か
は
佛
と
い

ひ
た
ま
へ
り
。」（「
大
和
西
銘
」、『
全
集
』
第
五
冊
、
一
一
七
頁
）

と
あ
り
、
こ
れ
は
人
間
身
体
の
構
成
に
つ
い
て
最
も
具
体
的
に
記
述
し
た
一
節
で

あ
る
。「
そ
の
に
ご
り
て
お
も
き
は
か
た
ち
と
な
り
」
は
つ
ま
り
、「
質
」
が
血
肉

か
ら
な
る
肉
体
の
躯
体
を
構
成
す
る
こ
と
で
あ
り
、「
す
み
て
か
ろ
き
は
身
の
う

ち
に
み
ち
て
、
か
た
ち
の
は
た
ら
き
を
な
せ
り
。」
は
つ
ま
り
、「
気
」
が
人
間
身

体
の
中
に
満
ち
流
れ
て
い
て
、
そ
の
身
体
に
満
ち
流
れ
て
い
る
「
気
」
が
「
質
」

で
構
成
さ
れ
て
い
る
身
体
の
働
き
を
為
し
て
い
る
、
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。「
い

で
い
る
い
き
耳
目
の
霊
よ
り
か
よ
ひ
て
、
天
地
と
ひ
と
つ
な
り
」
は
つ
ま
り
、
鼻

や
口
を
出
入
り
す
る
息
が
耳
や
目
の
働
き
（「
精
」「
霊
」）
に
よ
っ
て
天
地
（
自

然
界
）
と
繋
が
れ
て
い
る
こ
と
で
あ
り（

十
）、「

そ
の
気
の
く
は
し
き
も
の
む
ね
の
う

ち
方
寸
の
む
な
し
き
中
に
あ
る
を
心
と
な
づ
け
り
」
は
つ
ま
り
、
胸
に
あ
る
「
方

寸
」（
心
の
臓
）
の
働
き
（
気
の
く
は
し
き
も
の
）
を
「
心
」
と
称
す
る
こ
と
で

あ
り（

十
一
）、「

此
心
に
天
よ
り
君
を
く
だ
し
て
一
身
の
主
と
し
た
ま
ふ
。
こ
れ
を
も
ろ

こ
し
の
ひ
ぢ
り
は
（
人
性
の
尊
号
な
れ
ば
）
明
徳
と
な
づ
け
た
ま
ひ
」
は
つ
ま
り
、

天
よ
り
賦
与
さ
れ
た
「
明
徳
」
が
性
と
し
て
の
「
心
」
で
あ
り
人
間
の
身
体
を
主

宰
し
て
い
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
故
に
、
蕃
山
の
い
う
「
心
」
に
は
、「
方
寸
」

（
心
の
臓
）
の
働
き
を
意
味
す
る
「
心
」
と
「
仁
義
礼
智
」
の
「
理
」
を
意
味
す

る「
心
」と
の
二
つ
の
内
容
が
含
ま
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
こ
の
記
述
の
中
の「
す

み
て
か
ろ
き
は
身
の
う
ち
に
み
ち
て
、
か
た
ち
の
は
た
ら
き
を
な
せ
り
」
の
一
句

が
「
働
き
は
気
で
あ
る
」
と
い
う
観
念
を
明
瞭
に
示
し
て
お
り
、
こ
れ
に
よ
っ
て
、

「
精
」「
霊
」
は
人
間
身
体
の
諸
器
官
の
働
き
を
意
味
す
る
概
念
で
あ
る（

十
二
）、

と
い
う

こ
と
が
理
解
さ
れ
る
の
で
あ
る
。

　
如
上
の
考
察
に
よ
っ
て
、
人
間
身
体
に
お
い
て
は
、「
質
」
が
血
肉
の
躯
体
を

構
成
し
、「
気
」
が
身
体
諸
器
官
の
働
き
を
為
し
、身
体
を
主
宰
す
る
「
心
」
は
「
方

寸
」（
心
の
臓
）
の
働
き
で
あ
り
な
が
ら
天
か
ら
賦
与
さ
れ
た
「
明
徳
」
で
も
あ
る
、

と
い
う
こ
と
が
知
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
で
は
、「
気
質
変
化
」
と
は
何
か
。
以
下

で
は
、
こ
れ
に
つ
い
て
考
察
す
る
。

　
　
　
四

　
人
間
と
人
間
以
外
の
生
物
や
無
生
物
と
の
違
い
に
つ
い
て
は
、
ま
ず
、

「
剛
柔
相
摩
八
卦
相
蕩
テ
変
化
シ
テ
形
ヲ
成
者
ノ
中
、
人
ハ
乾
坤
ノ
精
英
也
。
万

物
ハ
糟
粕
也
。
精
英
中
精
粗
ア
リ
。
糟
粕
中
又
精
粗
ア
リ
。」（『
繋
辞
上
伝
』、『
全

集
』
第
四
冊
、
三
九
八
～
九
頁
）

「
木
火
土
金
水
の
五
行
聚
て
物
と
な
れ
り
。
こ
と
に
人
は
五
行
の
秀
気
な
れ
ば
、

五
気
の
神
霊
明
也
。」（『
孝
経
小
解
』、『
全
集
』
第
三
冊
、
三
○
頁
）

「
人
は
五
行
の
秀
気
神
明
の
舎
、
天
地
の
徳
也
と
い
へ
り
。」（『
集
義
和
書
』、『
全

集
』
第
一
冊
、
四
○
五
頁
）

な
ど
が
挙
げ
ら
れ
る
。
万
物
は
「
糟
粕
」
で
あ
り
、
人
間
は
「
精
英
」
で
あ
る
と

さ
れ
て
い
る
が
、「
精
英
」
は
「
秀
気
」
に
当
た
る
も
の
と
す
れ
ば
、「
精
英
」
は
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ハ
魄
也
。
耳
目
ノ
精
ハ
魄
ト
ス
。
気
ハ
魂
也
。
口
鼻
ノ
嘘
吸
ヲ
魂
ト
ス
」
と
い
う

文
に
い
う
「
魂
魄
」
と
は
明
ら
か
に
意
味
が
異
な
る
の
で
あ
る
。
故
に
、
蕃
山
に

あ
っ
て
は
、
人
間
に
お
け
る
「
魂
魄
」
は
、「
魂
」
は
「
気
」
で
あ
り
鼻
や
口
に

出
入
り
す
る
空
気
を
意
味
し
、「
魄
」
は
「
質
」
で
あ
り
耳
や
目
に
宿
る
「
精
」

と
さ
れ
る
場
合
も
あ
れ
ば
、
ま
た
「
魂
」
も
「
魄
」
も
「
霊
」
的
な
存
在
と
さ
れ

る
場
合
も
あ
る
の
で
あ
る
。

　「
霊
」
的
存
在
と
し
て
の
「
魂
」
と
「
魄
」
が
結
合
し
て
「
心
」
と
な
る
。
こ

の
「
心
」
は
、

「
或
問
、
死
し
て
魂
気
は
天
に
帰
す
と
聞
と
き
は
、
人
の
精
神
天
に
行
て
住
す
る

處
あ
り
や
。
云
、
魂
気
は
今
も
天
と
ひ
と
つ
也
。
人
は
神
明
の
舎
と
い
ひ
て
、
し

ば
ら
く
の
旅
宿
の
ご
と
し
。
死
す
る
は
爪
の
落
る
が
ご
と
し
。
生
数
あ
り
、
数
尽

る
時
は
、
気
形
を
去
る
。
気
絶
す
る
を
死
と
云
。
数
不
尽
時
も
口
鼻
を
ふ
さ
ぎ
て
、

気
を
絶
時
は
死
す
。
耳
目
口
鼻
よ
り
天
地
の
気
一
体
流
行
し
て
不
已
、
天
は
空
也
。

我
気
も
空
也
。
空
は
二
な
し
、
不
行
し
て
帰
す
る
也
。
故
に
天
に
帰
す
と
云
は
、

空
に
帰
す
る
を
云
也
。
此
気
形
に
舎
時
は
色
体
の
用
を
な
せ
り
。
形
を
去
て
色
体

の
用
な
き
を
天
に
帰
す
る
と
云
也
。」（『
孝
経
外
伝
或
問
』、『
全
集
』
第
三
冊
、

一
七
五
頁
）

「
太
虚
天
地
の
理
、
生
々
不
息
な
る
は
我
本
躰
也
。
我
本
不
来
。
帰
る
べ
き
所
な

し
。
此
身
心
中
に
生
死
す
る
こ
と
、
太
空
に
雲
の
聚
散
す
る
が
ご
と
し
。
雲
の
聚

散
の
み
を
見
て
、
太
空
を
忘
れ
た
る
者
、
聚
を
生
と
し
、
散
を
死
と
し
て
、
死
後

を
う
た
が
ふ
者
也
。
太
空
我
常
躰
な
る
こ
と
を
知
た
る
者
は
聚
散
に
心
な
し
、
形

に
生
死
あ
り
て
、
心
に
生
死
な
し
。
何
の
不
審
も
な
き
事
也
。
雲
に
聚
散
あ
り
て
、

太
空
に
聚
散
な
き
が
ご
と
し
。」（『
論
語
小
解
』、『
全
集
』
第
四
冊
、
一
五
三
頁
）

「
形
死
す
と
い
へ
ど
も
、
神
は
天
地
の
気
に
合
し
て
不
亡
。」（『
孝
経
小
解
』、『
全

集
』
第
三
冊
、
五
六
頁
）

の
諸
例
を
併
せ
て
見
れ
ば
分
か
る
よ
う
に
、「
精
神
」「
神
」
と
も
称
さ
れ
る
も
の

で
あ
る
。
更
に
、「
精
神
」「
神
」
は
、

「
天
地
の
生
ず
る
所
、
人
を
貴
と
す
る
者
は
、
陰
陽
五
行
の
秀
気
に
し
て
、
五
行

の
神
霊
全
く
照
せ
り
、
是
を
明
徳
と
云
。
五
行
の
神
霊
は
仁
義
礼
智
信
也
。
明
徳

の
條
理
也
。」（『
孝
経
小
解
』、『
全
集
』
第
三
冊
、
二
七
頁
）

「
問
、
天
は
理
の
み
な
ら
ば
無
心
に
し
て
、
精
神
な
き
か
。
云
、
理
則
至
神
也
。

人
生
る
時
は
動
ざ
る
事
あ
た
は
ず
、
死
体
は
動
事
あ
た
は
ず
。
天
と
日
月
と
不
已
。

精
神
な
く
ば
何
を
以
て
不
已
の
行
あ
ら
ん
。」（『
孝
経
外
伝
或
問
』、『
全
集
』
第

三
冊
、
一
七
六
頁
）

の
二
文
が
明
瞭
に
示
し
て
い
る
よ
う
に
、
即
ち
「
神
霊
」
で
あ
り
「
理
」
で
あ
り

「
明
徳
」
で
あ
る
。
故
に
、
こ
の
「
神
霊
」「
理
」「
明
徳
」「
精
神
」「
神
」
と
も

称
さ
れ
る
「
心
」
は
実
際
、「
仁
義
礼
智
信
」
の
「
理
」
で
あ
っ
て
「
気
質
」
に

属
さ
な
い
も
の
で
あ
る
。

　
上
述
の
如
く
、鼻
や
口
を
出
入
り
す
る
空
気
と
耳
や
目
に
宿
る
「
精
」、及
び
「
五

行
」
か
ら
な
る
「
形
」
と
「
仁
義
礼
智
」
の
「
理
」
か
ら
な
る
「
心
」
が
人
間
の

身
体
を
構
成
し
て
い
る
の
で
あ
る
が
、

「
天
地
の
み
ち
み
て
る
阴
阳
五
行
の
気
は
わ
が
身
と
な
れ
り
。
そ
の
に
ご
り
て
お

も
き
は
か
た
ち
と
な
り
、
す
み
て
か
ろ
き
は
身
の
う
ち
に
み
ち
て
、
か
た
ち
の
は

た
ら
き
を
な
せ
り
。
か
た
ち
は
こ
り
て
か
よ
わ
ね
ど
も
、
気
は
へ
だ
て
な
け
れ
ば
、

熊
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い
で
い
る
い
き
耳
目
の
霊
よ
り
か
よ
ひ
て
、
天
地
と
ひ
と
つ
な
り
。
そ
の
気
の
く

は
し
き
も
の
む
ね
の
う
ち
方
寸
の
む
な
し
き
中
に
あ
る
を
心
と
な
づ
け
り
。
此
心

に
天
よ
り
君
を
く
だ
し
て
一
身
の
主
と
し
た
ま
ふ
。
こ
れ
を
も
ろ
こ
し
の
ひ
ぢ
り

は
（
人
性
の
尊
号
な
れ
ば
）
明
徳
と
な
づ
け
た
ま
ひ
、
天
竺
の
し
や
か
は
佛
と
い

ひ
た
ま
へ
り
。」（「
大
和
西
銘
」、『
全
集
』
第
五
冊
、
一
一
七
頁
）

と
あ
り
、
こ
れ
は
人
間
身
体
の
構
成
に
つ
い
て
最
も
具
体
的
に
記
述
し
た
一
節
で

あ
る
。「
そ
の
に
ご
り
て
お
も
き
は
か
た
ち
と
な
り
」
は
つ
ま
り
、「
質
」
が
血
肉

か
ら
な
る
肉
体
の
躯
体
を
構
成
す
る
こ
と
で
あ
り
、「
す
み
て
か
ろ
き
は
身
の
う

ち
に
み
ち
て
、
か
た
ち
の
は
た
ら
き
を
な
せ
り
。」
は
つ
ま
り
、「
気
」
が
人
間
身

体
の
中
に
満
ち
流
れ
て
い
て
、
そ
の
身
体
に
満
ち
流
れ
て
い
る
「
気
」
が
「
質
」

で
構
成
さ
れ
て
い
る
身
体
の
働
き
を
為
し
て
い
る
、
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。「
い

で
い
る
い
き
耳
目
の
霊
よ
り
か
よ
ひ
て
、
天
地
と
ひ
と
つ
な
り
」
は
つ
ま
り
、
鼻

や
口
を
出
入
り
す
る
息
が
耳
や
目
の
働
き
（「
精
」「
霊
」）
に
よ
っ
て
天
地
（
自

然
界
）
と
繋
が
れ
て
い
る
こ
と
で
あ
り（

十
）、「

そ
の
気
の
く
は
し
き
も
の
む
ね
の
う

ち
方
寸
の
む
な
し
き
中
に
あ
る
を
心
と
な
づ
け
り
」
は
つ
ま
り
、
胸
に
あ
る
「
方

寸
」（
心
の
臓
）
の
働
き
（
気
の
く
は
し
き
も
の
）
を
「
心
」
と
称
す
る
こ
と
で

あ
り（

十
一
）、「

此
心
に
天
よ
り
君
を
く
だ
し
て
一
身
の
主
と
し
た
ま
ふ
。
こ
れ
を
も
ろ

こ
し
の
ひ
ぢ
り
は
（
人
性
の
尊
号
な
れ
ば
）
明
徳
と
な
づ
け
た
ま
ひ
」
は
つ
ま
り
、

天
よ
り
賦
与
さ
れ
た
「
明
徳
」
が
性
と
し
て
の
「
心
」
で
あ
り
人
間
の
身
体
を
主

宰
し
て
い
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
故
に
、
蕃
山
の
い
う
「
心
」
に
は
、「
方
寸
」

（
心
の
臓
）
の
働
き
を
意
味
す
る
「
心
」
と
「
仁
義
礼
智
」
の
「
理
」
を
意
味
す

る「
心
」と
の
二
つ
の
内
容
が
含
ま
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
こ
の
記
述
の
中
の「
す

み
て
か
ろ
き
は
身
の
う
ち
に
み
ち
て
、
か
た
ち
の
は
た
ら
き
を
な
せ
り
」
の
一
句

が
「
働
き
は
気
で
あ
る
」
と
い
う
観
念
を
明
瞭
に
示
し
て
お
り
、
こ
れ
に
よ
っ
て
、

「
精
」「
霊
」
は
人
間
身
体
の
諸
器
官
の
働
き
を
意
味
す
る
概
念
で
あ
る（

十
二
）、

と
い
う

こ
と
が
理
解
さ
れ
る
の
で
あ
る
。

　
如
上
の
考
察
に
よ
っ
て
、
人
間
身
体
に
お
い
て
は
、「
質
」
が
血
肉
の
躯
体
を

構
成
し
、「
気
」
が
身
体
諸
器
官
の
働
き
を
為
し
、身
体
を
主
宰
す
る
「
心
」
は
「
方

寸
」（
心
の
臓
）
の
働
き
で
あ
り
な
が
ら
天
か
ら
賦
与
さ
れ
た
「
明
徳
」
で
も
あ
る
、

と
い
う
こ
と
が
知
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
で
は
、「
気
質
変
化
」
と
は
何
か
。
以
下

で
は
、
こ
れ
に
つ
い
て
考
察
す
る
。

　
　
　
四

　
人
間
と
人
間
以
外
の
生
物
や
無
生
物
と
の
違
い
に
つ
い
て
は
、
ま
ず
、

「
剛
柔
相
摩
八
卦
相
蕩
テ
変
化
シ
テ
形
ヲ
成
者
ノ
中
、
人
ハ
乾
坤
ノ
精
英
也
。
万

物
ハ
糟
粕
也
。
精
英
中
精
粗
ア
リ
。
糟
粕
中
又
精
粗
ア
リ
。」（『
繋
辞
上
伝
』、『
全

集
』
第
四
冊
、
三
九
八
～
九
頁
）

「
木
火
土
金
水
の
五
行
聚
て
物
と
な
れ
り
。
こ
と
に
人
は
五
行
の
秀
気
な
れ
ば
、

五
気
の
神
霊
明
也
。」（『
孝
経
小
解
』、『
全
集
』
第
三
冊
、
三
○
頁
）

「
人
は
五
行
の
秀
気
神
明
の
舎
、
天
地
の
徳
也
と
い
へ
り
。」（『
集
義
和
書
』、『
全

集
』
第
一
冊
、
四
○
五
頁
）

な
ど
が
挙
げ
ら
れ
る
。
万
物
は
「
糟
粕
」
で
あ
り
、
人
間
は
「
精
英
」
で
あ
る
と

さ
れ
て
い
る
が
、「
精
英
」
は
「
秀
気
」
に
当
た
る
も
の
と
す
れ
ば
、「
精
英
」
は
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「
気
の
精
英
」
ま
た
は
「
精
英
の
気
」
の
意
と
考
え
ら
れ
る
。
ま
た
、

「
天
は
形
象
の
天
に
あ
ら
ず
、
理
気
の
本
然
也
。
二
五
の
気
是
そ
の
形
也
。
無
極

の
理
是
其
心
な
り
。
其
気
を
分
て
人
物
の
形
を
命
じ
、
其
理
を
分
て
人
物
の
性
を

命
ず
。
唯
人
の
み
其
理
の
全
体
を
得
て
明
徳
明
か
也
。
其
気
の
正
直
を
得
て
動
静

順
也
。
頭
の
ま
と
か
な
る
は
天
な
り
。
足
の
方
な
る
は
地
也
。
首
の
つ
じ
は
北
極

に
し
て
上
に
あ
ら
は
れ
、
腹
の
臍
は
南
極
に
し
て
下
に
か
く
れ
、
両
眼
は
日
月
に

配
し
て
前
に
明
か
に
、
背
の
不
動
は
北
辰
の
其
所
に
居
る
也
。
左
右
の
手
は
東
西

を
さ
し
、
耳
は
五
音
十
二
律
に
通
じ
、
口
は
五
味
を
わ
き
ま
へ
、
知
神
明
に
し
て

思
慮
通
ぜ
ず
と
い
ふ
こ
と
な
し
。
故
に
万
物
の
霊
長
に
し
て
大
を
し
た
が
へ
強
を

制
す
、
徳
天
地
に
配
し
て
造
化
を
助
く
。
他
の
生
類
は
皆
頭
を
横
に
し
て
、
草
木

は
頭
を
下
に
す
、
天
地
の
形
に
似
ざ
る
こ
と
は
気
質
偏
塞
な
れ
ば
也
。
故
に
精
神

に
ご
り
て
理
の
霊
覚
な
し
。
無
知
闇
昧
に
し
て
形
気
の
欲
あ
る
の
み
也
。
造
化
の

人
を
生
ず
る
糟
粕
な
れ
ば
也
。」（『
中
庸
小
解
』、『
全
集
』
第
三
冊
、
二
八
六
頁
）

「
今
人
吾
ガ
体
ニ
惑
、
故
ニ
性
心
気
質
ノ
辨
ヲ
ナ
ス
。
一
気
ノ
中
其
分
多
少
有
。

草
木
ハ
陰
陽
多
シ
。
故
ニ
質
ノ
ミ
ノ
生
ニ
シ
テ
動
ナ
シ
。
魚
ハ
気
ノ
ミ
ニ
シ
テ
心

ノ
霊
ウ
ス
シ
。
故
ニ
動
ト
イ
ヘ
ド
モ
感
通
ノ
ミ
ニ
シ
テ
思
慮
ナ
シ
。
死
生
ノ
カ
ナ

シ
ミ
ヲ
ウ
レ
ヘ
ズ
。
鳥
獣
ハ
心
有
テ
死
生
ヲ
カ
ナ
シ
ム
。
然
ド
モ
思
慮
ノ
タ
ハ
シ

キ
ニ
ハ
不
至
。
只
人
ノ
ミ
天
地
ノ
全
ヲ
得
テ
気
質
ニ
充
塞
シ
、
心
気
ヲ
ツ
カ
イ
性

心
ニ
将
帥
タ
リ
。
不
二
一
体
ノ
人
也
。
質
ノ
霊
覚
ハ
気
ノ
霊
覚
ニ
不
及
。
気
ノ
霊

覚
ハ
心
ノ
霊
覚
ニ
不
及
。
心
ノ
霊
覚
ハ
性
ノ
霊
覚
ニ
不
及
。
ス
ベ
テ
心
ノ
霊
覚
ノ

名
也
。
性
気
質
ノ
ミ
ツ
ニ
ワ
タ
ル
。」（「
天
命
性
道
抜
書
」、『
全
集
』
第
五
冊
、

四
○
頁
）

と
も
見
え（

十
三
）、

こ
こ
で
は
、「
唯
人
の
み
其
理
の
全
体
を
得
て
明
徳
明
か
也
」、「
只

人
ノ
ミ
天
地
ノ
全
を
得
テ
気
質
ニ
充
塞
シ
、
心
気
ヲ
ツ
カ
イ
性
心
ニ
将
帥
タ
リ
」

と
説
か
れ
て
い
る
。
つ
ま
り
、
た
だ
人
間
だ
け
が
天
地
の
完
全
な
る
気
質
と
理
の

全
体
と
す
る
「
明
徳
」
を
受
け
て
い
る
が
故
に
、
人
間
は
植
物
や
動
物
よ
り
優
れ

た
存
在
で
あ
る
こ
と
が
強
調
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。

　
天
地
の
完
全
な
る
気
質
は
「
精
英
の
気
」「
秀
気
」
で
あ
ろ
う
が
、
血
肉
の
肉

体
を
構
成
す
る
「
質
」
を
重
く
濁
っ
た
「
気
」
と
す
れ
ば
、「
精
英
の
気
」「
秀
気
」

は
即
ち
「
す
み
て
か
ろ
き
は
身
の
う
ち
に
み
ち
て
、
か
た
ち
の
は
た
ら
き
を
な
せ

り
」
と
い
う
よ
う
な
、
全
身
に
満
ち
流
れ
て
い
る
澄
ん
で
軽
い
、
諸
器
官
の
働
き

を
為
す
「
気
」
で
あ
ろ
う
。
理
の
全
体
と
さ
れ
る
「
明
徳
」
は
、

「
天
道
造
化
の
常
よ
り
い
へ
ば
、
元
亨
利
貞
也
。
人
性
五
倫
の
明
徳
よ
り
い
へ
ば
、

仁
義
礼
智
信
な
り
。」（『
集
義
外
書
』、『
全
集
』
第
二
冊
、
二
七
九
頁
）

「
天
の
元
亨
利
貞
、
人
に
有
て
は
仁
義
礼
智
也
。
天
命
こ
れ
を
性
と
云
、
是
也
。

仁
は
元
也
。
天
の
生
々
の
理
也
。
人
の
慈
愛
の
理
其
心
お
な
じ
。
天
地
の
大
徳
を

生
と
云
。
仁
は
金
徳
の
名
也
。
礼
は
亨
也
。
亨
は
天
地
の
盛
徳
に
し
て
、
通
達
の

理
也
。
人
に
在
て
は
順
徳
也
。
恭
敬
の
理
也
。
人
倫
の
善
美
也
。
上
を
安
じ
下
を

治
る
は
礼
よ
り
よ
き
は
な
し
。
義
は
利
也
。
利
済
の
徳
に
し
て
断
制
の
理
也
。
秋

は
五
穀
実
の
り
か
ら
枯
、
草
木
実
を
む
す
び
葉
落
、
み
な
宜
き
を
得
也
。
天
道
聖

人
物
を
利
す
る
が
ゆ
へ
に
徳
也
。
凡
人
は
己
を
利
す
る
が
ゆ
へ
に
欲
也
。
故
に
国

は
利
を
以
て
利
と
せ
ず
し
て
、
義
を
以
て
利
と
す
と
い
へ
り
。
智
は
貞
也
。
正
固

の
徳
に
し
て
、
分
別
是
非
の
理
也
。
冬
は
精
気
収
斂
し
て
不
用
、
収
斂
し
て
不
用

は
大
用
の
本
也
。
故
に
聖
主
問
こ
と
を
好
て
、
知
を
以
て
先
だ
ち
給
は
ず
。
天
下

熊
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の
知
を
尽
さ
し
め
て
其
中
を
と
り
、
人
に
取
て
善
を
な
さ
む
が
た
め
也
。
善
を
人

に
と
る
は
、
人
と
共
に
善
を
す
る
也
。
人
と
と
も
に
善
を
為
を
大
知
と
云
。
さ
れ

ば
大
知
は
愚
な
る
が
ご
と
し
。
天
の
貞
徳
に
か
な
へ
り
。
知
の
本
躰
は
虚
霊
神
明

也
。
一
物
な
き
故
に
照
さ
ず
と
云
事
な
し
。」（『
易
経
小
解
』、『
全
集
』
第
四
冊
、

二
八
二
頁
）

と
あ
る
よ
う
に
、
つ
ま
り
、
天
の
「
元
亨
利
貞
」
の
理
が
、
人
間
に
賦
与
さ
れ
た

時
に
、
人
間
の
「
心
」
に
な
っ
た
も
の
で
あ
り
「
仁
義
礼
智
」
の
性
に
な
っ
た
も

の
で
あ
る
。
そ
こ
で
、
人
間
は
、
諸
器
官
の
働
き
を
為
す
全
身
に
満
ち
流
れ
て
い

て
澄
ん
だ
軽
い
「
気
」
と
、「
仁
義
礼
智
」
の
性
か
ら
な
る
「
心
」
と
を
備
え
て

い
る
が
故
に
、
自
然
界
に
お
い
て
最
も
尊
い
存
在
だ
と
位
置
付
け
ら
れ
た
の
で
あ

る（
十
四
）。

　
自
然
界
に
お
い
て
人
間
は
最
も
尊
い
存
在
で
あ
る
が
、
す
べ
て
の
人
間
は
皆
、

同
格
的
に
尊
い
存
在
だ
と
は
考
え
ら
れ
て
い
な
い
。
儒
教
で
は
一
般
的
に
、
人
間

に
お
い
て
「
聖
人
」、「
賢
人
」、「
常
人
」、「
愚
人
」
な
ど
の
格
差
が
認
め
ら
れ
て

お
り
、
蕃
山
も
例
外
で
は
な
い
。
彼
は
、
そ
の
格
差
を
生
む
原
因
を
、

「
形
あ
る
者
に
は
精
粗
あ
り
。
賢
人
は
人
の
精
也
。
聖
人
は
精
の
精
也
。
愚
夫
愚

婦
は
人
の
粗
也
。
下
愚
は
又
粗
の
粗
也
」（『
孝
経
外
伝
或
問
』、『
全
集
』
第
三
冊
、

一
六
六
頁
）

と
い
う
よ
う
に
、
人
間
の
そ
の
稟
受
し
た
「
気
」
に
「
精
」
と
「
粗
」
の
違
い
ま

た
は
「
精
」
と
「
粗
」
の
程
度
の
差
が
あ
る
こ
と
に
求
め
た
の
で
あ
る
。
だ
が
、

人
間
に
お
い
て
「
聖
人
」、「
賢
人
」、「
平
人
」・「
凡
人
」、「
愚
人（

十
五
）」

な
ど
の
格

差
が
あ
る
も
の
の
、
そ
の
「
仁
義
礼
智
」
の
性
か
ら
な
る
「
心
」
は
、「
人
幼
よ

り
善
な
る
者
あ
り
、
幼
よ
り
悪
な
る
者
あ
る
は
気
稟
の
自
然
也
。
幼
よ
り
悪
な
り

と
い
へ
共
、
仁
義
礼
智
の
性
な
き
こ
と
あ
た
は
ず
。」（『
集
義
和
書
』、『
全
集
』

第
一
冊
、
四
〇
四
頁
）、「
聖
人
と
い
へ
共
五
尺
の
身
、
方
寸
の
神
舎
は
衆
人
と
同

じ
。」（『
孝
経
小
解
』、『
全
集
』
第
三
冊
、二
七
頁
）
と
あ
る
如
く
、誰
に
も
備
わ
っ

て
い
る
も
の
で
あ
る
。

　
蕃
山
は
、「
聖
人
」
に
つ
い
て
「
聖
人
を
生
知
と
云
も
の
は
、
気
清
明
に
、
質

正
直
に
し
て
気
質
の
偏
な
し
。
習
俗
そ
む
る
事
あ
た
は
ず
。
天
理
流
行
し
て
一
毛

の
人
欲
な
し
」（『
論
語
小
解
』、『
全
集
』
第
四
冊
、
九
七
頁
）
と
定
義
し
て
、
そ

し
て
、

「
し
か
れ
ど
も
聖
人
以
下
の
者
は
気
質
の
偏
に
お
ほ
は
れ
、
習
俗
に
そ
め
ら
れ
、

人
欲
に
へ
だ
て
ら
れ
て
、
有
が
ご
と
く
無
が
ご
と
し
。」（『
論
語
小
解
』、『
全
集
』

第
四
冊
、
九
九
頁
）

「
故
に
人
性
則
天
命
也
。
し
か
れ
ど
も
聖
賢
以
下
の
人
の
心
は
情
欲
相
交
り
、
気

質
の
偏
旧
染
の
習
な
ど
種
々
の
お
ほ
は
れ
厚
け
れ
ば
性
見
が
た
し
。」（『
中
庸
小

解
』、『
全
集
』
第
三
冊
、
二
八
六
頁
）

「
人
た
ま
た
ま
道
を
学
ぶ
と
い
へ
ど
も
、
人
欲
に
へ
だ
て
ら
れ
、
習
染
に
ひ
か
さ

れ
、
気
質
の
偏
に
お
ほ
は
れ
て
徳
に
入
が
た
し
。」（『
中
庸
小
解
』、『
全
集
』
第

三
冊
、
三
三
九
頁
）

と
言
っ
て
、「
常
人
」「
愚
人
」
が
「
聖
人
」「
賢
人
」
に
及
ば
な
い
原
因
と
し
て
「
気

質
の
偏
」
に
蔽
わ
れ
る
こ
と
、「
習
俗
」
に
染
め
ら
れ
る
こ
と
、「
人
欲
」
に
隔
て

ら
れ
る
こ
と
を
挙
げ
て
い
る
。
以
下
で
は
、「
人
欲
」
と
「
習
俗
」
及
び
「
気
質

の
偏
」
に
つ
い
て
逐
一
考
察
す
る
。
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「
気
の
精
英
」
ま
た
は
「
精
英
の
気
」
の
意
と
考
え
ら
れ
る
。
ま
た
、

「
天
は
形
象
の
天
に
あ
ら
ず
、
理
気
の
本
然
也
。
二
五
の
気
是
そ
の
形
也
。
無
極

の
理
是
其
心
な
り
。
其
気
を
分
て
人
物
の
形
を
命
じ
、
其
理
を
分
て
人
物
の
性
を

命
ず
。
唯
人
の
み
其
理
の
全
体
を
得
て
明
徳
明
か
也
。
其
気
の
正
直
を
得
て
動
静

順
也
。
頭
の
ま
と
か
な
る
は
天
な
り
。
足
の
方
な
る
は
地
也
。
首
の
つ
じ
は
北
極

に
し
て
上
に
あ
ら
は
れ
、
腹
の
臍
は
南
極
に
し
て
下
に
か
く
れ
、
両
眼
は
日
月
に

配
し
て
前
に
明
か
に
、
背
の
不
動
は
北
辰
の
其
所
に
居
る
也
。
左
右
の
手
は
東
西

を
さ
し
、
耳
は
五
音
十
二
律
に
通
じ
、
口
は
五
味
を
わ
き
ま
へ
、
知
神
明
に
し
て

思
慮
通
ぜ
ず
と
い
ふ
こ
と
な
し
。
故
に
万
物
の
霊
長
に
し
て
大
を
し
た
が
へ
強
を

制
す
、
徳
天
地
に
配
し
て
造
化
を
助
く
。
他
の
生
類
は
皆
頭
を
横
に
し
て
、
草
木

は
頭
を
下
に
す
、
天
地
の
形
に
似
ざ
る
こ
と
は
気
質
偏
塞
な
れ
ば
也
。
故
に
精
神

に
ご
り
て
理
の
霊
覚
な
し
。
無
知
闇
昧
に
し
て
形
気
の
欲
あ
る
の
み
也
。
造
化
の

人
を
生
ず
る
糟
粕
な
れ
ば
也
。」（『
中
庸
小
解
』、『
全
集
』
第
三
冊
、
二
八
六
頁
）

「
今
人
吾
ガ
体
ニ
惑
、
故
ニ
性
心
気
質
ノ
辨
ヲ
ナ
ス
。
一
気
ノ
中
其
分
多
少
有
。

草
木
ハ
陰
陽
多
シ
。
故
ニ
質
ノ
ミ
ノ
生
ニ
シ
テ
動
ナ
シ
。
魚
ハ
気
ノ
ミ
ニ
シ
テ
心

ノ
霊
ウ
ス
シ
。
故
ニ
動
ト
イ
ヘ
ド
モ
感
通
ノ
ミ
ニ
シ
テ
思
慮
ナ
シ
。
死
生
ノ
カ
ナ

シ
ミ
ヲ
ウ
レ
ヘ
ズ
。
鳥
獣
ハ
心
有
テ
死
生
ヲ
カ
ナ
シ
ム
。
然
ド
モ
思
慮
ノ
タ
ハ
シ

キ
ニ
ハ
不
至
。
只
人
ノ
ミ
天
地
ノ
全
ヲ
得
テ
気
質
ニ
充
塞
シ
、
心
気
ヲ
ツ
カ
イ
性

心
ニ
将
帥
タ
リ
。
不
二
一
体
ノ
人
也
。
質
ノ
霊
覚
ハ
気
ノ
霊
覚
ニ
不
及
。
気
ノ
霊

覚
ハ
心
ノ
霊
覚
ニ
不
及
。
心
ノ
霊
覚
ハ
性
ノ
霊
覚
ニ
不
及
。
ス
ベ
テ
心
ノ
霊
覚
ノ

名
也
。
性
気
質
ノ
ミ
ツ
ニ
ワ
タ
ル
。」（「
天
命
性
道
抜
書
」、『
全
集
』
第
五
冊
、

四
○
頁
）

と
も
見
え（

十
三
）、

こ
こ
で
は
、「
唯
人
の
み
其
理
の
全
体
を
得
て
明
徳
明
か
也
」、「
只

人
ノ
ミ
天
地
ノ
全
を
得
テ
気
質
ニ
充
塞
シ
、
心
気
ヲ
ツ
カ
イ
性
心
ニ
将
帥
タ
リ
」

と
説
か
れ
て
い
る
。
つ
ま
り
、
た
だ
人
間
だ
け
が
天
地
の
完
全
な
る
気
質
と
理
の

全
体
と
す
る
「
明
徳
」
を
受
け
て
い
る
が
故
に
、
人
間
は
植
物
や
動
物
よ
り
優
れ

た
存
在
で
あ
る
こ
と
が
強
調
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。

　
天
地
の
完
全
な
る
気
質
は
「
精
英
の
気
」「
秀
気
」
で
あ
ろ
う
が
、
血
肉
の
肉

体
を
構
成
す
る
「
質
」
を
重
く
濁
っ
た
「
気
」
と
す
れ
ば
、「
精
英
の
気
」「
秀
気
」

は
即
ち
「
す
み
て
か
ろ
き
は
身
の
う
ち
に
み
ち
て
、
か
た
ち
の
は
た
ら
き
を
な
せ

り
」
と
い
う
よ
う
な
、
全
身
に
満
ち
流
れ
て
い
る
澄
ん
で
軽
い
、
諸
器
官
の
働
き

を
為
す
「
気
」
で
あ
ろ
う
。
理
の
全
体
と
さ
れ
る
「
明
徳
」
は
、

「
天
道
造
化
の
常
よ
り
い
へ
ば
、
元
亨
利
貞
也
。
人
性
五
倫
の
明
徳
よ
り
い
へ
ば
、

仁
義
礼
智
信
な
り
。」（『
集
義
外
書
』、『
全
集
』
第
二
冊
、
二
七
九
頁
）

「
天
の
元
亨
利
貞
、
人
に
有
て
は
仁
義
礼
智
也
。
天
命
こ
れ
を
性
と
云
、
是
也
。

仁
は
元
也
。
天
の
生
々
の
理
也
。
人
の
慈
愛
の
理
其
心
お
な
じ
。
天
地
の
大
徳
を

生
と
云
。
仁
は
金
徳
の
名
也
。
礼
は
亨
也
。
亨
は
天
地
の
盛
徳
に
し
て
、
通
達
の

理
也
。
人
に
在
て
は
順
徳
也
。
恭
敬
の
理
也
。
人
倫
の
善
美
也
。
上
を
安
じ
下
を

治
る
は
礼
よ
り
よ
き
は
な
し
。
義
は
利
也
。
利
済
の
徳
に
し
て
断
制
の
理
也
。
秋

は
五
穀
実
の
り
か
ら
枯
、
草
木
実
を
む
す
び
葉
落
、
み
な
宜
き
を
得
也
。
天
道
聖

人
物
を
利
す
る
が
ゆ
へ
に
徳
也
。
凡
人
は
己
を
利
す
る
が
ゆ
へ
に
欲
也
。
故
に
国

は
利
を
以
て
利
と
せ
ず
し
て
、
義
を
以
て
利
と
す
と
い
へ
り
。
智
は
貞
也
。
正
固

の
徳
に
し
て
、
分
別
是
非
の
理
也
。
冬
は
精
気
収
斂
し
て
不
用
、
収
斂
し
て
不
用

は
大
用
の
本
也
。
故
に
聖
主
問
こ
と
を
好
て
、
知
を
以
て
先
だ
ち
給
は
ず
。
天
下

熊
沢
蕃
山
の
「
気
質
変
化
」

　
　孫

　路
易

（9）

の
知
を
尽
さ
し
め
て
其
中
を
と
り
、
人
に
取
て
善
を
な
さ
む
が
た
め
也
。
善
を
人

に
と
る
は
、
人
と
共
に
善
を
す
る
也
。
人
と
と
も
に
善
を
為
を
大
知
と
云
。
さ
れ

ば
大
知
は
愚
な
る
が
ご
と
し
。
天
の
貞
徳
に
か
な
へ
り
。
知
の
本
躰
は
虚
霊
神
明

也
。
一
物
な
き
故
に
照
さ
ず
と
云
事
な
し
。」（『
易
経
小
解
』、『
全
集
』
第
四
冊
、

二
八
二
頁
）

と
あ
る
よ
う
に
、
つ
ま
り
、
天
の
「
元
亨
利
貞
」
の
理
が
、
人
間
に
賦
与
さ
れ
た

時
に
、
人
間
の
「
心
」
に
な
っ
た
も
の
で
あ
り
「
仁
義
礼
智
」
の
性
に
な
っ
た
も

の
で
あ
る
。
そ
こ
で
、
人
間
は
、
諸
器
官
の
働
き
を
為
す
全
身
に
満
ち
流
れ
て
い

て
澄
ん
だ
軽
い
「
気
」
と
、「
仁
義
礼
智
」
の
性
か
ら
な
る
「
心
」
と
を
備
え
て

い
る
が
故
に
、
自
然
界
に
お
い
て
最
も
尊
い
存
在
だ
と
位
置
付
け
ら
れ
た
の
で
あ

る（
十
四
）。

　
自
然
界
に
お
い
て
人
間
は
最
も
尊
い
存
在
で
あ
る
が
、
す
べ
て
の
人
間
は
皆
、

同
格
的
に
尊
い
存
在
だ
と
は
考
え
ら
れ
て
い
な
い
。
儒
教
で
は
一
般
的
に
、
人
間

に
お
い
て
「
聖
人
」、「
賢
人
」、「
常
人
」、「
愚
人
」
な
ど
の
格
差
が
認
め
ら
れ
て

お
り
、
蕃
山
も
例
外
で
は
な
い
。
彼
は
、
そ
の
格
差
を
生
む
原
因
を
、

「
形
あ
る
者
に
は
精
粗
あ
り
。
賢
人
は
人
の
精
也
。
聖
人
は
精
の
精
也
。
愚
夫
愚

婦
は
人
の
粗
也
。
下
愚
は
又
粗
の
粗
也
」（『
孝
経
外
伝
或
問
』、『
全
集
』
第
三
冊
、

一
六
六
頁
）

と
い
う
よ
う
に
、
人
間
の
そ
の
稟
受
し
た
「
気
」
に
「
精
」
と
「
粗
」
の
違
い
ま

た
は
「
精
」
と
「
粗
」
の
程
度
の
差
が
あ
る
こ
と
に
求
め
た
の
で
あ
る
。
だ
が
、

人
間
に
お
い
て
「
聖
人
」、「
賢
人
」、「
平
人
」・「
凡
人
」、「
愚
人（

十
五
）」

な
ど
の
格

差
が
あ
る
も
の
の
、
そ
の
「
仁
義
礼
智
」
の
性
か
ら
な
る
「
心
」
は
、「
人
幼
よ

り
善
な
る
者
あ
り
、
幼
よ
り
悪
な
る
者
あ
る
は
気
稟
の
自
然
也
。
幼
よ
り
悪
な
り

と
い
へ
共
、
仁
義
礼
智
の
性
な
き
こ
と
あ
た
は
ず
。」（『
集
義
和
書
』、『
全
集
』

第
一
冊
、
四
〇
四
頁
）、「
聖
人
と
い
へ
共
五
尺
の
身
、
方
寸
の
神
舎
は
衆
人
と
同

じ
。」（『
孝
経
小
解
』、『
全
集
』
第
三
冊
、二
七
頁
）
と
あ
る
如
く
、誰
に
も
備
わ
っ

て
い
る
も
の
で
あ
る
。

　
蕃
山
は
、「
聖
人
」
に
つ
い
て
「
聖
人
を
生
知
と
云
も
の
は
、
気
清
明
に
、
質

正
直
に
し
て
気
質
の
偏
な
し
。
習
俗
そ
む
る
事
あ
た
は
ず
。
天
理
流
行
し
て
一
毛

の
人
欲
な
し
」（『
論
語
小
解
』、『
全
集
』
第
四
冊
、
九
七
頁
）
と
定
義
し
て
、
そ

し
て
、

「
し
か
れ
ど
も
聖
人
以
下
の
者
は
気
質
の
偏
に
お
ほ
は
れ
、
習
俗
に
そ
め
ら
れ
、

人
欲
に
へ
だ
て
ら
れ
て
、
有
が
ご
と
く
無
が
ご
と
し
。」（『
論
語
小
解
』、『
全
集
』

第
四
冊
、
九
九
頁
）

「
故
に
人
性
則
天
命
也
。
し
か
れ
ど
も
聖
賢
以
下
の
人
の
心
は
情
欲
相
交
り
、
気

質
の
偏
旧
染
の
習
な
ど
種
々
の
お
ほ
は
れ
厚
け
れ
ば
性
見
が
た
し
。」（『
中
庸
小

解
』、『
全
集
』
第
三
冊
、
二
八
六
頁
）

「
人
た
ま
た
ま
道
を
学
ぶ
と
い
へ
ど
も
、
人
欲
に
へ
だ
て
ら
れ
、
習
染
に
ひ
か
さ

れ
、
気
質
の
偏
に
お
ほ
は
れ
て
徳
に
入
が
た
し
。」（『
中
庸
小
解
』、『
全
集
』
第

三
冊
、
三
三
九
頁
）

と
言
っ
て
、「
常
人
」「
愚
人
」
が
「
聖
人
」「
賢
人
」
に
及
ば
な
い
原
因
と
し
て
「
気

質
の
偏
」
に
蔽
わ
れ
る
こ
と
、「
習
俗
」
に
染
め
ら
れ
る
こ
と
、「
人
欲
」
に
隔
て

ら
れ
る
こ
と
を
挙
げ
て
い
る
。
以
下
で
は
、「
人
欲
」
と
「
習
俗
」
及
び
「
気
質

の
偏
」
に
つ
い
て
逐
一
考
察
す
る
。
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　「
人
欲
」
に
つ
い
て
は
、

「
性
命
の
正
に
本
づ
き
て
天
理
の
上
よ
り
知
覚
す
る
時
は
こ
れ
を
道
心
と
云
。
形

気
の
末
に
よ
り
て
知
覚
す
る
時
は
こ
れ
を
人
心
と
云
。
尤
人
心
を
人
欲
と
見
も
所

に
よ
り
て
の
文
勢
也
。
堯
舜
伝
受
の
人
心
道
心
は
天
理
人
欲
を
さ
し
て
の
給
ふ
に

あ
ら
ず
。
人
欲
な
れ
ば
危
と
い
ふ
ま
で
も
な
く
悪
也
。
危
と
い
へ
る
も
の
は
今
あ

し
き
に
は
あ
ら
ざ
れ
ど
も
、
あ
し
く
な
る
べ
き
勢
を
い
ふ
な
り
。
人
心
は
此
形
の

有
間
、
形
に
つ
き
て
知
覚
運
動
す
る
も
の
を
さ
し
て
云
な
り
。
寒
暑
を
し
り
飲
食

男
女
を
知
所
也
。
こ
れ
を
人
欲
と
見
は
異
学
に
似
た
り
。
人
欲
に
は
あ
ら
ず
。
義

理
の
上
よ
り
知
覚
し
て
、
寒
を
ふ
せ
ぐ
べ
き
理
に
叶
て
ふ
せ
ぎ
、
暑
を
さ
く
べ
き

理
に
随
て
す
ず
し
く
し
、
飲
食
す
べ
き
理
あ
る
物
を
飲
食
し
、
男
女
も
礼
あ
り
理

あ
り
て
相
親
む
。
こ
れ
み
な
道
也
。
何
ぞ
人
心
を
人
欲
と
せ
ん
。
寒
暑
其
分
に
こ

え
て
温
涼
を
求
め
、
飲
食
己
に
得
ざ
る
物
を
飲
食
し
、
男
女
礼
を
ま
た
ず
理
に
不

叶
し
て
相
交
は
、
人
欲
の
私
な
り
。」（『
集
義
和
書
』、『
全
集
』
第
一
冊
、
三
七

四
頁
）

「
人
心
は
形
気
あ
り
て
よ
り
こ
の
か
た
の
心
也
。
気
散
じ
形
死
す
る
時
は
此
心
な

し
。
危
と
の
た
ま
ふ
者
は
形
気
の
心
に
は
欲
あ
り
。
欲
あ
り
て
主
な
き
時
は
流
れ

易
し
。
形
気
の
主
は
道
心
也
。
道
心
は
神
霊
妙
に
し
て
存
じ
が
た
く
、
失
ひ
易
し
。

存
じ
が
た
き
者
を
存
じ
、
失
ひ
や
す
き
者
を
失
は
ず
。
是
を
心
法
と
云
。
惟
精
惟

一
其
心
法
也
。
形
気
に
七
情
あ
り
。
喜
怒
哀
惧
愛
悪
欲
。
七
情
と
も
に
欲
を
根
と

す
。
飲
食
衣
服
も
欲
也
。
男
女
の
情
も
欲
也
。
欲
は
形
に
付
て
実
也
。
故
に
存
じ

易
く
発
し
や
す
し
。
道
心
を
そ
こ
な
ひ
易
し
。
礼
儀
に
随
て
欲
を
遂
る
を
生
楽
と

云
、
人
情
の
常
也
。
道
心
の
真
楽
に
は
あ
ら
ざ
れ
ど
も
、
道
心
を
害
せ
ず
。
若
礼

儀
に
不
随
し
て
欲
を
と
ぐ
る
時
は
、
甚
だ
道
心
を
害
し
、
人
情
の
正
を
失
て
悪
と

な
る
者
也
。
生
楽
も
又
随
て
亡
ぶ
。」（『
論
語
小
解
』、『
全
集
』
第
四
冊
、
二
五

八
頁
）

「
心
は
性
情
を
す
べ
て
霊
照
知
覚
す
る
者
也
。
人
心
ハ
此
形
の
有
間
の
心
な
り
。

形
に
ハ
欲
あ
り
。
故
に
危
し
。
危
と
ハ
欲
に
な
が
れ
て
正
を
失
ひ
易
き
也
。
…
、

人
心
は
人
欲
に
非
ず
。
人
欲
な
れ
ば
危
し
と
い
ふ
ま
で
も
な
く
悪
也
。
目
の
月
花

を
悦
び
、
耳
の
声
音
に
通
じ
、
鼻
の
梅
伽
羅
等
の
香
を
欲
し
、
飲
食
男
女
の
欲
等

を
人
心
と
い
ふ
。
人
生
の
生
楽
存
ず
。
物
あ
れ
ば
則
あ
り
。
形
気
に
欲
あ
れ
ば
形

気
の
欲
を
制
す
る
則
あ
り
。
則
は
道
心
也
。
義
理
ば
か
り
に
て
欲
な
き
は
生
れ
ぬ

前
也
。
欲
の
み
に
て
義
理
な
き
は
禽
獣
也
。
情
欲
の
義
理
に
し
た
が
ふ
を
道
と
い

ふ
。」（「
集
義
義
論
聞
書
」、『
全
集
』
第
六
冊
、
六
四
～
五
頁
）

な
ど
と
あ
る
。
こ
れ
ら
の
文
に
は
、「
道
心
」
ま
た
は
「
人
心
」
と
「
人
欲
」
と

の
違
い
に
つ
い
て
の
蕃
山
の
解
釈
を
窺
い
う
る
の
で
あ
る
。「
寒
を
ふ
せ
ぐ
べ
き

理
に
叶
て
ふ
せ
ぎ
、
暑
を
さ
く
べ
き
理
に
随
て
す
ず
し
く
し
、
飲
食
す
べ
き
理
あ

る
物
を
飲
食
し
、
男
女
も
礼
あ
り
理
あ
り
て
相
親
む
」
と
い
う
よ
う
な
、
人
間
の

生
命
を
維
持
す
る
為
に
欠
か
せ
な
い
基
本
的
な
生
理
的
欲
求
、「
目
の
月
花
を
悦

び
、
耳
の
声
音
に
通
じ
、
鼻
の
梅
伽
羅
等
の
香
を
欲
し
」
と
い
う
よ
う
な
、
人
間

の
外
物
に
対
す
る
自
然
の
反
応
と
し
て
の
情
感
を
「
人
心
」
と
し
て
、「
寒
暑
其

分
に
こ
え
て
温
涼
を
求
め
、
飲
食
己
に
得
ざ
る
物
を
飲
食
し
、
男
女
礼
を
ま
た
ず

理
に
不
叶
し
て
相
交
は
、
人
欲
の
私
な
り
」
と
い
う
よ
う
な
、
基
本
的
な
生
理
的

欲
求
を
越
え
た
様
々
な
欲
望
を
「
人
欲
」
と
規
定
し
、
そ
し
て
「
人
欲
な
れ
ば
危

と
い
ふ
ま
で
も
な
く
悪
也
」
と
断
定
し
た
の
で
あ
る
。

熊
沢
蕃
山
の
「
気
質
変
化
」

　
　孫

　路
易

（11）

「
人
心
」
は
「
欲（

十
六
）」

で
あ
る
が
、
必
ず
し
も
「
悪
」
で
は
な
い
。「
人
心
」
と
し

て
の
「
欲
」
は
、「
形
気
に
欲
あ
れ
ば
形
気
の
欲
を
制
す
る
則
あ
り
。
則
は
道
心
也
」

と
い
う
「
道
心
」
を
も
っ
て
制
御
す
れ
ば
善
な
る
も
の
と
認
め
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

「
道
心
」
の
制
御
を
か
け
て
い
な
い
、
欲
望
と
外
物
に
対
す
る
反
応
と
し
て
の
情

感
は
、「
私
欲
凡
情
も
後
来
習
た
る
く
せ
也
」（「
集
義
義
論
聞
書
」、『
全
集
』
第

六
冊
、
六
三
頁
）
と
あ
る
よ
う
に
、「
私
欲
」
や
「
凡
情
」
と
称
さ
れ
、
人
間
の

生
後
に
形
成
さ
れ
た
「
習
」
で
あ
る
と
こ
ろ
の
癖
と
考
え
ら
れ
て
い
た
の
で
あ
る
。

　
　
　
五

　「
習
俗
」
に
つ
い
て
は
、

「
奴
僕
を
う
て
、
た
た
け
な
ど
い
ふ
た
は
ぶ
れ
あ
り
。
お
さ
な
き
子
の
手
な
れ
ば
、

い
た
み
も
せ
ず
腹
も
立
ず
。
奴
僕
も
た
は
ぶ
れ
て
、
い
た
き
ぞ
、
か
な
し
き
ぞ
な

ど
い
へ
ば
、
其
子
い
よ
い
よ
勝
に
の
り
ぬ
。
こ
れ
人
の
い
た
み
を
い
た
む
の
本
心

を
そ
こ
な
へ
り
。
此
心
習
性
と
成
て
、
成
人
の
後
気
随
に
な
り
、
妻
子
を
い
か
り

の
の
し
り
、
下
人
を
う
ち
は
し
ら
か
し
な
ど
す
る
悪
行
の
根
と
成
、
朋
友
に
は
相

勝
相
争
の
慢
心
と
な
り
ぬ
。
世
上
の
人
を
見
る
に
、
慢
心
勝
心
の
つ
よ
き
者
は
、

朋
友
の
交
に
和
す
く
な
し
。」（『
集
義
和
書
』、『
全
集
』
第
一
冊
、
四
三
八
頁
）

「
常
の
産
な
く
て
常
の
心
な
き
は
、凡
人
の
習
也
。」（『
孝
経
外
伝
或
問
』、『
全
集
』

第
三
冊
、
一
六
五
頁
）

「
習
性
と
成
候
事
如
何
。
云
、
後
来
習
そ
み
た
る
事
後
ニ
ハ
本
性
自
然
之
様
ニ
成

物
也
。
其
を
習
性
と
成
と
云
也
。」（「
集
義
義
論
聞
書
」、『
全
集
』
第
六
冊
、
五

八
頁
）

な
ど
と
あ
る（

十
七
）。「

習
俗
」
は
「
習
性
」
と
も
い
い
、
人
間
の
生
ま
れ
た
後
に
形
成

さ
れ
た
習
慣
が
人
間
の
心
に
染
み
込
ん
で
あ
た
か
も
生
れ
な
が
ら
に
備
わ
る
性
質

の
よ
う
に
思
わ
せ
る
も
の
で
あ
り
、
単
に
「
習
」
と
も
い
い
、
ま
た
「
習
心
」「
凡

習
」
と
い
う
場
合
も
あ
る
。「
習
性
」「
習
心
」
が
一
旦
形
成
さ
れ
る
と
、

「
習
心
已
成
、
是
非
預
立
、
好
悪
私
作
、
充
塞
仁
義
。」（「
儒
生
雑
記
」、『
全
集
』

第
五
冊
、
五
二
頁
）

「
邪
念
雑
念
は
習
心
習
気
の
そ
の
妄
動
に
て
候
へ
ば
、
天
君
泰
然
た
れ
ば
い
つ
と

な
く
無
成
も
の
に
て
候
。」（「
儒
生
雑
記
」、『
全
集
』
第
五
冊
、
八
七
頁
）

と
あ
る
よ
う
に
、「
是
非
」「
好
悪
」
が
恣
意
的
な
も
の
と
な
り
、「
邪
念
」「
雑
念
」

を
生
ず
る
の
で
あ
り
、
更
に
、

「
気
質
の
性
、
清
濁
動
静
の
異
あ
り
と
い
へ
ど
も
、
赤
子
よ
り
三
才
に
至
る
ま
で
、

悪
と
云
べ
き
者
な
し
。
清
善
に
し
て
濁
悪
な
ら
ず
、
静
是
に
し
て
動
非
な
ら
ず
。

清
な
る
者
、
芸
術
な
ど
に
器
用
に
て
、
道
に
本
づ
か
ざ
る
時
は
却
て
悪
に
近
き
者

あ
り
。
濁
な
る
者
、
左
道
な
ど
に
迷
て
愚
痴
に
な
る
時
は
、
悪
に
近
き
者
あ
り
。

動
な
る
者
浮
躁
に
な
り
、
静
な
る
者
思
慮
多
し
て
病
を
生
ず
る
こ
と
あ
り
。
共
に

非
に
近
し
。
是
習
の
い
た
す
處
也
。」（『
論
語
小
解
』、『
全
集
』
第
四
冊
、
二
三

四
頁
）

と
も
あ
る
よ
う
に
、「
気
質
」
の
動
な
る
者
は
「
浮
躁
に
な
り
」
つ
ま
り
落
ち
着

き
が
無
く
な
り
、「
気
質
」
の
静
な
る
者
は
「
思
慮
多
し
て
病
を
生
ず
る
」
つ
ま

り
思
考
が
乱
雑
に
な
っ
て
し
ま
う
の
で
あ
る（

十
八
）。

　
陽
明
学
に
お
い
て
は
、「
習
性
」「
習
心
」
は
「
悪
」
の
根
源
と
さ
れ
て
い
る
。「
蓋
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　「
人
欲
」
に
つ
い
て
は
、

「
性
命
の
正
に
本
づ
き
て
天
理
の
上
よ
り
知
覚
す
る
時
は
こ
れ
を
道
心
と
云
。
形

気
の
末
に
よ
り
て
知
覚
す
る
時
は
こ
れ
を
人
心
と
云
。
尤
人
心
を
人
欲
と
見
も
所

に
よ
り
て
の
文
勢
也
。
堯
舜
伝
受
の
人
心
道
心
は
天
理
人
欲
を
さ
し
て
の
給
ふ
に

あ
ら
ず
。
人
欲
な
れ
ば
危
と
い
ふ
ま
で
も
な
く
悪
也
。
危
と
い
へ
る
も
の
は
今
あ

し
き
に
は
あ
ら
ざ
れ
ど
も
、
あ
し
く
な
る
べ
き
勢
を
い
ふ
な
り
。
人
心
は
此
形
の

有
間
、
形
に
つ
き
て
知
覚
運
動
す
る
も
の
を
さ
し
て
云
な
り
。
寒
暑
を
し
り
飲
食

男
女
を
知
所
也
。
こ
れ
を
人
欲
と
見
は
異
学
に
似
た
り
。
人
欲
に
は
あ
ら
ず
。
義

理
の
上
よ
り
知
覚
し
て
、
寒
を
ふ
せ
ぐ
べ
き
理
に
叶
て
ふ
せ
ぎ
、
暑
を
さ
く
べ
き

理
に
随
て
す
ず
し
く
し
、
飲
食
す
べ
き
理
あ
る
物
を
飲
食
し
、
男
女
も
礼
あ
り
理

あ
り
て
相
親
む
。
こ
れ
み
な
道
也
。
何
ぞ
人
心
を
人
欲
と
せ
ん
。
寒
暑
其
分
に
こ

え
て
温
涼
を
求
め
、
飲
食
己
に
得
ざ
る
物
を
飲
食
し
、
男
女
礼
を
ま
た
ず
理
に
不

叶
し
て
相
交
は
、
人
欲
の
私
な
り
。」（『
集
義
和
書
』、『
全
集
』
第
一
冊
、
三
七

四
頁
）

「
人
心
は
形
気
あ
り
て
よ
り
こ
の
か
た
の
心
也
。
気
散
じ
形
死
す
る
時
は
此
心
な

し
。
危
と
の
た
ま
ふ
者
は
形
気
の
心
に
は
欲
あ
り
。
欲
あ
り
て
主
な
き
時
は
流
れ

易
し
。
形
気
の
主
は
道
心
也
。
道
心
は
神
霊
妙
に
し
て
存
じ
が
た
く
、
失
ひ
易
し
。

存
じ
が
た
き
者
を
存
じ
、
失
ひ
や
す
き
者
を
失
は
ず
。
是
を
心
法
と
云
。
惟
精
惟

一
其
心
法
也
。
形
気
に
七
情
あ
り
。
喜
怒
哀
惧
愛
悪
欲
。
七
情
と
も
に
欲
を
根
と

す
。
飲
食
衣
服
も
欲
也
。
男
女
の
情
も
欲
也
。
欲
は
形
に
付
て
実
也
。
故
に
存
じ

易
く
発
し
や
す
し
。
道
心
を
そ
こ
な
ひ
易
し
。
礼
儀
に
随
て
欲
を
遂
る
を
生
楽
と

云
、
人
情
の
常
也
。
道
心
の
真
楽
に
は
あ
ら
ざ
れ
ど
も
、
道
心
を
害
せ
ず
。
若
礼

儀
に
不
随
し
て
欲
を
と
ぐ
る
時
は
、
甚
だ
道
心
を
害
し
、
人
情
の
正
を
失
て
悪
と

な
る
者
也
。
生
楽
も
又
随
て
亡
ぶ
。」（『
論
語
小
解
』、『
全
集
』
第
四
冊
、
二
五

八
頁
）

「
心
は
性
情
を
す
べ
て
霊
照
知
覚
す
る
者
也
。
人
心
ハ
此
形
の
有
間
の
心
な
り
。

形
に
ハ
欲
あ
り
。
故
に
危
し
。
危
と
ハ
欲
に
な
が
れ
て
正
を
失
ひ
易
き
也
。
…
、

人
心
は
人
欲
に
非
ず
。
人
欲
な
れ
ば
危
し
と
い
ふ
ま
で
も
な
く
悪
也
。
目
の
月
花

を
悦
び
、
耳
の
声
音
に
通
じ
、
鼻
の
梅
伽
羅
等
の
香
を
欲
し
、
飲
食
男
女
の
欲
等

を
人
心
と
い
ふ
。
人
生
の
生
楽
存
ず
。
物
あ
れ
ば
則
あ
り
。
形
気
に
欲
あ
れ
ば
形

気
の
欲
を
制
す
る
則
あ
り
。
則
は
道
心
也
。
義
理
ば
か
り
に
て
欲
な
き
は
生
れ
ぬ

前
也
。
欲
の
み
に
て
義
理
な
き
は
禽
獣
也
。
情
欲
の
義
理
に
し
た
が
ふ
を
道
と
い

ふ
。」（「
集
義
義
論
聞
書
」、『
全
集
』
第
六
冊
、
六
四
～
五
頁
）

な
ど
と
あ
る
。
こ
れ
ら
の
文
に
は
、「
道
心
」
ま
た
は
「
人
心
」
と
「
人
欲
」
と

の
違
い
に
つ
い
て
の
蕃
山
の
解
釈
を
窺
い
う
る
の
で
あ
る
。「
寒
を
ふ
せ
ぐ
べ
き

理
に
叶
て
ふ
せ
ぎ
、
暑
を
さ
く
べ
き
理
に
随
て
す
ず
し
く
し
、
飲
食
す
べ
き
理
あ

る
物
を
飲
食
し
、
男
女
も
礼
あ
り
理
あ
り
て
相
親
む
」
と
い
う
よ
う
な
、
人
間
の

生
命
を
維
持
す
る
為
に
欠
か
せ
な
い
基
本
的
な
生
理
的
欲
求
、「
目
の
月
花
を
悦

び
、
耳
の
声
音
に
通
じ
、
鼻
の
梅
伽
羅
等
の
香
を
欲
し
」
と
い
う
よ
う
な
、
人
間

の
外
物
に
対
す
る
自
然
の
反
応
と
し
て
の
情
感
を
「
人
心
」
と
し
て
、「
寒
暑
其

分
に
こ
え
て
温
涼
を
求
め
、
飲
食
己
に
得
ざ
る
物
を
飲
食
し
、
男
女
礼
を
ま
た
ず

理
に
不
叶
し
て
相
交
は
、
人
欲
の
私
な
り
」
と
い
う
よ
う
な
、
基
本
的
な
生
理
的

欲
求
を
越
え
た
様
々
な
欲
望
を
「
人
欲
」
と
規
定
し
、
そ
し
て
「
人
欲
な
れ
ば
危

と
い
ふ
ま
で
も
な
く
悪
也
」
と
断
定
し
た
の
で
あ
る
。
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「
人
心
」
は
「
欲（

十
六
）」

で
あ
る
が
、
必
ず
し
も
「
悪
」
で
は
な
い
。「
人
心
」
と
し

て
の
「
欲
」
は
、「
形
気
に
欲
あ
れ
ば
形
気
の
欲
を
制
す
る
則
あ
り
。
則
は
道
心
也
」

と
い
う
「
道
心
」
を
も
っ
て
制
御
す
れ
ば
善
な
る
も
の
と
認
め
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

「
道
心
」
の
制
御
を
か
け
て
い
な
い
、
欲
望
と
外
物
に
対
す
る
反
応
と
し
て
の
情

感
は
、「
私
欲
凡
情
も
後
来
習
た
る
く
せ
也
」（「
集
義
義
論
聞
書
」、『
全
集
』
第

六
冊
、
六
三
頁
）
と
あ
る
よ
う
に
、「
私
欲
」
や
「
凡
情
」
と
称
さ
れ
、
人
間
の

生
後
に
形
成
さ
れ
た
「
習
」
で
あ
る
と
こ
ろ
の
癖
と
考
え
ら
れ
て
い
た
の
で
あ
る
。

　
　
　
五

　「
習
俗
」
に
つ
い
て
は
、

「
奴
僕
を
う
て
、
た
た
け
な
ど
い
ふ
た
は
ぶ
れ
あ
り
。
お
さ
な
き
子
の
手
な
れ
ば
、

い
た
み
も
せ
ず
腹
も
立
ず
。
奴
僕
も
た
は
ぶ
れ
て
、
い
た
き
ぞ
、
か
な
し
き
ぞ
な

ど
い
へ
ば
、
其
子
い
よ
い
よ
勝
に
の
り
ぬ
。
こ
れ
人
の
い
た
み
を
い
た
む
の
本
心

を
そ
こ
な
へ
り
。
此
心
習
性
と
成
て
、
成
人
の
後
気
随
に
な
り
、
妻
子
を
い
か
り

の
の
し
り
、
下
人
を
う
ち
は
し
ら
か
し
な
ど
す
る
悪
行
の
根
と
成
、
朋
友
に
は
相

勝
相
争
の
慢
心
と
な
り
ぬ
。
世
上
の
人
を
見
る
に
、
慢
心
勝
心
の
つ
よ
き
者
は
、

朋
友
の
交
に
和
す
く
な
し
。」（『
集
義
和
書
』、『
全
集
』
第
一
冊
、
四
三
八
頁
）

「
常
の
産
な
く
て
常
の
心
な
き
は
、凡
人
の
習
也
。」（『
孝
経
外
伝
或
問
』、『
全
集
』

第
三
冊
、
一
六
五
頁
）

「
習
性
と
成
候
事
如
何
。
云
、
後
来
習
そ
み
た
る
事
後
ニ
ハ
本
性
自
然
之
様
ニ
成

物
也
。
其
を
習
性
と
成
と
云
也
。」（「
集
義
義
論
聞
書
」、『
全
集
』
第
六
冊
、
五

八
頁
）

な
ど
と
あ
る（

十
七
）。「

習
俗
」
は
「
習
性
」
と
も
い
い
、
人
間
の
生
ま
れ
た
後
に
形
成

さ
れ
た
習
慣
が
人
間
の
心
に
染
み
込
ん
で
あ
た
か
も
生
れ
な
が
ら
に
備
わ
る
性
質

の
よ
う
に
思
わ
せ
る
も
の
で
あ
り
、
単
に
「
習
」
と
も
い
い
、
ま
た
「
習
心
」「
凡

習
」
と
い
う
場
合
も
あ
る
。「
習
性
」「
習
心
」
が
一
旦
形
成
さ
れ
る
と
、

「
習
心
已
成
、
是
非
預
立
、
好
悪
私
作
、
充
塞
仁
義
。」（「
儒
生
雑
記
」、『
全
集
』

第
五
冊
、
五
二
頁
）

「
邪
念
雑
念
は
習
心
習
気
の
そ
の
妄
動
に
て
候
へ
ば
、
天
君
泰
然
た
れ
ば
い
つ
と

な
く
無
成
も
の
に
て
候
。」（「
儒
生
雑
記
」、『
全
集
』
第
五
冊
、
八
七
頁
）

と
あ
る
よ
う
に
、「
是
非
」「
好
悪
」
が
恣
意
的
な
も
の
と
な
り
、「
邪
念
」「
雑
念
」

を
生
ず
る
の
で
あ
り
、
更
に
、

「
気
質
の
性
、
清
濁
動
静
の
異
あ
り
と
い
へ
ど
も
、
赤
子
よ
り
三
才
に
至
る
ま
で
、

悪
と
云
べ
き
者
な
し
。
清
善
に
し
て
濁
悪
な
ら
ず
、
静
是
に
し
て
動
非
な
ら
ず
。

清
な
る
者
、
芸
術
な
ど
に
器
用
に
て
、
道
に
本
づ
か
ざ
る
時
は
却
て
悪
に
近
き
者

あ
り
。
濁
な
る
者
、
左
道
な
ど
に
迷
て
愚
痴
に
な
る
時
は
、
悪
に
近
き
者
あ
り
。

動
な
る
者
浮
躁
に
な
り
、
静
な
る
者
思
慮
多
し
て
病
を
生
ず
る
こ
と
あ
り
。
共
に

非
に
近
し
。
是
習
の
い
た
す
處
也
。」（『
論
語
小
解
』、『
全
集
』
第
四
冊
、
二
三

四
頁
）

と
も
あ
る
よ
う
に
、「
気
質
」
の
動
な
る
者
は
「
浮
躁
に
な
り
」
つ
ま
り
落
ち
着

き
が
無
く
な
り
、「
気
質
」
の
静
な
る
者
は
「
思
慮
多
し
て
病
を
生
ず
る
」
つ
ま

り
思
考
が
乱
雑
に
な
っ
て
し
ま
う
の
で
あ
る（

十
八
）。

　
陽
明
学
に
お
い
て
は
、「
習
性
」「
習
心
」
は
「
悪
」
の
根
源
と
さ
れ
て
い
る
。「
蓋
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し
今
に
至
り
て
は
、
功
利
の
毒
の
人
の
心
髄
に
淪
浹
し
て
、
而
も
習
い
ひ
て
以
て

性
と
成
る
や
幾
千
年
な
り（

十
九
）」

と
陽
明
は
い
う
。
王
陽
明
の
い
う
「
習
心
」
は
つ
ま

り
功
利
を
慕
う
社
会
的
習
性
で
あ
る
。
そ
の
功
利
を
慕
う
社
会
的
習
性
が
感
情
や

思
惟
に
働
き
か
け
る
こ
と
に
よ
っ
て
感
覚
に
基
づ
い
て
の
認
識
が
得
ら
れ
な
く
な

り
、
そ
の
時
に
得
た
認
識
は
「
私
意
」
で
あ
っ
て
客
観
的
認
識
に
対
し
て
言
え
ば

即
ち
恣
意
・
憶
測
で
あ
り
、
私
意
・
憶
測
は
「
悪
」
で
あ
っ
て
こ
れ
に
従
っ
て
の

行
為
も
当
然
「
悪
」
と
す
る
。
朱
子
は
「
気
」「
理
」「
性
」「
情
」「
心
」
と
い
う

理
論
構
成
の
枠
内
で
「
悪
」
の
根
源
を
見
出
そ
う
と
し
た
の
で
あ
れ
ば
、
陽
明
は

「
気
」「
理
」「
性
」「
情
」「
心
」
と
い
う
理
論
構
成
の
枠
内
に
で
は
な
く
、
社
会

的
習
性
に
「
悪
」
の
根
源
を
求
め
た
の
で
あ
る
。
こ
れ
が
陽
明
の
学
説
と
朱
子
の

学
説
と
の
最
大
相
違
点
で
あ
る（

二
十
）。

蕃
山
は
、「
聖
人
は
気
清
明
に
質
正
直
な
れ
ば
、

後
来
の
習
染
こ
と
あ
た
は
ず
、
凡
人
は
気
濁
り
質
偏
な
る
故
に
習
に
染
易
し
、
成

人
に
随
て
天
性
の
誠
あ
る
が
如
く
な
き
が
如
し
。」（『
中
庸
小
解
』、『
全
集
』
第

三
冊
、
三
三
七
頁
）
と
い
う
記
述
が
示
す
よ
う
に
、「
習
俗
」
の
形
成
に
「
気
質
」

の
濁
偏
と
の
関
連
性
を
持
た
せ
た
の
で
あ
る
。

　「
気
質
の
偏
」
に
つ
い
て
は
、
ま
ず
、

「
土
は
陰
に
し
て
質
也
。
厚
薄
軽
重
強
弱
あ
り
て
濁
有
。
水
火
木
金
は
陽
に
し
て

気
也
。
厚
薄
軽
重
強
弱
の
扁
あ
り
て
濁
な
し
。
質
は
気
を
は
な
れ
ず
、
気
は
本
濁

な
け
れ
共
、
質
に
よ
り
て
濁
を
な
し
、
又
清
の
ま
ま
に
し
て
扁
あ
り
。
質
の
濁
と

気
の
扁
に
よ
り
て
、
美
悪
強
弱
の
気
質
あ
る
也
。」（「
気
質
理
利
之
解
」、『
全
集
』

第
五
冊
、
一
○
七
頁
）

と
い
う
論
述
が
挙
げ
ら
れ
る
。「
五
行
」
を
「
気
」
と
「
質
」
に
分
け
て
お
き
な

が
ら
「
気
」
と
「
質
」
を
一
体
の
も
の
と
し
、
そ
し
て
「
気
」
に
は
偏
り
が
あ
り
、

「
質
」
に
は
濁
り
が
あ
る
と
し
て
、「
気
質
」
の
偏
濁
の
そ
の
程
度
の
差
が
「
美
悪

強
弱
」
を
定
め
る
と
し
た
。
こ
れ
が
蕃
山
思
想
に
お
け
る
「
気
質
」
概
念
の
基
本

義
で
あ
る
。
蕃
山
は
更
に
次
の
よ
う
に
具
体
的
に
論
じ
て
い
る
。

「
水
気
を
多
覚
た
る
人
は
知
あ
つ
し
。
土
信
の
質
に
濁
薄
け
れ
ば
知
に
信
あ
り
て

明
か
な
り
。
又
知
に
才
知
あ
り
、
本
才
あ
り
。
才
知
は
全
体
の
気
に
あ
り
。
本
才

は
心
の
性
に
あ
り
。
才
知
は
陰
也
。
本
才
は
陽
也
。
陰
に
は
利
あ
り
。
陽
に
は
理

あ
り
。
故
に
才
知
に
は
利
根
あ
り
。
本
才
に
は
発
明
あ
り
。
本
才
に
は
才
知
を
兼

こ
と
あ
れ
ど
も
、
才
知
に
は
本
才
を
兼
ず
。
陰
に
陽
を
兼
ざ
る
自
然
な
り
。
…
。

利
欲
色
欲
ふ
か
き
人
此
気
質
に
多
し
。
才
知
よ
り
趣
所
也
。
其
本
は
土
信
の
質
の

濁
に
よ
る
の
み
。」（「
気
質
理
利
之
解
」、『
全
集
』
第
五
冊
、
一
○
八
頁
）

「
土
気
多
受
て
濁
な
く
、
水
火
木
金
の
気
各
ひ
と
し
く
あ
つ
く
う
け
て
、
扁
な
き

は
君
子
の
質
也
。
学
て
聖
賢
に
至
事
速
か
也
。
か
く
美
火
の
気
質
と
い
へ
ど
も
、

学
ば
ざ
る
時
は
質
は
土
な
れ
ば
、
に
ご
り
や
す
く
、
に
ご
る
時
は
水
す
ま
ず
し
て

知
て
ら
さ
ず
。
仁
義
礼
共
に
信
正
し
か
ら
ず
し
て
、天
然
の
気
質
を
害
ふ
。」（「
気

質
理
利
之
解
」、『
全
集
』
第
五
冊
、
一
○
九
頁
）

こ
れ
ら
の
論
述
に
よ
っ
て
、「
気
質
」
の
偏
濁
が
ど
の
よ
う
に
人
間
の
内
面
世
界

の
形
成
に
影
響
を
与
え
て
い
る
の
か
が
知
ら
れ
る
の
で
あ
る

（
二
十
一
）。

つ
ま
り
、
人
間

の
体
内
に
満
ち
流
れ
て
い
る
「
気
」（
水
火
木
金
の
気
と
土
の
質
）
に
偏
濁
が
あ

る
が
為
に
、
天
よ
り
賦
与
さ
れ
た
「
仁
義
礼
智
信
」
の
性
が
そ
れ
ぞ
れ
十
分
且
つ

均
等
に
顕
現
で
き
な
い
こ
と
に
な
り
、
そ
こ
で
、
人
間
は
不
善
を
為
し
て
し
ま
う
、

と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
従
っ
て
、「
気
質
」
の
偏
濁
を
除
く
こ
と
が
即
ち
「
気
質

熊
沢
蕃
山
の
「
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変
化
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変
化
」
で
あ
る
。「
学
て
聖
賢
に
至
事
速
か
也
」
や
「
是
も
道
学
あ
ら
ば
気
質
変

化
有
べ
し
」（「
気
質
理
利
之
解
」、『
全
集
』
第
五
冊
、
一
一
一
頁
）
な
ど
は
、
学

ぶ
こ
と
を
通
じ
て
「
気
質
」
を
変
化
す
る
こ
と
が
で
き
る
と
い
う
こ
と
を
示
し
て

い
る
の
で
あ
る
。
で
は
、
蕃
山
の
い
う
「
学
」
と
は
何
か
。

　『
集
義
和
書
』
に
は
、

「
道
理
本
行
は
我
心
な
り
。
経
伝
は
我
心
の
道
理
を
解
し
た
る
も
の
な
り
。
経
伝

を
よ
み
得
て
悦
ぶ
も
の
は
、
我
心
の
道
理
を
見
得
た
れ
ば
な
り
。
我
心
の
道
理
は

無
窮
な
り
。
書
中
の
一
章
を
肝
要
と
し
て
止
る
べ
か
ら
ず
。
又
甚
解
す
べ
か
ら
ず
。

甚
解
す
る
時
は
書
を
本
行
と
し
て
、
我
心
を
失
ふ
の
弊
あ
り
。
吾
心
の
位
と
学
術

の
す
す
む
と
に
し
た
が
ひ
て
、
受
用
の
要
と
思
ふ
所
は
、
時
に
よ
り
か
は
り
あ
る

も
の
に
候
。
故
に
時
に
我
心
に
受
用
の
要
を
得
ば
よ
き
な
り
。
広
く
わ
た
り
て
道

徳
を
涵
養
し
、
日
新
の
功
を
積
て
、
気
質
を
変
化
し
給
ふ
べ
し
。」（『
全
集
』
第

一
冊
、
一
一
三
頁
）

と
あ
る
。
こ
の
記
述
で
は
、「
経
伝
を
よ
み
」、「
我
心
に
受
用
の
要
を
得
」、「
日

新
の
功
を
積
て
」
と
い
う
三
つ
の
こ
と
を
挙
げ
て
い
る
。『
集
義
和
書
』
に
は
ま
た
、

「
孔
子
の
顔
子
に
伝
給
ふ
非
礼
視
聴
言
動
す
る
こ
と
な
か
れ
と
、
こ
れ
皆
格
物
致

知
の
義
な
り
」（『
全
集
』
第
一
冊
、
一
八
六
～
七
頁
）
と
あ
り
、「
致
知
格
物
は

誠
意
の
工
夫
な
り
」（『
全
集
』
第
一
冊
、二
一
九
頁
）
と
あ
る
。
こ
の
二
文
が
、「
経

伝
を
よ
み
」（『
論
語
』
顔
淵
篇
に
「
子
曰
、
非
礼
勿
視
、
非
礼
勿
聴
、
非
礼
勿
言
、

非
礼
勿
動
」
と
あ
る
）
と
「
我
心
に
受
用
の
要
を
得
」（「
皆
格
物
致
知
の
義
」
と

理
解
す
る
こ
と
）
と
の
関
連
、
そ
し
て
「
日
新
の
功
を
積
て
」
の
内
容
（
つ
ま
り

「
誠
意
の
工
夫
」）
を
示
し
て
い
る
。
こ
れ
が
即
ち
、
蕃
山
の
い
う
「
学
」
ま
た
は

「
学
術
」
の
内
容
で
あ
ろ
う
と
思
わ
れ
る
。「
経
伝
を
よ
み
」「
我
心
に
受
用
の
要

を
得
」
の
二
者
と
「
日
新
の
功
を
積
て
」
は
、「
知
く
ら
み
て
は
理
に
通
所
明
か

な
ら
ず
、
通
ぜ
ざ
る
時
は
疑
あ
り
て
見
所
の
理
に
も
す
み
や
か
に
し
た
が
ひ
て
行

が
た
し
。
故
に
知
行
わ
か
れ
て
其
功
む
な
し
。
学
術
も
益
な
き
所
に
し
て
欲
長
す

れ
ば
終
に
理
学
知
を
助
る
の
害
也
。
…
。
知
行
合
一
に
し
て
其
功
む
な
し
か
ら
ず
、

学
術
の
益
あ
る
所
也
」（「
気
質
理
利
之
解
」、『
全
集
』
第
五
冊
、
一
一
三
頁
）
と

い
う
叙
述
に
よ
れ
ば
、
つ
ま
り
「
知
」
と
「
行
」
の
こ
と
だ
と
理
解
で
き
る
。
蕃

山
は
「
知
行
合
一
」
を
主
張
し
て
い
る

（
二
十
二
）。

　
周
知
の
如
く
、「
格
物
」
と
「
致
知
」
は
い
ず
れ
も
、
儒
教
の
「
工
夫
」
論
に

お
け
る
重
要
な
概
念
で
あ
る
。「
格
物
」「
致
知
」
に
つ
い
て
蕃
山
は
、

「
慎
独
の
工
夫
は
誠
意
な
り
。
自
欺
こ
と
な
き
も
の
は
独
を
慎
に
あ
ら
ず
や
。
致

知
は
た
だ
聖
人
に
至
る
の
的
な
り
。
工
夫
は
全
く
格
物
に
あ
り
。
格
物
は
下
学
な

り
。
致
知
は
上
達
な
り
。」（『
集
義
和
書
』、『
全
集
』
第
一
冊
、
二
二
〇
～
一
頁
）

「
格
物
致
知
の
心
得
は
天
子
よ
り
庶
人
に
至
ま
で
か
は
る
事
な
し
。
格
は
た
だ
し

ふ
せ
ぐ
の
心
あ
り
。
格
物
は
克
己
な
り
、
致
知
は
復
礼
な
り
。
克
己
復
礼
は
顔
子

に
告
た
ま
ふ
ご
と
く
な
れ
ば
、
其
語
意
高
し
て
初
学
の
取
入
が
た
き
處
有
。
同
じ

心
法
な
れ
ど
も
格
物
致
知
と
い
へ
ば
、
初
学
の
人
も
取
入
こ
と
安
し
。
物
は
事
の

体
に
し
て
、
事
は
物
の
用
也
。
耳
目
口
手
足
の
物
あ
れ
ば
、
視
聴
言
動
の
事
あ
り
。

天
下
の
事
視
聴
言
動
よ
り
本
な
る
は
な
く
近
き
は
な
し
。
故
に
格
物
の
始
は
視
聴

言
動
の
非
心
を
た
だ
し
、
耳
目
口
身
の
欲
を
ふ
せ
ぐ
に
あ
り
。
ふ
せ
ぐ
と
て
物
を

た
つ
に
は
あ
ら
ず
、
其
分
の
得
べ
き
道
理
に
随
て
其
外
を
し
た
は
ず
、
過
て
と
ど

め
ず
、慮
し
て
か
へ
さ
ず
。」（『
大
学
和
解
』、『
全
集
』
第
三
冊
、二
二
二
～
三
頁
）
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し
今
に
至
り
て
は
、
功
利
の
毒
の
人
の
心
髄
に
淪
浹
し
て
、
而
も
習
い
ひ
て
以
て

性
と
成
る
や
幾
千
年
な
り（

十
九
）」

と
陽
明
は
い
う
。
王
陽
明
の
い
う
「
習
心
」
は
つ
ま

り
功
利
を
慕
う
社
会
的
習
性
で
あ
る
。
そ
の
功
利
を
慕
う
社
会
的
習
性
が
感
情
や

思
惟
に
働
き
か
け
る
こ
と
に
よ
っ
て
感
覚
に
基
づ
い
て
の
認
識
が
得
ら
れ
な
く
な

り
、
そ
の
時
に
得
た
認
識
は
「
私
意
」
で
あ
っ
て
客
観
的
認
識
に
対
し
て
言
え
ば

即
ち
恣
意
・
憶
測
で
あ
り
、
私
意
・
憶
測
は
「
悪
」
で
あ
っ
て
こ
れ
に
従
っ
て
の

行
為
も
当
然
「
悪
」
と
す
る
。
朱
子
は
「
気
」「
理
」「
性
」「
情
」「
心
」
と
い
う

理
論
構
成
の
枠
内
で
「
悪
」
の
根
源
を
見
出
そ
う
と
し
た
の
で
あ
れ
ば
、
陽
明
は

「
気
」「
理
」「
性
」「
情
」「
心
」
と
い
う
理
論
構
成
の
枠
内
に
で
は
な
く
、
社
会

的
習
性
に
「
悪
」
の
根
源
を
求
め
た
の
で
あ
る
。
こ
れ
が
陽
明
の
学
説
と
朱
子
の

学
説
と
の
最
大
相
違
点
で
あ
る（

二
十
）。

蕃
山
は
、「
聖
人
は
気
清
明
に
質
正
直
な
れ
ば
、

後
来
の
習
染
こ
と
あ
た
は
ず
、
凡
人
は
気
濁
り
質
偏
な
る
故
に
習
に
染
易
し
、
成

人
に
随
て
天
性
の
誠
あ
る
が
如
く
な
き
が
如
し
。」（『
中
庸
小
解
』、『
全
集
』
第

三
冊
、
三
三
七
頁
）
と
い
う
記
述
が
示
す
よ
う
に
、「
習
俗
」
の
形
成
に
「
気
質
」

の
濁
偏
と
の
関
連
性
を
持
た
せ
た
の
で
あ
る
。

　「
気
質
の
偏
」
に
つ
い
て
は
、
ま
ず
、

「
土
は
陰
に
し
て
質
也
。
厚
薄
軽
重
強
弱
あ
り
て
濁
有
。
水
火
木
金
は
陽
に
し
て

気
也
。
厚
薄
軽
重
強
弱
の
扁
あ
り
て
濁
な
し
。
質
は
気
を
は
な
れ
ず
、
気
は
本
濁

な
け
れ
共
、
質
に
よ
り
て
濁
を
な
し
、
又
清
の
ま
ま
に
し
て
扁
あ
り
。
質
の
濁
と

気
の
扁
に
よ
り
て
、
美
悪
強
弱
の
気
質
あ
る
也
。」（「
気
質
理
利
之
解
」、『
全
集
』

第
五
冊
、
一
○
七
頁
）

と
い
う
論
述
が
挙
げ
ら
れ
る
。「
五
行
」
を
「
気
」
と
「
質
」
に
分
け
て
お
き
な

が
ら
「
気
」
と
「
質
」
を
一
体
の
も
の
と
し
、
そ
し
て
「
気
」
に
は
偏
り
が
あ
り
、

「
質
」
に
は
濁
り
が
あ
る
と
し
て
、「
気
質
」
の
偏
濁
の
そ
の
程
度
の
差
が
「
美
悪

強
弱
」
を
定
め
る
と
し
た
。
こ
れ
が
蕃
山
思
想
に
お
け
る
「
気
質
」
概
念
の
基
本

義
で
あ
る
。
蕃
山
は
更
に
次
の
よ
う
に
具
体
的
に
論
じ
て
い
る
。

「
水
気
を
多
覚
た
る
人
は
知
あ
つ
し
。
土
信
の
質
に
濁
薄
け
れ
ば
知
に
信
あ
り
て

明
か
な
り
。
又
知
に
才
知
あ
り
、
本
才
あ
り
。
才
知
は
全
体
の
気
に
あ
り
。
本
才

は
心
の
性
に
あ
り
。
才
知
は
陰
也
。
本
才
は
陽
也
。
陰
に
は
利
あ
り
。
陽
に
は
理

あ
り
。
故
に
才
知
に
は
利
根
あ
り
。
本
才
に
は
発
明
あ
り
。
本
才
に
は
才
知
を
兼

こ
と
あ
れ
ど
も
、
才
知
に
は
本
才
を
兼
ず
。
陰
に
陽
を
兼
ざ
る
自
然
な
り
。
…
。

利
欲
色
欲
ふ
か
き
人
此
気
質
に
多
し
。
才
知
よ
り
趣
所
也
。
其
本
は
土
信
の
質
の

濁
に
よ
る
の
み
。」（「
気
質
理
利
之
解
」、『
全
集
』
第
五
冊
、
一
○
八
頁
）

「
土
気
多
受
て
濁
な
く
、
水
火
木
金
の
気
各
ひ
と
し
く
あ
つ
く
う
け
て
、
扁
な
き

は
君
子
の
質
也
。
学
て
聖
賢
に
至
事
速
か
也
。
か
く
美
火
の
気
質
と
い
へ
ど
も
、

学
ば
ざ
る
時
は
質
は
土
な
れ
ば
、
に
ご
り
や
す
く
、
に
ご
る
時
は
水
す
ま
ず
し
て

知
て
ら
さ
ず
。
仁
義
礼
共
に
信
正
し
か
ら
ず
し
て
、天
然
の
気
質
を
害
ふ
。」（「
気

質
理
利
之
解
」、『
全
集
』
第
五
冊
、
一
○
九
頁
）

こ
れ
ら
の
論
述
に
よ
っ
て
、「
気
質
」
の
偏
濁
が
ど
の
よ
う
に
人
間
の
内
面
世
界

の
形
成
に
影
響
を
与
え
て
い
る
の
か
が
知
ら
れ
る
の
で
あ
る

（
二
十
一
）。

つ
ま
り
、
人
間

の
体
内
に
満
ち
流
れ
て
い
る
「
気
」（
水
火
木
金
の
気
と
土
の
質
）
に
偏
濁
が
あ

る
が
為
に
、
天
よ
り
賦
与
さ
れ
た
「
仁
義
礼
智
信
」
の
性
が
そ
れ
ぞ
れ
十
分
且
つ

均
等
に
顕
現
で
き
な
い
こ
と
に
な
り
、
そ
こ
で
、
人
間
は
不
善
を
為
し
て
し
ま
う
、

と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
従
っ
て
、「
気
質
」
の
偏
濁
を
除
く
こ
と
が
即
ち
「
気
質

熊
沢
蕃
山
の
「
気
質
変
化
」

　
　孫

　路
易
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変
化
」
で
あ
る
。「
学
て
聖
賢
に
至
事
速
か
也
」
や
「
是
も
道
学
あ
ら
ば
気
質
変

化
有
べ
し
」（「
気
質
理
利
之
解
」、『
全
集
』
第
五
冊
、
一
一
一
頁
）
な
ど
は
、
学

ぶ
こ
と
を
通
じ
て
「
気
質
」
を
変
化
す
る
こ
と
が
で
き
る
と
い
う
こ
と
を
示
し
て

い
る
の
で
あ
る
。
で
は
、
蕃
山
の
い
う
「
学
」
と
は
何
か
。

　『
集
義
和
書
』
に
は
、

「
道
理
本
行
は
我
心
な
り
。
経
伝
は
我
心
の
道
理
を
解
し
た
る
も
の
な
り
。
経
伝

を
よ
み
得
て
悦
ぶ
も
の
は
、
我
心
の
道
理
を
見
得
た
れ
ば
な
り
。
我
心
の
道
理
は

無
窮
な
り
。
書
中
の
一
章
を
肝
要
と
し
て
止
る
べ
か
ら
ず
。
又
甚
解
す
べ
か
ら
ず
。

甚
解
す
る
時
は
書
を
本
行
と
し
て
、
我
心
を
失
ふ
の
弊
あ
り
。
吾
心
の
位
と
学
術

の
す
す
む
と
に
し
た
が
ひ
て
、
受
用
の
要
と
思
ふ
所
は
、
時
に
よ
り
か
は
り
あ
る

も
の
に
候
。
故
に
時
に
我
心
に
受
用
の
要
を
得
ば
よ
き
な
り
。
広
く
わ
た
り
て
道

徳
を
涵
養
し
、
日
新
の
功
を
積
て
、
気
質
を
変
化
し
給
ふ
べ
し
。」（『
全
集
』
第

一
冊
、
一
一
三
頁
）

と
あ
る
。
こ
の
記
述
で
は
、「
経
伝
を
よ
み
」、「
我
心
に
受
用
の
要
を
得
」、「
日

新
の
功
を
積
て
」
と
い
う
三
つ
の
こ
と
を
挙
げ
て
い
る
。『
集
義
和
書
』
に
は
ま
た
、

「
孔
子
の
顔
子
に
伝
給
ふ
非
礼
視
聴
言
動
す
る
こ
と
な
か
れ
と
、
こ
れ
皆
格
物
致

知
の
義
な
り
」（『
全
集
』
第
一
冊
、
一
八
六
～
七
頁
）
と
あ
り
、「
致
知
格
物
は

誠
意
の
工
夫
な
り
」（『
全
集
』
第
一
冊
、二
一
九
頁
）
と
あ
る
。
こ
の
二
文
が
、「
経

伝
を
よ
み
」（『
論
語
』
顔
淵
篇
に
「
子
曰
、
非
礼
勿
視
、
非
礼
勿
聴
、
非
礼
勿
言
、

非
礼
勿
動
」
と
あ
る
）
と
「
我
心
に
受
用
の
要
を
得
」（「
皆
格
物
致
知
の
義
」
と

理
解
す
る
こ
と
）
と
の
関
連
、
そ
し
て
「
日
新
の
功
を
積
て
」
の
内
容
（
つ
ま
り

「
誠
意
の
工
夫
」）
を
示
し
て
い
る
。
こ
れ
が
即
ち
、
蕃
山
の
い
う
「
学
」
ま
た
は

「
学
術
」
の
内
容
で
あ
ろ
う
と
思
わ
れ
る
。「
経
伝
を
よ
み
」「
我
心
に
受
用
の
要

を
得
」
の
二
者
と
「
日
新
の
功
を
積
て
」
は
、「
知
く
ら
み
て
は
理
に
通
所
明
か

な
ら
ず
、
通
ぜ
ざ
る
時
は
疑
あ
り
て
見
所
の
理
に
も
す
み
や
か
に
し
た
が
ひ
て
行

が
た
し
。
故
に
知
行
わ
か
れ
て
其
功
む
な
し
。
学
術
も
益
な
き
所
に
し
て
欲
長
す

れ
ば
終
に
理
学
知
を
助
る
の
害
也
。
…
。
知
行
合
一
に
し
て
其
功
む
な
し
か
ら
ず
、

学
術
の
益
あ
る
所
也
」（「
気
質
理
利
之
解
」、『
全
集
』
第
五
冊
、
一
一
三
頁
）
と

い
う
叙
述
に
よ
れ
ば
、
つ
ま
り
「
知
」
と
「
行
」
の
こ
と
だ
と
理
解
で
き
る
。
蕃

山
は
「
知
行
合
一
」
を
主
張
し
て
い
る

（
二
十
二
）。

　
周
知
の
如
く
、「
格
物
」
と
「
致
知
」
は
い
ず
れ
も
、
儒
教
の
「
工
夫
」
論
に

お
け
る
重
要
な
概
念
で
あ
る
。「
格
物
」「
致
知
」
に
つ
い
て
蕃
山
は
、

「
慎
独
の
工
夫
は
誠
意
な
り
。
自
欺
こ
と
な
き
も
の
は
独
を
慎
に
あ
ら
ず
や
。
致

知
は
た
だ
聖
人
に
至
る
の
的
な
り
。
工
夫
は
全
く
格
物
に
あ
り
。
格
物
は
下
学
な

り
。
致
知
は
上
達
な
り
。」（『
集
義
和
書
』、『
全
集
』
第
一
冊
、
二
二
〇
～
一
頁
）

「
格
物
致
知
の
心
得
は
天
子
よ
り
庶
人
に
至
ま
で
か
は
る
事
な
し
。
格
は
た
だ
し

ふ
せ
ぐ
の
心
あ
り
。
格
物
は
克
己
な
り
、
致
知
は
復
礼
な
り
。
克
己
復
礼
は
顔
子

に
告
た
ま
ふ
ご
と
く
な
れ
ば
、
其
語
意
高
し
て
初
学
の
取
入
が
た
き
處
有
。
同
じ

心
法
な
れ
ど
も
格
物
致
知
と
い
へ
ば
、
初
学
の
人
も
取
入
こ
と
安
し
。
物
は
事
の

体
に
し
て
、
事
は
物
の
用
也
。
耳
目
口
手
足
の
物
あ
れ
ば
、
視
聴
言
動
の
事
あ
り
。

天
下
の
事
視
聴
言
動
よ
り
本
な
る
は
な
く
近
き
は
な
し
。
故
に
格
物
の
始
は
視
聴

言
動
の
非
心
を
た
だ
し
、
耳
目
口
身
の
欲
を
ふ
せ
ぐ
に
あ
り
。
ふ
せ
ぐ
と
て
物
を

た
つ
に
は
あ
ら
ず
、
其
分
の
得
べ
き
道
理
に
随
て
其
外
を
し
た
は
ず
、
過
て
と
ど

め
ず
、慮
し
て
か
へ
さ
ず
。」（『
大
学
和
解
』、『
全
集
』
第
三
冊
、二
二
二
～
三
頁
）



岡
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と
述
べ
、「
工
夫
は
全
く
格
物
に
あ
り
」
と
し
、
ま
た
、「
格
物
」
は
「
視
聴
言
動

の
非
心
を
た
だ
し
、
耳
目
口
身
の
欲
を
ふ
せ
ぐ
」
こ
と
か
ら
始
め
る
べ
き
だ
と
考

え
た
。
更
に
、「
視
聴
言
動
の
四
の
も
の
、
思
を
主
と
せ
ず
と
云
こ
と
な
し
」（『
集

義
和
書
』、『
全
集
』
第
一
冊
、
一
八
七
頁
）、「
思
は
視
聴
言
動
の
四
の
物
に
こ
も

る
事
也
。
四
徳
に
信
の
こ
も
る
と
お
な
じ
こ
と
也
」（「
息
先
生
道
談
」、『
全
集
』

第
五
冊
、
三
六
一
頁
）
と
も
い
い
、「
思
」
を
最
も
枢
要
的
な
働
き
と
し
た
の
で

あ
る

（
二
十
三
）。

結
局
の
と
こ
ろ
、

「
間
思
雑
慮
と
思
と
の
別
如
何
。
云
、
思
べ
き
事
を
思
ふ
は
心
ノ
官
也
。
思
ま
じ

き
事
を
思
を
間
思
と
云
。
指
当
り
用
ヲ
な
す
所
ニ
お
ゐ
て
色
々
ノ
事
を
思
は
か
る

を
雑
慮
と
云
。
工
夫
と
は
い
か
が
。
或
ハ
明
徳
を
明
ニ
シ
人
ヲ
親
ニ
あ
り
と
ハ
い

か
成
事
ぞ
と
事
ニ
つ
い
て
其
理
を
思
案
す
る
を
工
夫
と
云
也
。」（『
集
義
義
論
聞

書
』、『
全
集
』
第
六
冊
、
三
四
頁
）

と
あ
る
よ
う
に
、「
工
夫
」
は
つ
ま
り
、事
（
つ
ま
り
事
物
）
に
つ
い
て
そ
の
「
理
」

を
考
え
る
こ
と
だ
と
言
え
る
の
で
あ
る
。
だ
が
、
こ
の
事
（
事
物
）
は
、
朱
子
の

い
う
「
事
々
物
々
」
と
か
な
り
意
味
が
異
な
り
、
人
間
以
外
の
事
物
が
含
ま
れ
て

い
な
い
の
で
あ
る
。

「
問
、
格
物
ヲ
陽
明
ノ
五
事
と
被
見
た
る
を
尤
と
存
候
。
朱
子
ハ
天
下
ノ
物
と
注

せ
ら
れ
候
。
天
下
ノ
事
々
物
々
ノ
理
ヲ
知
ン
ト
日
を
不
足
と
す
る
が
ご
と
し
。
如

何
。
云
、
天
下
事
々
物
々
ノ
理
ニ
心
ヲ
付
る
ハ
物
ヲ
遂
ニ
而
受
用
ニ
害
あ
り
。
只

我
心
ノ
惑
あ
る
處
ニ
付
て
、
其
理
を
究
る
が
よ
き
也
。」（『
集
義
義
論
聞
書
』、『
全

集
』
第
六
冊
、
六
七
頁
）

「
五
倫
の
交
り
ニ
お
ゐ
て
此
明
徳
を
明
に
す
。
鳥
は
林
に
棲
、
空
を
か
け
り
、
魚

は
淵
泉
に
す
む
。
車
は
陸
を
や
り
、
舟
は
河
海
に
浮
む
、
皆
其
天
性
也
。
其
天
性

に
あ
ら
ざ
れ
ば
妙
用
あ
ら
は
れ
ず
。
故
に
明
々
徳
ハ
五
倫
の
交
り
ニ
お
ゐ
て
五
典

十
義
を
行
ふ
に
あ
り
。」（『
集
義
義
論
聞
書
』、『
全
集
』
第
六
冊
、
五
一
頁
）

と
見
え
、
専
ら
人
間
の
天
性
た
る
「
明
徳
」（
仁
義
礼
智
の
理
）
を
明
ら
か
に
し
、

そ
し
て
視
聴
言
動
の
諸
働
き
を
そ
の
「
理
」
に
従
っ
て
行
わ
せ
る
こ
と
が
、「
思
」

の
あ
る
べ
き
働
き
方
で
あ
る
、
と
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る

（
二
十
四
）。

　
　
　
六

　
太
虚
或
は
太
極
は
、
気
と
理
の
統
一
体
で
あ
り
、
自
然
界
の
あ
ら
ゆ
る
物
体
を

生
成
成
長
す
る
最
も
根
源
的
な
存
在
で
あ
る
。
そ
の
気
の
「
屈
伸
」
或
は
「
動
静
」

の
運
動
が
陰
陽
の
二
気
を
生
じ
、
陰
気
と
陽
気
の
そ
の
軽
く
清
ら
か
な
気
は
上
昇

し
て
天
と
な
り
、
そ
の
重
く
濁
っ
た
気
（
質
）
が
下
降
し
て
地
に
な
り
、
更
に
天

の
気
と
地
の
質
が
理
（
元
亨
利
貞
）
に
従
っ
て
流
通
し
融
合
し
て
、
春
夏
秋
冬
の

四
季
を
生
じ
循
環
さ
せ
、
そ
こ
で
万
物
の
生
成
成
長
を
促
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

　
人
間
の
場
合
、
天
の
気
と
地
の
質
を
受
け
て
血
肉
の
躯
体
が
形
成
さ
れ
る
と
同

時
に
、
天
か
ら
元
亨
利
貞
の
理
が
賦
与
さ
れ
て
そ
れ
を
仁
義
礼
智
の
性
と
し
て
内

包
す
る
。
血
肉
の
躯
体
に
気
（
水
火
木
金
の
気
と
土
の
質
）
が
満
ち
流
れ
て
い
て
、

そ
の
気
が
諸
器
官
の
働
き
を
為
し
、
ま
た
口
鼻
の
呼
吸
と
目
耳
の
働
き
を
通
じ
て

天
の
気
に
繋
が
っ
て
天
の
気
と
一
体
に
な
る
の
で
あ
る
。

　
人
間
身
体
に
満
ち
流
れ
て
い
る
気
、
つ
ま
り
水
火
木
金
の
気
と
土
の
質
は
、
気

に
は
偏
り
が
あ
り
、
質
に
は
濁
り
が
あ
り
、
気
質
の
偏
濁
が
諸
器
官
の
働
き
を
妨

熊
沢
蕃
山
の
「
気
質
変
化
」

　
　孫

　路
易
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げ
て
、
そ
こ
で
、
仁
義
礼
智
の
性
が
十
分
且
つ
均
等
に
顕
現
で
き
な
い
こ
と
に
な

り
、
人
間
の
視
聴
言
動
に
不
善
が
現
れ
て
し
ま
う
の
で
あ
る
。
だ
か
ら
、
気
質
の

偏
濁
を
除
去
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
気
質
の
偏
濁
を
除
く
こ
と
が
即
ち
「
気
質

変
化
」
で
あ
る
。

　
蕃
山
の
い
う
「
心
」
に
は
、「
明
徳
」（
仁
義
礼
智
の
理
）
と
「
思
」
の
働
き
（
思

の
官
）
と
の
二
つ
の
内
容
が
含
ま
れ
て
い
る
。
蕃
山
は
「
心
の
臓
」
と
い
う
語
を

用
い
て
い
る
が
、
こ
れ
は
臓
器
と
し
て
の
心
臓
の
意
味
で
は
な
く
、「
神
気
ノ
霊

覚
す
る
處
則
心
也
」
と
考
え
て
い
た
が
故
に
、「
心
」
は
胸
中
に
あ
る
と
言
う
時

も
あ
り
、
腹
に
あ
る
と
言
う
時
も
あ
る

（
二
十
五
）。

視
聴
言
動
を
主
宰
す
る
の
が
「
思
」

で
あ
り
、「
思
」
が
正
し
く
働
け
ば
視
聴
言
動
の
働
き
を
仁
義
礼
智
の
理
に
従
っ

て
行
わ
せ
る
こ
と
が
で
き
る
。
視
聴
言
動
が
理
に
従
っ
て
行
え
ば
当
然
不
善
が
な

く
な
る
の
で
あ
る
。
故
に
、「
思
」
は
枢
要
な
働
き
を
担
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。

儒
教
の
経
書
を
読
み
解
く
こ
と
を
通
じ
て
、
自
身
の
「
明
徳
」
を
明
ら
か
に
す
る

こ
と
を
思
案
し
、
ま
た
視
聴
言
動
を
「
明
徳
」
に
従
っ
て
行
わ
せ
る
の
が
、「
思
」

の
あ
る
べ
き
働
き
方
で
あ
る
。
こ
れ
が
即
ち
、
蕃
山
の
い
う
「
学
」「
学
術
」
で

あ
り
、
学
ぶ
こ
と
を
通
じ
て
「
広
く
わ
た
り
て
道
徳
を
涵
養
し
、
日
新
の
功
を
積

て
気
質
を
変
化
し
給
ふ
べ
し
」
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

　
蕃
山
思
想
に
は
、
隆
民
思
想
と
で
も
言
え
る
よ
う
な
内
容
が
あ
り
、
こ
れ
は
特

に
注
目
す
べ
き
も
の
と
思
わ
れ
る
。

「
君
子
を
陽
と
し
小
人
を
阴
と
す
。
本
君
子
小
人
は
善
悪
に
非
ず
、
位
を
以
て
い

へ
り
。
気
清
質
正
し
き
者
は
君
子
也
。
王
公
侯
卿
大
夫
士
の
位
に
居
べ
き
者
也
。

気
濁
質
偏
な
る
も
の
は
小
人
也
。
農
工
商
の
庶
人
と
成
て
力
を
労
し
、
君
子
に
従

て
材
用
を
生
ず
べ
き
者
也
。」（『
易
経
小
解
』、『
全
集
』
第
四
冊
、
三
二
六
頁
）

と
蕃
山
は
い
う

（
二
十
六
）。

人
間
は
そ
の
稟
受
し
た
気
質
の
良
し
悪
し
で
庶
民
と
士
に
分

け
ら
れ
て
い
る
の
で
あ
れ
ば
、
庶
民
が
気
質
を
変
化
す
れ
ば
士
に
な
れ
る
と
い
う

こ
と
に
な
る
。
こ
れ
は
、
庶
民
か
ら
士
へ
の
転
身
の
道
が
開
か
れ
た
と
い
う
意
味

で
、
階
級
観
念
が
非
常
に
強
か
っ
た
江
戸
時
代
で
は
、
庶
民
に
大
き
な
希
望
を
与

え
た
こ
と
に
な
ろ
う
。
故
に
、「
長
々
は
天
子
の
御
子
と
い
へ
ど
も
、
学
校
に
入

て
公
卿
大
夫
士
庶
人
の
英
才
と
共
に
学
び
て
礼
楽
を
習
ひ
、
人
情
事
変
に
達
し
て

治
躰
を
知
給
へ
り
」（『
大
学
小
解
』、『
全
集
』
第
三
冊
、
二
○
五
頁
）
と
い
う
主

張
は
当
時
で
は
極
め
て
大
き
な
意
義
を
持
っ
て
い
た
に
違
い
な
い
。

注
：

一
、�「
是
聖
学
心
法
気
質
変
化
の
至
也
。」（『
中
庸
小
解
』『
全
集
』
第
三
冊
、三
三
七
頁
）、

「
気
質
を
変
化
す
る
は
疵
を
去
が
如
し
。」（『
論
語
小
解
』『
全
集
』
第
四
冊
、
八
九

頁
）、
な
ど
と
あ
る
。
本
稿
で
は
、『
増
訂
蕃
山
全
集
』（
全
七
冊
、
正
宗
敦
夫
編
纂
、

谷
口
澄
夫
・
宮
崎
道
生
監
修
、
名
著
出
版
、
昭
和
五
十
三
～
五
十
五
年
。
第
七
冊

は
谷
口
澄
夫
・
宮
崎
道
生
編
集
）
を
用
い
、
こ
れ
を
『
全
集
』
と
略
称
す
る
。

二
、�「
工
夫
」
と
い
う
語
は
、「
誠
意
の
工
夫
と
て
、
致
知
格
物
の
外
に
な
し
。」（『
大
学

小
解
』『
全
集
』
第
三
冊
、
一
九
三
頁
）、「
致
知
格
物
は
誠
意
の
工
夫
也
。」（『
大

学
和
解
』『
全
集
』
第
三
冊
、
二
二
一
頁
）
な
ど
に
見
え
る
。

三
、�

拙
稿
「
朱
子
の
「
心
」」（
京
都
大
学
『
中
國
思
想
史
研
究
』
第
三
十
四
號
、
二
○

一
三
年
）、
及
び
拙
稿
「
朱
子
の
「
変
化
気
質
」（『
岡
山
大
学
大
学
院
社
会
文
化
科



岡
山
大
学
大
学
院
社
会
文
化
科
学
研
究
科
紀
要
第
四
十
二
号
（
二
〇
一
六
・
十
一
）

（14）

と
述
べ
、「
工
夫
は
全
く
格
物
に
あ
り
」
と
し
、
ま
た
、「
格
物
」
は
「
視
聴
言
動

の
非
心
を
た
だ
し
、
耳
目
口
身
の
欲
を
ふ
せ
ぐ
」
こ
と
か
ら
始
め
る
べ
き
だ
と
考

え
た
。
更
に
、「
視
聴
言
動
の
四
の
も
の
、
思
を
主
と
せ
ず
と
云
こ
と
な
し
」（『
集

義
和
書
』、『
全
集
』
第
一
冊
、
一
八
七
頁
）、「
思
は
視
聴
言
動
の
四
の
物
に
こ
も

る
事
也
。
四
徳
に
信
の
こ
も
る
と
お
な
じ
こ
と
也
」（「
息
先
生
道
談
」、『
全
集
』

第
五
冊
、
三
六
一
頁
）
と
も
い
い
、「
思
」
を
最
も
枢
要
的
な
働
き
と
し
た
の
で

あ
る

（
二
十
三
）。

結
局
の
と
こ
ろ
、

「
間
思
雑
慮
と
思
と
の
別
如
何
。
云
、
思
べ
き
事
を
思
ふ
は
心
ノ
官
也
。
思
ま
じ

き
事
を
思
を
間
思
と
云
。
指
当
り
用
ヲ
な
す
所
ニ
お
ゐ
て
色
々
ノ
事
を
思
は
か
る

を
雑
慮
と
云
。
工
夫
と
は
い
か
が
。
或
ハ
明
徳
を
明
ニ
シ
人
ヲ
親
ニ
あ
り
と
ハ
い

か
成
事
ぞ
と
事
ニ
つ
い
て
其
理
を
思
案
す
る
を
工
夫
と
云
也
。」（『
集
義
義
論
聞

書
』、『
全
集
』
第
六
冊
、
三
四
頁
）

と
あ
る
よ
う
に
、「
工
夫
」
は
つ
ま
り
、事
（
つ
ま
り
事
物
）
に
つ
い
て
そ
の
「
理
」

を
考
え
る
こ
と
だ
と
言
え
る
の
で
あ
る
。
だ
が
、
こ
の
事
（
事
物
）
は
、
朱
子
の

い
う
「
事
々
物
々
」
と
か
な
り
意
味
が
異
な
り
、
人
間
以
外
の
事
物
が
含
ま
れ
て

い
な
い
の
で
あ
る
。

「
問
、
格
物
ヲ
陽
明
ノ
五
事
と
被
見
た
る
を
尤
と
存
候
。
朱
子
ハ
天
下
ノ
物
と
注

せ
ら
れ
候
。
天
下
ノ
事
々
物
々
ノ
理
ヲ
知
ン
ト
日
を
不
足
と
す
る
が
ご
と
し
。
如

何
。
云
、
天
下
事
々
物
々
ノ
理
ニ
心
ヲ
付
る
ハ
物
ヲ
遂
ニ
而
受
用
ニ
害
あ
り
。
只

我
心
ノ
惑
あ
る
處
ニ
付
て
、
其
理
を
究
る
が
よ
き
也
。」（『
集
義
義
論
聞
書
』、『
全

集
』
第
六
冊
、
六
七
頁
）

「
五
倫
の
交
り
ニ
お
ゐ
て
此
明
徳
を
明
に
す
。
鳥
は
林
に
棲
、
空
を
か
け
り
、
魚

は
淵
泉
に
す
む
。
車
は
陸
を
や
り
、
舟
は
河
海
に
浮
む
、
皆
其
天
性
也
。
其
天
性

に
あ
ら
ざ
れ
ば
妙
用
あ
ら
は
れ
ず
。
故
に
明
々
徳
ハ
五
倫
の
交
り
ニ
お
ゐ
て
五
典

十
義
を
行
ふ
に
あ
り
。」（『
集
義
義
論
聞
書
』、『
全
集
』
第
六
冊
、
五
一
頁
）

と
見
え
、
専
ら
人
間
の
天
性
た
る
「
明
徳
」（
仁
義
礼
智
の
理
）
を
明
ら
か
に
し
、

そ
し
て
視
聴
言
動
の
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を
そ
の
「
理
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に
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っ
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行
わ
せ
る
こ
と
が
、「
思
」

の
あ
る
べ
き
働
き
方
で
あ
る
、
と
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る

（
二
十
四
）。
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太
虚
或
は
太
極
は
、
気
と
理
の
統
一
体
で
あ
り
、
自
然
界
の
あ
ら
ゆ
る
物
体
を

生
成
成
長
す
る
最
も
根
源
的
な
存
在
で
あ
る
。
そ
の
気
の
「
屈
伸
」
或
は
「
動
静
」

の
運
動
が
陰
陽
の
二
気
を
生
じ
、
陰
気
と
陽
気
の
そ
の
軽
く
清
ら
か
な
気
は
上
昇

し
て
天
と
な
り
、
そ
の
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く
濁
っ
た
気
（
質
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が
下
降
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て
地
に
な
り
、
更
に
天

の
気
と
地
の
質
が
理
（
元
亨
利
貞
）
に
従
っ
て
流
通
し
融
合
し
て
、
春
夏
秋
冬
の

四
季
を
生
じ
循
環
さ
せ
、
そ
こ
で
万
物
の
生
成
成
長
を
促
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

　
人
間
の
場
合
、
天
の
気
と
地
の
質
を
受
け
て
血
肉
の
躯
体
が
形
成
さ
れ
る
と
同

時
に
、
天
か
ら
元
亨
利
貞
の
理
が
賦
与
さ
れ
て
そ
れ
を
仁
義
礼
智
の
性
と
し
て
内

包
す
る
。
血
肉
の
躯
体
に
気
（
水
火
木
金
の
気
と
土
の
質
）
が
満
ち
流
れ
て
い
て
、

そ
の
気
が
諸
器
官
の
働
き
を
為
し
、
ま
た
口
鼻
の
呼
吸
と
目
耳
の
働
き
を
通
じ
て

天
の
気
に
繋
が
っ
て
天
の
気
と
一
体
に
な
る
の
で
あ
る
。

　
人
間
身
体
に
満
ち
流
れ
て
い
る
気
、
つ
ま
り
水
火
木
金
の
気
と
土
の
質
は
、
気

に
は
偏
り
が
あ
り
、
質
に
は
濁
り
が
あ
り
、
気
質
の
偏
濁
が
諸
器
官
の
働
き
を
妨

熊
沢
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の
「
気
質
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化
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げ
て
、
そ
こ
で
、
仁
義
礼
智
の
性
が
十
分
且
つ
均
等
に
顕
現
で
き
な
い
こ
と
に
な

り
、
人
間
の
視
聴
言
動
に
不
善
が
現
れ
て
し
ま
う
の
で
あ
る
。
だ
か
ら
、
気
質
の

偏
濁
を
除
去
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
気
質
の
偏
濁
を
除
く
こ
と
が
即
ち
「
気
質

変
化
」
で
あ
る
。

　
蕃
山
の
い
う
「
心
」
に
は
、「
明
徳
」（
仁
義
礼
智
の
理
）
と
「
思
」
の
働
き
（
思

の
官
）
と
の
二
つ
の
内
容
が
含
ま
れ
て
い
る
。
蕃
山
は
「
心
の
臓
」
と
い
う
語
を

用
い
て
い
る
が
、
こ
れ
は
臓
器
と
し
て
の
心
臓
の
意
味
で
は
な
く
、「
神
気
ノ
霊

覚
す
る
處
則
心
也
」
と
考
え
て
い
た
が
故
に
、「
心
」
は
胸
中
に
あ
る
と
言
う
時

も
あ
り
、
腹
に
あ
る
と
言
う
時
も
あ
る

（
二
十
五
）。

視
聴
言
動
を
主
宰
す
る
の
が
「
思
」

で
あ
り
、「
思
」
が
正
し
く
働
け
ば
視
聴
言
動
の
働
き
を
仁
義
礼
智
の
理
に
従
っ

て
行
わ
せ
る
こ
と
が
で
き
る
。
視
聴
言
動
が
理
に
従
っ
て
行
え
ば
当
然
不
善
が
な

く
な
る
の
で
あ
る
。
故
に
、「
思
」
は
枢
要
な
働
き
を
担
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。

儒
教
の
経
書
を
読
み
解
く
こ
と
を
通
じ
て
、
自
身
の
「
明
徳
」
を
明
ら
か
に
す
る

こ
と
を
思
案
し
、
ま
た
視
聴
言
動
を
「
明
徳
」
に
従
っ
て
行
わ
せ
る
の
が
、「
思
」

の
あ
る
べ
き
働
き
方
で
あ
る
。
こ
れ
が
即
ち
、
蕃
山
の
い
う
「
学
」「
学
術
」
で

あ
り
、
学
ぶ
こ
と
を
通
じ
て
「
広
く
わ
た
り
て
道
徳
を
涵
養
し
、
日
新
の
功
を
積

て
気
質
を
変
化
し
給
ふ
べ
し
」
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

　
蕃
山
思
想
に
は
、
隆
民
思
想
と
で
も
言
え
る
よ
う
な
内
容
が
あ
り
、
こ
れ
は
特

に
注
目
す
べ
き
も
の
と
思
わ
れ
る
。

「
君
子
を
陽
と
し
小
人
を
阴
と
す
。
本
君
子
小
人
は
善
悪
に
非
ず
、
位
を
以
て
い

へ
り
。
気
清
質
正
し
き
者
は
君
子
也
。
王
公
侯
卿
大
夫
士
の
位
に
居
べ
き
者
也
。

気
濁
質
偏
な
る
も
の
は
小
人
也
。
農
工
商
の
庶
人
と
成
て
力
を
労
し
、
君
子
に
従

て
材
用
を
生
ず
べ
き
者
也
。」（『
易
経
小
解
』、『
全
集
』
第
四
冊
、
三
二
六
頁
）

と
蕃
山
は
い
う

（
二
十
六
）。

人
間
は
そ
の
稟
受
し
た
気
質
の
良
し
悪
し
で
庶
民
と
士
に
分

け
ら
れ
て
い
る
の
で
あ
れ
ば
、
庶
民
が
気
質
を
変
化
す
れ
ば
士
に
な
れ
る
と
い
う

こ
と
に
な
る
。
こ
れ
は
、
庶
民
か
ら
士
へ
の
転
身
の
道
が
開
か
れ
た
と
い
う
意
味

で
、
階
級
観
念
が
非
常
に
強
か
っ
た
江
戸
時
代
で
は
、
庶
民
に
大
き
な
希
望
を
与

え
た
こ
と
に
な
ろ
う
。
故
に
、「
長
々
は
天
子
の
御
子
と
い
へ
ど
も
、
学
校
に
入

て
公
卿
大
夫
士
庶
人
の
英
才
と
共
に
学
び
て
礼
楽
を
習
ひ
、
人
情
事
変
に
達
し
て

治
躰
を
知
給
へ
り
」（『
大
学
小
解
』、『
全
集
』
第
三
冊
、
二
○
五
頁
）
と
い
う
主

張
は
当
時
で
は
極
め
て
大
き
な
意
義
を
持
っ
て
い
た
に
違
い
な
い
。

注
：

一
、�「
是
聖
学
心
法
気
質
変
化
の
至
也
。」（『
中
庸
小
解
』『
全
集
』
第
三
冊
、三
三
七
頁
）、

「
気
質
を
変
化
す
る
は
疵
を
去
が
如
し
。」（『
論
語
小
解
』『
全
集
』
第
四
冊
、
八
九

頁
）、
な
ど
と
あ
る
。
本
稿
で
は
、『
増
訂
蕃
山
全
集
』（
全
七
冊
、
正
宗
敦
夫
編
纂
、

谷
口
澄
夫
・
宮
崎
道
生
監
修
、
名
著
出
版
、
昭
和
五
十
三
～
五
十
五
年
。
第
七
冊

は
谷
口
澄
夫
・
宮
崎
道
生
編
集
）
を
用
い
、
こ
れ
を
『
全
集
』
と
略
称
す
る
。

二
、�「
工
夫
」
と
い
う
語
は
、「
誠
意
の
工
夫
と
て
、
致
知
格
物
の
外
に
な
し
。」（『
大
学

小
解
』『
全
集
』
第
三
冊
、
一
九
三
頁
）、「
致
知
格
物
は
誠
意
の
工
夫
也
。」（『
大

学
和
解
』『
全
集
』
第
三
冊
、
二
二
一
頁
）
な
ど
に
見
え
る
。

三
、�

拙
稿
「
朱
子
の
「
心
」」（
京
都
大
学
『
中
國
思
想
史
研
究
』
第
三
十
四
號
、
二
○

一
三
年
）、
及
び
拙
稿
「
朱
子
の
「
変
化
気
質
」（『
岡
山
大
学
大
学
院
社
会
文
化
科



岡
山
大
学
大
学
院
社
会
文
化
科
学
研
究
科
紀
要
第
四
十
二
号
（
二
〇
一
六
・
十
一
）
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学
研
究
科
紀
要
』
第
四
十
三
号
、
二
〇
一
六
年
）
を
参
照
。

四
、�
蕃
山
思
想
に
お
け
る
本
体
論
は
、
太
虚
ま
た
は
太
極
、
と
い
う
二
つ
の
同
格
の
概

念
を
本
体
と
し
て
構
築
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。詳
し
く
は
拙
稿「
熊
沢
蕃
山
の「
神

道
」」（
岡
山
大
学
『
大
学
研
究
教
育
紀
要
』
第
九
号
、
二
○
一
三
年
）
を
参
照
。

五
、�「
気
則
為
金
木
水
火
」（『
語
類
』
巻
一
、
三
頁
）、「
気
積
為
質
」（『
語
類
』
巻
一
、

二
頁
）、「
陰
陽
気
也
、
生
此
五
行
之
質
」（『
語
類
』
巻
九
四
、
二
三
六
七
頁
）、「

五
行
言
之
、
便
有
金
木
水
火
土
」（『
語
類
』、
一
一
三
頁
）、「
気
自
是
気
、
質
自
是
質
、

不
可
滾
説
。」（『
語
類
』
巻
九
四
、
二
三
七
八
頁
）。
本
稿
で
は
、
中
華
書
局
の
標

点
本
『
朱
子
語
類
』（
全
八
冊
、
宋
・
黎
靖
徳
編
、
王
星
賢
点
校
、
一
九
九
四
年
）

を
用
い
、
こ
れ
を
『
語
類
』
と
略
称
す
る
。

六
、�

蕃
山
に
お
い
て
は
、「
太
虚
」
と
「
太
極
」
の
両
者
を
共
に
天
地
万
物
の
本
体
と
す

る
こ
と
に
伴
っ
て
、
そ
の
生
成
論
は
「
四
象
四
化
説
」
と
「
陰
陽
五
行
説
」
の
二

種
を
織
り
交
ぜ
な
が
ら
展
開
さ
れ
て
い
る
、
と
い
う
特
徴
が
見
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

詳
し
く
は
拙
稿
「
熊
沢
蕃
山
の
「
神
道
」」（
前
掲
）
を
参
照
。

七
、�「
木
火
土
金
水
の
気
は
元
亨
利
貞
の
理
合
て
た
が
は
ず
、
故
に
四
時
あ
や
ま
た
ず
。」

（『
中
庸
小
解
』、『
全
集
』
第
三
冊
、
二
八
七
頁
）
と
も
あ
る
。

八
、�『
孝
経
外
伝
或
問
』
に
も
「
物
の
生
ず
る
に
気
化
・
形
化
・
卵
化
・
変
化
あ
り
。
気

化
は
父
母
な
く
気
中
よ
り
生
ず
る
物
也
。
形
化
は
形
よ
り
形
あ
り
て
生
ず
る
者
也
。

卵
化
は
た
ま
ご
に
て
生
ず
、
鳥
魚
な
ど
の
類
也
。
変
化
は
す
ず
め
海
水
に
入
て
蛤

と
成
、
雉
た
い
ら
ぎ
と
な
り
、
毛
虫
蝶
と
な
り
、
き
り
う
じ
蝉
と
な
り
、
山
の
い

も
う
な
ぎ
と
成
類
也
。
此
変
化
を
跡
に
て
見
れ
ば
、
生
れ
か
は
る
や
う
な
り
。
取

分
虫
に
変
化
の
物
多
し
。」（『
全
集
』
第
三
冊
、一
七
七
～
八
頁
）
と
あ
り
、「
形
化
」

に
つ
い
て
は
「
形
化
は
形
よ
り
形
あ
り
て
生
ず
る
者
也
」
と
説
明
し
て
い
る
。

九
、�

朱
子
の
い
う
「
魂
魄
」
に
つ
い
て
は
、
拙
稿
「
朱
子
の
「
神
」」（
岡
山
大
学
『
大

学
教
育
研
究
紀
要
』
第
八
号
、
二
○
一
二
年
）
を
参
照
。

十
、�「
吾
人
の
気
、
耳
目
呼
吸
に
通
じ
て
、
天
地
の
気
と
同
体
也
。
造
化
と
共
に
流
行
す

る
事
、
川
流
の
ご
と
し
。
私
欲
の
ふ
さ
が
り
な
き
時
は
、
至
大
至
剛
に
し
て
、
天

地
の
間
に
ふ
さ
が
る
も
の
也
。」（『
論
語
小
解
』、『
全
集
』
第
四
冊
、
一
二
九
頁
）

と
も
あ
る
。

十
一
、�「
心
の
臓
」
と
い
う
補
注
は
、「
故
に
人
は
天
地
の
徳
神
明
の
舎
と
も
い
へ
り
。

心
の
臓
の
虚
中
を
の
づ
か
ら
一
太
極
あ
り
。
又
腹
中
に
あ
り
と
云
も
害
あ
ら
ず
。

心
に
内
外
な
き
こ
と
は
本
よ
り
の
義
な
り
。」（『
集
義
和
書
』、『
全
集
』
第
一
冊
、

七
七
頁
）
に
よ
る
。

十
二
、�

清
ら
か
な
「
気
」
が
「
質
」
か
ら
な
る
人
間
身
体
諸
器
官
の
働
き
を
為
し
て
い

る
と
い
う
観
念
は
、
朱
子
の
い
う
「
気
」
概
念
に
も
見
ら
れ
る
も
の
で
あ
る
。

詳
し
く
は
拙
稿
「
朱
子
の
「
神
」」（
前
掲
）
を
参
照
。

十
三
、�「
天
は
形
象
の
天
に
あ
ら
ず
、
云
々
」
は
『
中
庸
』
に
い
う
「
天
命
之
謂
性
」
に

対
す
る
解
釈
で
あ
る
。
文
中
の
「
頭
の
ま
と
か
な
る
は
天
な
り
。
足
の
方
な
る

は
地
也
」
や
「
他
の
生
類
は
皆
頭
を
横
に
し
て
、
草
木
は
頭
を
下
に
す
、
天
地

の
形
に
似
ざ
る
こ
と
は
気
質
偏
塞
な
れ
ば
也
」
な
ど
の
観
念
は
、『
李
退
渓
全
集
』

（
上
下
二
冊
、
日
本
刻
版
、
阿
部
吉
雄
編
、
韓
國
大
一
精
版
社
、
一
九
七
五
年
）

に
収
め
ら
れ
て
い
る
、
鄭
之
雲
（
号
は
秋
巒
、
一
五
○
九
～
六
一
）
が
作
っ
た

図
を
李
滉
（
号
は
退
渓
、
一
五
○
一
～
七
○
）
が
補
訂
し
た
「
天
命
図
説
」
に

も
見
ら
れ
る
。

熊
沢
蕃
山
の
「
気
質
変
化
」

　
　孫

　路
易
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十
四
、�「
有
形
の
も
の
、
人
よ
り
尊
き
は
な
し
。」（『
集
義
和
書
』、『
全
集
』
第
一
冊
、

二
十
一
頁
）、「
万
物
は
人
の
た
め
に
生
じ
た
る
も
の
な
り
。」（『
集
義
和
書
』、『
全

集
』
第
一
冊
、
十
頁
）
な
ど
と
も
あ
る
。
蕃
山
は
、
人
間
は
自
然
界
に
お
け
る

最
も
尊
い
存
在
だ
と
説
き
な
が
ら
、
一
方
で
は
、「
か
く
お
な
じ
く
天
地
の
気
を

わ
け
て
此
身
と
し
、
ひ
と
し
く
天
地
の
心
を
わ
け
て
心
と
す
れ
ば
、
世
の
中
に

あ
る
と
あ
ら
ゆ
る
人
は
、み
な
我
同
胞
の
兄
弟
な
り
。
あ
る
と
有
魚
鳥
け
だ
も
の
、

草
木
ま
で
お
な
じ
気
よ
り
生
れ
い
で
た
る
物
な
れ
ば
、
外
の
物
な
ら
ず
」（「
大

和
西
銘
」、『
全
集
』
第
五
冊
、
一
一
七
頁
）
と
も
い
い
、「
万
物
一
体
」（『
集
義

和
書
』、『
全
集
』
第
一
冊
、
九
頁
）
と
強
調
し
て
い
た
の
で
あ
る
。

十
五
、�「
愚
」
に
つ
い
て
蕃
山
は
、「
愚
は
知
不
足
に
て
行
篤
き
を
云
也
。
狷
者
の
類
也
。

家
語
に
子
羔
の
故
事
あ
り
、
見
て
知
べ
し
。
世
間
の
愚
痴
不
肖
に
は
あ
ら
ず
。

世
間
の
愚
痴
不
肖
は
く
ら
く
ま
ど
ひ
て
行
跡
も
よ
か
ら
ず
。
…
。
平
人
よ
り
賢

人
君
子
と
思
ひ
て
感
ず
る
は
狷
者
也
。
時
に
中
す
る
知
不
足
な
る
故
に
、
篤
く

道
を
信
じ
て
、
行
正
し
け
れ
ば
也
。
狷
者
に
も
高
下
浅
深
あ
り
。
温
公
な
ど
は

狷
者
の
高
き
者
也
。
今
も
人
の
ほ
む
る
者
に
は
ま
れ
に
狷
者
下
地
な
る
あ
り
」

（『
論
語
小
解
』、『
全
集
』
第
四
冊
、
一
五
七
～
八
頁
）
と
述
べ
て
い
る
。「
下
愚
」

に
つ
い
て
は
、「
自
暴
自
棄
の
下
愚
は
、
数
百
人
の
善
人
の
中
に
置
て
も
善
に
う

つ
ら
ず
。
…
。
下
愚
は
愚
蒙
の
者
に
は
あ
ら
ず
、
平
人
よ
り
も
才
知
あ
り
と
い

へ
共
、
を
し
き
は
む
れ
ば
蒙
昧
の
愚
夫
愚
婦
よ
り
は
を
と
れ
り
。
故
に
下
愚
と

云
也
。
自
暴
は
剛
強
の
愚
、
自
棄
は
柔
弱
の
愚
也
。」（『
孝
経
外
伝
或
問
』、『
全

集
』
第
三
冊
、
一
六
五
～
六
頁
）
と
言
う
。「
平
人
よ
り
も
才
知
あ
り
と
い
へ
共
、

を
し
き
は
む
れ
ば
蒙
昧
の
愚
夫
愚
婦
よ
り
は
を
と
れ
り
」と
い
う
言
い
方
に
よ
っ

て
「
平
人
」
は
即
ち
愚
夫
愚
婦
の
こ
と
だ
と
理
解
で
き
る
。

十
六
、�

蕃
山
は
、「
形
気
の
欲
」
の
他
に
様
々
な
欲
が
あ
る
と
考
え
て
い
た
よ
う
で
あ
る
。

「
一
に
は
利
欲
、
二
に
は
形
気
の
欲
、
三
に
は
名
の
欲
也
。
利
欲
は
ざ
い
ほ
う
立

身
を
む
さ
ぶ
る
欲
也
。
名
の
欲
は
人
に
ほ
め
ら
れ
た
が
り
、
ほ
ま
れ
を
も
と
む

る
欲
也
」（「
十
界
之
図
」、『
全
集
』
第
五
冊
、
三
頁
）
と
あ
り
、
ま
た
、「
此
心

を
昧
ま
す
物
は
欲
也
。
欲
の
品
さ
ま
ざ
ま
有
と
い
へ
ど
も
、
先
貪
嗔
癡
を
は
な

じ
と
す
。
貪
は
む
さ
ぼ
る
心
也
。
貪
る
と
て
物
を
ほ
し
き
、
を
し
き
と
お
も
ふ

ば
か
り
に
あ
ら
ず
。
義
理
を
は
な
れ
て
外
を
願
ふ
心
は
皆
貪
也
。
嗔
は
火
の
気
也
。

癡
は
天
命
を
し
ら
ず
し
て
、
人
を
う
ら
み
と
が
め
、
或
は
か
な
は
ざ
る
事
の
道

理
に
あ
た
ら
ぬ
こ
と
を
、
く
り
返
し
く
り
返
し
お
も
ふ
心
な
り
。
畢
竟
み
な
ま

よ
ひ
也
」（「
南
無
阿
弥
陀
仏
」、『
全
集
』
第
五
冊
、
二
三
頁
）
と
あ
る
。

十
七
、�「
常
の
産
な
く
て
常
の
心
な
き
」
は
、『
孟
子
』
梁
恵
王
上
「
無
恆
產
而
有
恆
心
者
、

惟
士
為
能
。
若
民
、
則
無
恆
產
、
因
無
恆
心
」
に
よ
る
も
の
で
あ
る
。

十
八
、�「
思
慮
多
し
て
病
を
生
ず
る
こ
と
」
は
つ
ま
り
、
蕃
山
の
い
う
「
間
思
雑
慮
」
で

あ
ろ
う
。『
集
義
和
書
』
に
は
、「
夫
欲
と
惑
と
は
一
病
両
痛
に
し
て
、
間
思
雑

慮
の
源
也
。
此
源
を
不
絶
し
て
此
間
雑
を
克
治
せ
む
と
す
。
凡
心
を
以
て
俄
に

聖
人
の
無
思
無
為
寂
然
不
動
感
じ
て
通
ず
る
の
位
を
望
め
り
。
是
義
を
以
て
襲

て
と
る
と
い
う
も
の
也
。
…
。
心
は
こ
れ
活
溌
々
地
生
々
不
息
の
理
也
。
是
故

に
心
の
官
は
思
と
い
へ
り
。
私
欲
の
累
除
て
天
理
流
行
す
る
時
は
思
慮
皆
其
官

を
得
。
こ
れ
を
一
致
百
慮
と
も
い
ふ
。
清
水
濁
水
同
く
一
河
の
流
な
る
が
ご
と
し
。

思
慮
は
た
と
へ
ば
水
の
ご
と
し
。
間
雑
は
濁
の
ご
と
し
。
濁
を
い
と
ひ
て
水
を

ふ
さ
が
む
と
す
る
と
も
、
源
あ
る
泉
な
れ
ば
と
ど
む
べ
か
ら
ず
。
間
雑
を
忌
て
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学
研
究
科
紀
要
』
第
四
十
三
号
、
二
〇
一
六
年
）
を
参
照
。

四
、�

蕃
山
思
想
に
お
け
る
本
体
論
は
、
太
虚
ま
た
は
太
極
、
と
い
う
二
つ
の
同
格
の
概

念
を
本
体
と
し
て
構
築
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。詳
し
く
は
拙
稿「
熊
沢
蕃
山
の「
神

道
」」（
岡
山
大
学
『
大
学
研
究
教
育
紀
要
』
第
九
号
、
二
○
一
三
年
）
を
参
照
。

五
、�「
気
則
為
金
木
水
火
」（『
語
類
』
巻
一
、
三
頁
）、「
気
積
為
質
」（『
語
類
』
巻
一
、

二
頁
）、「
陰
陽
気
也
、
生
此
五
行
之
質
」（『
語
類
』
巻
九
四
、
二
三
六
七
頁
）、「

五
行
言
之
、
便
有
金
木
水
火
土
」（『
語
類
』、
一
一
三
頁
）、「
気
自
是
気
、
質
自
是
質
、

不
可
滾
説
。」（『
語
類
』
巻
九
四
、
二
三
七
八
頁
）。
本
稿
で
は
、
中
華
書
局
の
標

点
本
『
朱
子
語
類
』（
全
八
冊
、
宋
・
黎
靖
徳
編
、
王
星
賢
点
校
、
一
九
九
四
年
）

を
用
い
、
こ
れ
を
『
語
類
』
と
略
称
す
る
。

六
、�

蕃
山
に
お
い
て
は
、「
太
虚
」
と
「
太
極
」
の
両
者
を
共
に
天
地
万
物
の
本
体
と
す

る
こ
と
に
伴
っ
て
、
そ
の
生
成
論
は
「
四
象
四
化
説
」
と
「
陰
陽
五
行
説
」
の
二

種
を
織
り
交
ぜ
な
が
ら
展
開
さ
れ
て
い
る
、
と
い
う
特
徴
が
見
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

詳
し
く
は
拙
稿
「
熊
沢
蕃
山
の
「
神
道
」」（
前
掲
）
を
参
照
。

七
、�「
木
火
土
金
水
の
気
は
元
亨
利
貞
の
理
合
て
た
が
は
ず
、
故
に
四
時
あ
や
ま
た
ず
。」

（『
中
庸
小
解
』、『
全
集
』
第
三
冊
、
二
八
七
頁
）
と
も
あ
る
。

八
、�『
孝
経
外
伝
或
問
』
に
も
「
物
の
生
ず
る
に
気
化
・
形
化
・
卵
化
・
変
化
あ
り
。
気

化
は
父
母
な
く
気
中
よ
り
生
ず
る
物
也
。
形
化
は
形
よ
り
形
あ
り
て
生
ず
る
者
也
。

卵
化
は
た
ま
ご
に
て
生
ず
、
鳥
魚
な
ど
の
類
也
。
変
化
は
す
ず
め
海
水
に
入
て
蛤

と
成
、
雉
た
い
ら
ぎ
と
な
り
、
毛
虫
蝶
と
な
り
、
き
り
う
じ
蝉
と
な
り
、
山
の
い

も
う
な
ぎ
と
成
類
也
。
此
変
化
を
跡
に
て
見
れ
ば
、
生
れ
か
は
る
や
う
な
り
。
取

分
虫
に
変
化
の
物
多
し
。」（『
全
集
』
第
三
冊
、一
七
七
～
八
頁
）
と
あ
り
、「
形
化
」

に
つ
い
て
は
「
形
化
は
形
よ
り
形
あ
り
て
生
ず
る
者
也
」
と
説
明
し
て
い
る
。

九
、�

朱
子
の
い
う
「
魂
魄
」
に
つ
い
て
は
、
拙
稿
「
朱
子
の
「
神
」」（
岡
山
大
学
『
大

学
教
育
研
究
紀
要
』
第
八
号
、
二
○
一
二
年
）
を
参
照
。

十
、�「
吾
人
の
気
、
耳
目
呼
吸
に
通
じ
て
、
天
地
の
気
と
同
体
也
。
造
化
と
共
に
流
行
す

る
事
、
川
流
の
ご
と
し
。
私
欲
の
ふ
さ
が
り
な
き
時
は
、
至
大
至
剛
に
し
て
、
天

地
の
間
に
ふ
さ
が
る
も
の
也
。」（『
論
語
小
解
』、『
全
集
』
第
四
冊
、
一
二
九
頁
）

と
も
あ
る
。

十
一
、�「
心
の
臓
」
と
い
う
補
注
は
、「
故
に
人
は
天
地
の
徳
神
明
の
舎
と
も
い
へ
り
。

心
の
臓
の
虚
中
を
の
づ
か
ら
一
太
極
あ
り
。
又
腹
中
に
あ
り
と
云
も
害
あ
ら
ず
。

心
に
内
外
な
き
こ
と
は
本
よ
り
の
義
な
り
。」（『
集
義
和
書
』、『
全
集
』
第
一
冊
、

七
七
頁
）
に
よ
る
。

十
二
、�

清
ら
か
な
「
気
」
が
「
質
」
か
ら
な
る
人
間
身
体
諸
器
官
の
働
き
を
為
し
て
い

る
と
い
う
観
念
は
、
朱
子
の
い
う
「
気
」
概
念
に
も
見
ら
れ
る
も
の
で
あ
る
。

詳
し
く
は
拙
稿
「
朱
子
の
「
神
」」（
前
掲
）
を
参
照
。

十
三
、�「
天
は
形
象
の
天
に
あ
ら
ず
、
云
々
」
は
『
中
庸
』
に
い
う
「
天
命
之
謂
性
」
に

対
す
る
解
釈
で
あ
る
。
文
中
の
「
頭
の
ま
と
か
な
る
は
天
な
り
。
足
の
方
な
る

は
地
也
」
や
「
他
の
生
類
は
皆
頭
を
横
に
し
て
、
草
木
は
頭
を
下
に
す
、
天
地

の
形
に
似
ざ
る
こ
と
は
気
質
偏
塞
な
れ
ば
也
」
な
ど
の
観
念
は
、『
李
退
渓
全
集
』

（
上
下
二
冊
、
日
本
刻
版
、
阿
部
吉
雄
編
、
韓
國
大
一
精
版
社
、
一
九
七
五
年
）

に
収
め
ら
れ
て
い
る
、
鄭
之
雲
（
号
は
秋
巒
、
一
五
○
九
～
六
一
）
が
作
っ
た

図
を
李
滉
（
号
は
退
渓
、
一
五
○
一
～
七
○
）
が
補
訂
し
た
「
天
命
図
説
」
に

も
見
ら
れ
る
。

熊
沢
蕃
山
の
「
気
質
変
化
」
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十
四
、�「
有
形
の
も
の
、
人
よ
り
尊
き
は
な
し
。」（『
集
義
和
書
』、『
全
集
』
第
一
冊
、

二
十
一
頁
）、「
万
物
は
人
の
た
め
に
生
じ
た
る
も
の
な
り
。」（『
集
義
和
書
』、『
全

集
』
第
一
冊
、
十
頁
）
な
ど
と
も
あ
る
。
蕃
山
は
、
人
間
は
自
然
界
に
お
け
る

最
も
尊
い
存
在
だ
と
説
き
な
が
ら
、
一
方
で
は
、「
か
く
お
な
じ
く
天
地
の
気
を

わ
け
て
此
身
と
し
、
ひ
と
し
く
天
地
の
心
を
わ
け
て
心
と
す
れ
ば
、
世
の
中
に

あ
る
と
あ
ら
ゆ
る
人
は
、み
な
我
同
胞
の
兄
弟
な
り
。
あ
る
と
有
魚
鳥
け
だ
も
の
、

草
木
ま
で
お
な
じ
気
よ
り
生
れ
い
で
た
る
物
な
れ
ば
、
外
の
物
な
ら
ず
」（「
大

和
西
銘
」、『
全
集
』
第
五
冊
、
一
一
七
頁
）
と
も
い
い
、「
万
物
一
体
」（『
集
義

和
書
』、『
全
集
』
第
一
冊
、
九
頁
）
と
強
調
し
て
い
た
の
で
あ
る
。

十
五
、�「
愚
」
に
つ
い
て
蕃
山
は
、「
愚
は
知
不
足
に
て
行
篤
き
を
云
也
。
狷
者
の
類
也
。

家
語
に
子
羔
の
故
事
あ
り
、
見
て
知
べ
し
。
世
間
の
愚
痴
不
肖
に
は
あ
ら
ず
。

世
間
の
愚
痴
不
肖
は
く
ら
く
ま
ど
ひ
て
行
跡
も
よ
か
ら
ず
。
…
。
平
人
よ
り
賢

人
君
子
と
思
ひ
て
感
ず
る
は
狷
者
也
。
時
に
中
す
る
知
不
足
な
る
故
に
、
篤
く

道
を
信
じ
て
、
行
正
し
け
れ
ば
也
。
狷
者
に
も
高
下
浅
深
あ
り
。
温
公
な
ど
は

狷
者
の
高
き
者
也
。
今
も
人
の
ほ
む
る
者
に
は
ま
れ
に
狷
者
下
地
な
る
あ
り
」

（『
論
語
小
解
』、『
全
集
』
第
四
冊
、
一
五
七
～
八
頁
）
と
述
べ
て
い
る
。「
下
愚
」

に
つ
い
て
は
、「
自
暴
自
棄
の
下
愚
は
、
数
百
人
の
善
人
の
中
に
置
て
も
善
に
う

つ
ら
ず
。
…
。
下
愚
は
愚
蒙
の
者
に
は
あ
ら
ず
、
平
人
よ
り
も
才
知
あ
り
と
い

へ
共
、
を
し
き
は
む
れ
ば
蒙
昧
の
愚
夫
愚
婦
よ
り
は
を
と
れ
り
。
故
に
下
愚
と

云
也
。
自
暴
は
剛
強
の
愚
、
自
棄
は
柔
弱
の
愚
也
。」（『
孝
経
外
伝
或
問
』、『
全

集
』
第
三
冊
、
一
六
五
～
六
頁
）
と
言
う
。「
平
人
よ
り
も
才
知
あ
り
と
い
へ
共
、

を
し
き
は
む
れ
ば
蒙
昧
の
愚
夫
愚
婦
よ
り
は
を
と
れ
り
」と
い
う
言
い
方
に
よ
っ

て
「
平
人
」
は
即
ち
愚
夫
愚
婦
の
こ
と
だ
と
理
解
で
き
る
。

十
六
、�

蕃
山
は
、「
形
気
の
欲
」
の
他
に
様
々
な
欲
が
あ
る
と
考
え
て
い
た
よ
う
で
あ
る
。

「
一
に
は
利
欲
、
二
に
は
形
気
の
欲
、
三
に
は
名
の
欲
也
。
利
欲
は
ざ
い
ほ
う
立

身
を
む
さ
ぶ
る
欲
也
。
名
の
欲
は
人
に
ほ
め
ら
れ
た
が
り
、
ほ
ま
れ
を
も
と
む

る
欲
也
」（「
十
界
之
図
」、『
全
集
』
第
五
冊
、
三
頁
）
と
あ
り
、
ま
た
、「
此
心

を
昧
ま
す
物
は
欲
也
。
欲
の
品
さ
ま
ざ
ま
有
と
い
へ
ど
も
、
先
貪
嗔
癡
を
は
な

じ
と
す
。
貪
は
む
さ
ぼ
る
心
也
。
貪
る
と
て
物
を
ほ
し
き
、
を
し
き
と
お
も
ふ

ば
か
り
に
あ
ら
ず
。
義
理
を
は
な
れ
て
外
を
願
ふ
心
は
皆
貪
也
。
嗔
は
火
の
気
也
。

癡
は
天
命
を
し
ら
ず
し
て
、
人
を
う
ら
み
と
が
め
、
或
は
か
な
は
ざ
る
事
の
道

理
に
あ
た
ら
ぬ
こ
と
を
、
く
り
返
し
く
り
返
し
お
も
ふ
心
な
り
。
畢
竟
み
な
ま

よ
ひ
也
」（「
南
無
阿
弥
陀
仏
」、『
全
集
』
第
五
冊
、
二
三
頁
）
と
あ
る
。

十
七
、�「
常
の
産
な
く
て
常
の
心
な
き
」
は
、『
孟
子
』
梁
恵
王
上
「
無
恆
產
而
有
恆
心
者
、

惟
士
為
能
。
若
民
、
則
無
恆
產
、
因
無
恆
心
」
に
よ
る
も
の
で
あ
る
。

十
八
、�「
思
慮
多
し
て
病
を
生
ず
る
こ
と
」
は
つ
ま
り
、
蕃
山
の
い
う
「
間
思
雑
慮
」
で

あ
ろ
う
。『
集
義
和
書
』
に
は
、「
夫
欲
と
惑
と
は
一
病
両
痛
に
し
て
、
間
思
雑

慮
の
源
也
。
此
源
を
不
絶
し
て
此
間
雑
を
克
治
せ
む
と
す
。
凡
心
を
以
て
俄
に

聖
人
の
無
思
無
為
寂
然
不
動
感
じ
て
通
ず
る
の
位
を
望
め
り
。
是
義
を
以
て
襲

て
と
る
と
い
う
も
の
也
。
…
。
心
は
こ
れ
活
溌
々
地
生
々
不
息
の
理
也
。
是
故

に
心
の
官
は
思
と
い
へ
り
。
私
欲
の
累
除
て
天
理
流
行
す
る
時
は
思
慮
皆
其
官

を
得
。
こ
れ
を
一
致
百
慮
と
も
い
ふ
。
清
水
濁
水
同
く
一
河
の
流
な
る
が
ご
と
し
。

思
慮
は
た
と
へ
ば
水
の
ご
と
し
。
間
雑
は
濁
の
ご
と
し
。
濁
を
い
と
ひ
て
水
を

ふ
さ
が
む
と
す
る
と
も
、
源
あ
る
泉
な
れ
ば
と
ど
む
べ
か
ら
ず
。
間
雑
を
忌
て
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思
慮
を
や
め
ん
と
欲
す
と
も
、心
の
活
溌
流
行
な
れ
ば
絶
べ
か
ら
ず
。」（『
全
集
』

第
一
冊
、
三
八
二
～
三
頁
）
と
あ
る
。
文
中
の
「
是
義
を
以
て
襲
て
と
る
と
い

う
も
の
也
」
と
い
う
記
述
は
、『
孟
子
』
公
孫
丑
上
「
是
集
義
所
生
者
、
非
義
襲

而
取
之
也
」
に
よ
る
も
の
で
あ
る
。
因
み
に
「
間
思
雑
慮
」
と
い
う
言
葉
は
、『
伝

習
録
』
巻
上
「
澄
曰
、
好
色
、
好
利
、
好
名
等
心
固
是
私
欲
、
如
間
思
雑
慮
、

如
何
亦
謂
之
私
欲
。」（『
王
陽
明
全
集
』「
伝
習
録
」
上
、
二
二
頁
）
に
見
え
る
。

本
稿
で
は
、『
王
陽
明
全
集
』（
全
二
冊
、
上
海
古
籍
出
版
社
、
一
九
九
二
年
）

を
用
い
る
。

十
九
、�「
蓋
至
今
功
利
之
毒
淪
浹
人
之
心
髄
、
而
習
以
成
性
幾
千
年
也
。」（『
伝
習
録
』

中
「
答
顧
東
橋
書
」、『
王
陽
明
全
集
』
五
六
頁
）

二
十
、�

拙
著
『
中
国
思
想
認
識
に
お
け
る
幾
つ
か
の
問
題
』（
朋
友
書
店
、二
○
○
六
年
）

の
第
二
章
「
王
陽
明
の
「
良
知
」」
の
六
九
頁
を
参
照
。

二
十
一
、�「
木
気
」「
金
気
」「
火
気
」
に
つ
い
て
は
、「
木
気
を
多
う
け
た
る
人
、
土
信

の
質
厚
に
濁
な
け
れ
ば
、
仁
に
信
正
し
、
敬
愛
あ
り
て
心
ゆ
る
や
か
な
る
も

の
也
。
木
の
母
は
水
な
れ
ば
、
仁
あ
つ
き
人
は
必
知
を
兼
て
、
能
善
悪
を
辨

ふ
も
の
な
り
。
故
に
み
だ
り
な
る
行
跡
な
く
、
是
を
美
質
と
云
。
然
ど
も
木

気
の
多
に
か
た
よ
り
て
、
金
気
不
足
し
て
義
の
す
す
み
す
み
や
か
な
ら
ざ
る

も
の
也
。
…
。
孝
行
な
る
人
、此
気
質
に
あ
る
な
り
。」（「
気
質
理
利
之
解
」、『
全

集
』
第
五
冊
、
一
○
八
頁
）、「
金
気
を
多
受
た
る
人
は
、
土
信
の
質
厚
、
に

ご
り
う
す
け
れ
ば
、義
に
勇
あ
る
も
の
也
。
も
と
よ
り
土
信
は
金
の
母
な
れ
ば
、

義
あ
る
人
に
信
う
す
き
は
な
し
。
能
義
に
す
す
み
て
善
行
を
な
す
、
忠
臣
勇

士
な
ど
云
は
、
此
気
質
の
人
に
あ
り
。
…
。
に
ご
り
厚
き
質
な
る
は
義
は
利

に
変
じ
、
狐
狸
の
勇
と
な
り
て
、
盗
賊
剛
盗
と
成
も
此
質
に
あ
り
。
た
だ
理

利
の
間
に
よ
る
所
也
。」（
同
上
、
一
○
八
～
九
頁
）、「
火
気
を
多
受
た
る
人

は
礼
あ
つ
し
。
土
信
の
質
に
ご
り
う
す
け
れ
ば
、
礼
の
信
正
し
く
し
て
、
よ

く
譲
り
よ
く
下
。
火
の
母
は
仁
な
れ
ば
、
仁
を
兼
て
愛
敬
あ
り
、
行
跡
正
き

も
の
也
。
是
又
美
質
也
。
然
ど
も
仁
多
に
礼
を
兼
た
る
程
の
美
質
に
あ
ら
ず
。

火
気
多
き
に
か
た
よ
り
て
、
水
金
の
気
不
足
し
て
、
知
明
か
な
ら
ず
、
義
の

す
す
み
少
な
き
も
の
也
。
美
悪
と
も
に
す
す
む
事
、
柔
弱
な
る
も
の
也
。
土

信
の
質
に
ご
り
あ
れ
ば
、無
勇
に
し
て
臆
病
の
行
跡
あ
る
も
此
気
質
也
。」（
同

上
、
一
○
九
頁
）
と
論
じ
て
い
る
。
ま
た
、「
狂
侗
悾
の
質
は
悪
人
に
あ
ら
ず
、

気
の
偏
也
。
気
質
に
此
病
あ
れ
ば
真
謹
信
の
徳
あ
る
も
の
也
。」（『
論
語
小
解
』、

『
全
集
』
第
四
冊
、
一
一
五
頁
）、「
孟
子
ハ
至
て
聡
明
な
る
質
也
。
其
聡
明
成

所
が
孟
子
ノ
疵
也
。
聡
明
之
質
化
な
ば
聖
ニ
も
至
べ
し
。」（『
集
義
義
論
聞
書
』、

『
全
集
』
第
六
冊
、
三
四
頁
）
な
ど
と
も
あ
る
。

二
十
二
、�

周
知
の
よ
う
に
、「
知
行
合
一
」
は
陽
明
学
に
お
け
る
最
も
重
要
な
テ
ー
ゼ
の

一
つ
で
あ
る
。
陽
明
の
い
う
「
知
行
合
一
」
は
、「
致
良
知
」
と
同
義
で
、
感

覚
に
基
づ
い
て
の
認
識
（
知
識
）
を
獲
得
す
る
、
感
覚
に
基
づ
い
て
の
認
識

を
万
人
共
通
の
客
観
的
な
認
識
と
し
て
そ
れ
を
基
準
と
し
て
「
善
悪
」
を
判

断
す
る
、
ま
た
客
観
的
な
認
識
を
規
範
と
し
て
そ
れ
を
遵
守
し
て
行
動
す
る

と
い
っ
た
内
容
を
有
す
る
も
の
で
あ
る
（
前
掲
の
拙
著
『
中
国
思
想
認
識
に

お
け
る
幾
つ
か
の
問
題
』、
五
六
頁
～
六
五
頁
を
参
照
）。

二
十
三
、�

人
間
の
内
面
の
心
的
活
動
に
つ
い
て
は
、「
思
」
の
他
に
、蕃
山
は
「
心
」「
意
」

「
念
」「
精
神
」な
ど
の
概
念
を
用
い
て
詳
細
に
論
じ
て
い
る
。
紙
幅
の
為
に
、四
、

熊
沢
蕃
山
の
「
気
質
変
化
」

　
　孫

　路
易

（19）

五
例
を
挙
げ
る
だ
け
に
止
ま
る
こ
と
に
す
る
。「
意
と
云
は
往
来
常
な
ら
ぬ
處

を
云
、聖
人
に
は
意
は
な
き
也
。
凡
人
は
あ
り
。
故
に
聖
人
は
勿
意
と
い
へ
り
。

念
の
こ
こ
に
長
工
夫
す
る
を
思
と
云
。
念
は
き
ざ
す
最
初
の
発
念
也
。」（『
集

義
義
論
聞
書
』、『
全
集
』
第
六
冊
、
四
頁
）、「
心
は
本
寂
然
不
動
也
。
意
は

其
感
応
の
跡
な
り
。
知
は
本
虚
霊
也
。
識
は
そ
の
分
別
の
影
也
。
意
は
心
に
統
、

分
別
は
識
な
り
と
い
へ
ど
も
、
世
人
意
を
と
め
て
心
と
し
、
分
別
を
以
て
知

と
す
。」（「
歌
の
注
」、『
全
集
』
第
五
冊
、
三
一
頁
）、「
心
の
発
す
る
處
を
意

と
云
、
意
性
命
の
正
に
本
づ
く
時
は
誠
に
し
て
七
情
道
を
は
な
れ
ず
。
意
形

気
の
私
に
生
ず
る
時
は
人
欲
と
な
る
。
意
必
固
我
の
凡
心
出
来
て
悪
は
じ
め

て
生
ず
。
故
に
意
に
善
悪
あ
り
と
い
へ
り
。」（『
集
義
義
論
聞
書
』、『
全
集
』

第
六
冊
、
一
七
頁
）、「
心
と
精
神
と
い
か
が
分
べ
き
や
。
云
、
心
ハ
内
外
な

き
も
の
也
。
養
気
精
神
収
斂
す
れ
ば
お
の
づ
か
ら
心
ノ
体
立
也
。
神
気
ノ
霊

覚
す
る
處
則
心
也
。
能
収
斂
し
得
れ
ば
事
を
用
る
時
心
ヲ
外
ニ
用
れ
ど
も
精

神
は
内
ニ
収
斂
す
る
も
の
な
り
。」（『
集
義
義
論
聞
書
』、『
全
集
』
第
六
冊
、

三
三
頁
）、「
人
の
精
神
の
し
ま
り
は
百
会
と
臍
と
也
。」（「
八
卦
之
図
」、『
全

集
』
第
四
冊
、
二
七
三
～
四
頁
）、「
収
斂
ハ
労
し
て
気
乏
キ
時
ハ
黙
し
心
を

虚
に
し
、
精
神
に
て
身
を
ま
と
ひ
、
丹
田
ニ
気
を
斂
る
也
。」（『
集
義
義
論
聞

書
』、『
全
集
』
第
六
冊
、
五
八
頁
）
な
ど
と
あ
る
。

二
十
四
、�

蕃
山
は
「
窮
理
」
に
つ
い
て
、「
学
者
問
て
云
、
即
物
窮
其
理
と
は
事
々
物
々

に
つ
い
て
、
事
々
物
々
の
道
理
を
窮
め
知
と
云
儀
か
。
云
、
し
か
り
。
其
事
々

物
々
の
理
と
云
も
の
、
い
か
が
心
得
給
ふ
、
其
意
を
し
ら
ず
。
愚
が
見
侍
る
は
、

物
は
事
也
。
事
は
物
の
用
に
し
て
、
物
は
事
の
体
な
り
。
二
に
あ
ら
ず
。
五

倫
の
物
あ
れ
ば
五
倫
の
事
あ
り
。
五
倫
の
物
は
君
臣
父
子
夫
婦
兄
弟
朋
友
な

り
。
五
倫
の
事
は
五
典
十
義
な
り
。
五
倫
の
物
に
即
て
五
典
十
義
の
理
を
く

は
し
く
窮
て
、
心
に
得
身
に
行
を
格
物
致
知
と
云
。
知
は
理
な
り
。
今
の
理

を
窮
と
云
は
、
書
の
上
に
て
、
文
に
即
て
講
明
し
、
或
は
空
談
に
議
論
す
。

こ
れ
物
に
即
て
理
を
窮
る
に
あ
ら
ず
、
文
を
以
て
友
を
会
す
る
と
い
ふ
も
の

に
て
、
友
を
以
て
仁
を
輔
る
に
は
い
た
ら
ず
。
仁
を
輔
る
と
云
は
、
父
子
の
親
、

君
臣
の
義
、
夫
婦
の
別
、
長
幼
の
序
、
朋
友
の
信
に
を
い
て
、
過
る
を
磨
し

不
足
を
補
ひ
、
互
に
過
ち
を
告
て
相
輔
る
も
の
な
る
に
、
今
の
学
者
は
過
を

聞
こ
と
を
い
と
ひ
、
至
情
を
云
者
を
に
く
め
ば
、
即
物
窮
其
理
の
実
を
失
へ
り
。

し
か
ら
ば
天
下
の
事
々
物
々
の
理
を
窮
、
博
識
多
聞
な
り
と
云
と
も
何
の
益

か
あ
ら
む
」（『
全
集
』
第
一
冊
、
二
一
三
頁
）
と
述
べ
て
い
る
。
蕃
山
の
い

う
「
理
」
に
つ
い
て
は
、
拙
稿
「
熊
沢
蕃
山
の
「
孝
」」（『
岡
山
大
学
大
学
院

社
会
文
化
科
学
研
究
科
紀
要
』
第
四
十
号
、二
○
一
五
年
）
九
～
十
頁
を
参
照
。

二
十
五
、
本
稿
の
注
の
十
一
と
注
の
二
十
三
を
参
照
。

二
十
六
、�「
聖
人
」「
君
子
」と「
王
公
卿
諸
侯
大
夫
士
」と
の
違
い
に
つ
い
て
蕃
山
は
、「
始

気
化
の
人
数
人
あ
り
、
其
姓
氏
を
伝
て
百
姓
と
い
へ
り
。
故
に
百
姓
は
百
の

氏
人
也
。
中
夏
は
皆
天
地
の
子
孫
な
れ
ば
、
本
人
に
高
下
な
し
。
徳
あ
る
を

尊
と
し
、
徳
な
き
を
賎
と
す
。
有
徳
は
善
人
信
人
美
人
大
人
聖
人
な
り
。
善

信
美
大
な
べ
て
賢
人
と
云
。
君
子
と
云
は
聖
賢
の
総
名
な
り
、
こ
れ
天
爵
也
。

王
侯
公
卿
大
夫
士
の
名
を
以
て
位
を
列
す
、
是
人
爵
也
」（『
孝
経
外
伝
或
問
』、

『
全
集
』
第
三
冊
、
六
一
頁
）
と
述
べ
て
い
る
。



岡
山
大
学
大
学
院
社
会
文
化
科
学
研
究
科
紀
要
第
四
十
二
号
（
二
〇
一
六
・
十
一
）

（18）

思
慮
を
や
め
ん
と
欲
す
と
も
、心
の
活
溌
流
行
な
れ
ば
絶
べ
か
ら
ず
。」（『
全
集
』

第
一
冊
、
三
八
二
～
三
頁
）
と
あ
る
。
文
中
の
「
是
義
を
以
て
襲
て
と
る
と
い

う
も
の
也
」
と
い
う
記
述
は
、『
孟
子
』
公
孫
丑
上
「
是
集
義
所
生
者
、
非
義
襲

而
取
之
也
」
に
よ
る
も
の
で
あ
る
。
因
み
に
「
間
思
雑
慮
」
と
い
う
言
葉
は
、『
伝

習
録
』
巻
上
「
澄
曰
、
好
色
、
好
利
、
好
名
等
心
固
是
私
欲
、
如
間
思
雑
慮
、

如
何
亦
謂
之
私
欲
。」（『
王
陽
明
全
集
』「
伝
習
録
」
上
、
二
二
頁
）
に
見
え
る
。

本
稿
で
は
、『
王
陽
明
全
集
』（
全
二
冊
、
上
海
古
籍
出
版
社
、
一
九
九
二
年
）

を
用
い
る
。

十
九
、�「
蓋
至
今
功
利
之
毒
淪
浹
人
之
心
髄
、
而
習
以
成
性
幾
千
年
也
。」（『
伝
習
録
』

中
「
答
顧
東
橋
書
」、『
王
陽
明
全
集
』
五
六
頁
）

二
十
、�

拙
著
『
中
国
思
想
認
識
に
お
け
る
幾
つ
か
の
問
題
』（
朋
友
書
店
、二
○
○
六
年
）

の
第
二
章
「
王
陽
明
の
「
良
知
」」
の
六
九
頁
を
参
照
。

二
十
一
、�「
木
気
」「
金
気
」「
火
気
」
に
つ
い
て
は
、「
木
気
を
多
う
け
た
る
人
、
土
信

の
質
厚
に
濁
な
け
れ
ば
、
仁
に
信
正
し
、
敬
愛
あ
り
て
心
ゆ
る
や
か
な
る
も

の
也
。
木
の
母
は
水
な
れ
ば
、
仁
あ
つ
き
人
は
必
知
を
兼
て
、
能
善
悪
を
辨

ふ
も
の
な
り
。
故
に
み
だ
り
な
る
行
跡
な
く
、
是
を
美
質
と
云
。
然
ど
も
木

気
の
多
に
か
た
よ
り
て
、
金
気
不
足
し
て
義
の
す
す
み
す
み
や
か
な
ら
ざ
る

も
の
也
。
…
。
孝
行
な
る
人
、此
気
質
に
あ
る
な
り
。」（「
気
質
理
利
之
解
」、『
全

集
』
第
五
冊
、
一
○
八
頁
）、「
金
気
を
多
受
た
る
人
は
、
土
信
の
質
厚
、
に

ご
り
う
す
け
れ
ば
、義
に
勇
あ
る
も
の
也
。
も
と
よ
り
土
信
は
金
の
母
な
れ
ば
、

義
あ
る
人
に
信
う
す
き
は
な
し
。
能
義
に
す
す
み
て
善
行
を
な
す
、
忠
臣
勇

士
な
ど
云
は
、
此
気
質
の
人
に
あ
り
。
…
。
に
ご
り
厚
き
質
な
る
は
義
は
利

に
変
じ
、
狐
狸
の
勇
と
な
り
て
、
盗
賊
剛
盗
と
成
も
此
質
に
あ
り
。
た
だ
理

利
の
間
に
よ
る
所
也
。」（
同
上
、
一
○
八
～
九
頁
）、「
火
気
を
多
受
た
る
人

は
礼
あ
つ
し
。
土
信
の
質
に
ご
り
う
す
け
れ
ば
、
礼
の
信
正
し
く
し
て
、
よ

く
譲
り
よ
く
下
。
火
の
母
は
仁
な
れ
ば
、
仁
を
兼
て
愛
敬
あ
り
、
行
跡
正
き

も
の
也
。
是
又
美
質
也
。
然
ど
も
仁
多
に
礼
を
兼
た
る
程
の
美
質
に
あ
ら
ず
。

火
気
多
き
に
か
た
よ
り
て
、
水
金
の
気
不
足
し
て
、
知
明
か
な
ら
ず
、
義
の

す
す
み
少
な
き
も
の
也
。
美
悪
と
も
に
す
す
む
事
、
柔
弱
な
る
も
の
也
。
土

信
の
質
に
ご
り
あ
れ
ば
、無
勇
に
し
て
臆
病
の
行
跡
あ
る
も
此
気
質
也
。」（
同

上
、
一
○
九
頁
）
と
論
じ
て
い
る
。
ま
た
、「
狂
侗
悾
の
質
は
悪
人
に
あ
ら
ず
、

気
の
偏
也
。
気
質
に
此
病
あ
れ
ば
真
謹
信
の
徳
あ
る
も
の
也
。」（『
論
語
小
解
』、

『
全
集
』
第
四
冊
、
一
一
五
頁
）、「
孟
子
ハ
至
て
聡
明
な
る
質
也
。
其
聡
明
成

所
が
孟
子
ノ
疵
也
。
聡
明
之
質
化
な
ば
聖
ニ
も
至
べ
し
。」（『
集
義
義
論
聞
書
』、

『
全
集
』
第
六
冊
、
三
四
頁
）
な
ど
と
も
あ
る
。

二
十
二
、�

周
知
の
よ
う
に
、「
知
行
合
一
」
は
陽
明
学
に
お
け
る
最
も
重
要
な
テ
ー
ゼ
の

一
つ
で
あ
る
。
陽
明
の
い
う
「
知
行
合
一
」
は
、「
致
良
知
」
と
同
義
で
、
感

覚
に
基
づ
い
て
の
認
識
（
知
識
）
を
獲
得
す
る
、
感
覚
に
基
づ
い
て
の
認
識

を
万
人
共
通
の
客
観
的
な
認
識
と
し
て
そ
れ
を
基
準
と
し
て
「
善
悪
」
を
判

断
す
る
、
ま
た
客
観
的
な
認
識
を
規
範
と
し
て
そ
れ
を
遵
守
し
て
行
動
す
る

と
い
っ
た
内
容
を
有
す
る
も
の
で
あ
る
（
前
掲
の
拙
著
『
中
国
思
想
認
識
に

お
け
る
幾
つ
か
の
問
題
』、
五
六
頁
～
六
五
頁
を
参
照
）。

二
十
三
、�

人
間
の
内
面
の
心
的
活
動
に
つ
い
て
は
、「
思
」
の
他
に
、蕃
山
は
「
心
」「
意
」

「
念
」「
精
神
」な
ど
の
概
念
を
用
い
て
詳
細
に
論
じ
て
い
る
。
紙
幅
の
為
に
、四
、

熊
沢
蕃
山
の
「
気
質
変
化
」

　
　孫

　路
易

（19）

五
例
を
挙
げ
る
だ
け
に
止
ま
る
こ
と
に
す
る
。「
意
と
云
は
往
来
常
な
ら
ぬ
處

を
云
、聖
人
に
は
意
は
な
き
也
。
凡
人
は
あ
り
。
故
に
聖
人
は
勿
意
と
い
へ
り
。

念
の
こ
こ
に
長
工
夫
す
る
を
思
と
云
。
念
は
き
ざ
す
最
初
の
発
念
也
。」（『
集

義
義
論
聞
書
』、『
全
集
』
第
六
冊
、
四
頁
）、「
心
は
本
寂
然
不
動
也
。
意
は

其
感
応
の
跡
な
り
。
知
は
本
虚
霊
也
。
識
は
そ
の
分
別
の
影
也
。
意
は
心
に
統
、

分
別
は
識
な
り
と
い
へ
ど
も
、
世
人
意
を
と
め
て
心
と
し
、
分
別
を
以
て
知

と
す
。」（「
歌
の
注
」、『
全
集
』
第
五
冊
、
三
一
頁
）、「
心
の
発
す
る
處
を
意

と
云
、
意
性
命
の
正
に
本
づ
く
時
は
誠
に
し
て
七
情
道
を
は
な
れ
ず
。
意
形

気
の
私
に
生
ず
る
時
は
人
欲
と
な
る
。
意
必
固
我
の
凡
心
出
来
て
悪
は
じ
め

て
生
ず
。
故
に
意
に
善
悪
あ
り
と
い
へ
り
。」（『
集
義
義
論
聞
書
』、『
全
集
』

第
六
冊
、
一
七
頁
）、「
心
と
精
神
と
い
か
が
分
べ
き
や
。
云
、
心
ハ
内
外
な

き
も
の
也
。
養
気
精
神
収
斂
す
れ
ば
お
の
づ
か
ら
心
ノ
体
立
也
。
神
気
ノ
霊

覚
す
る
處
則
心
也
。
能
収
斂
し
得
れ
ば
事
を
用
る
時
心
ヲ
外
ニ
用
れ
ど
も
精

神
は
内
ニ
収
斂
す
る
も
の
な
り
。」（『
集
義
義
論
聞
書
』、『
全
集
』
第
六
冊
、

三
三
頁
）、「
人
の
精
神
の
し
ま
り
は
百
会
と
臍
と
也
。」（「
八
卦
之
図
」、『
全

集
』
第
四
冊
、
二
七
三
～
四
頁
）、「
収
斂
ハ
労
し
て
気
乏
キ
時
ハ
黙
し
心
を

虚
に
し
、
精
神
に
て
身
を
ま
と
ひ
、
丹
田
ニ
気
を
斂
る
也
。」（『
集
義
義
論
聞

書
』、『
全
集
』
第
六
冊
、
五
八
頁
）
な
ど
と
あ
る
。

二
十
四
、�

蕃
山
は
「
窮
理
」
に
つ
い
て
、「
学
者
問
て
云
、
即
物
窮
其
理
と
は
事
々
物
々

に
つ
い
て
、
事
々
物
々
の
道
理
を
窮
め
知
と
云
儀
か
。
云
、
し
か
り
。
其
事
々

物
々
の
理
と
云
も
の
、
い
か
が
心
得
給
ふ
、
其
意
を
し
ら
ず
。
愚
が
見
侍
る
は
、

物
は
事
也
。
事
は
物
の
用
に
し
て
、
物
は
事
の
体
な
り
。
二
に
あ
ら
ず
。
五

倫
の
物
あ
れ
ば
五
倫
の
事
あ
り
。
五
倫
の
物
は
君
臣
父
子
夫
婦
兄
弟
朋
友
な

り
。
五
倫
の
事
は
五
典
十
義
な
り
。
五
倫
の
物
に
即
て
五
典
十
義
の
理
を
く

は
し
く
窮
て
、
心
に
得
身
に
行
を
格
物
致
知
と
云
。
知
は
理
な
り
。
今
の
理

を
窮
と
云
は
、
書
の
上
に
て
、
文
に
即
て
講
明
し
、
或
は
空
談
に
議
論
す
。

こ
れ
物
に
即
て
理
を
窮
る
に
あ
ら
ず
、
文
を
以
て
友
を
会
す
る
と
い
ふ
も
の

に
て
、
友
を
以
て
仁
を
輔
る
に
は
い
た
ら
ず
。
仁
を
輔
る
と
云
は
、
父
子
の
親
、

君
臣
の
義
、
夫
婦
の
別
、
長
幼
の
序
、
朋
友
の
信
に
を
い
て
、
過
る
を
磨
し

不
足
を
補
ひ
、
互
に
過
ち
を
告
て
相
輔
る
も
の
な
る
に
、
今
の
学
者
は
過
を

聞
こ
と
を
い
と
ひ
、
至
情
を
云
者
を
に
く
め
ば
、
即
物
窮
其
理
の
実
を
失
へ
り
。

し
か
ら
ば
天
下
の
事
々
物
々
の
理
を
窮
、
博
識
多
聞
な
り
と
云
と
も
何
の
益

か
あ
ら
む
」（『
全
集
』
第
一
冊
、
二
一
三
頁
）
と
述
べ
て
い
る
。
蕃
山
の
い

う
「
理
」
に
つ
い
て
は
、
拙
稿
「
熊
沢
蕃
山
の
「
孝
」」（『
岡
山
大
学
大
学
院

社
会
文
化
科
学
研
究
科
紀
要
』
第
四
十
号
、二
○
一
五
年
）
九
～
十
頁
を
参
照
。

二
十
五
、
本
稿
の
注
の
十
一
と
注
の
二
十
三
を
参
照
。

二
十
六
、�「
聖
人
」「
君
子
」と「
王
公
卿
諸
侯
大
夫
士
」と
の
違
い
に
つ
い
て
蕃
山
は
、「
始

気
化
の
人
数
人
あ
り
、
其
姓
氏
を
伝
て
百
姓
と
い
へ
り
。
故
に
百
姓
は
百
の

氏
人
也
。
中
夏
は
皆
天
地
の
子
孫
な
れ
ば
、
本
人
に
高
下
な
し
。
徳
あ
る
を

尊
と
し
、
徳
な
き
を
賎
と
す
。
有
徳
は
善
人
信
人
美
人
大
人
聖
人
な
り
。
善

信
美
大
な
べ
て
賢
人
と
云
。
君
子
と
云
は
聖
賢
の
総
名
な
り
、
こ
れ
天
爵
也
。

王
侯
公
卿
大
夫
士
の
名
を
以
て
位
を
列
す
、
是
人
爵
也
」（『
孝
経
外
伝
或
問
』、

『
全
集
』
第
三
冊
、
六
一
頁
）
と
述
べ
て
い
る
。


